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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　ごくりと唾つばを飲み込みながら、居間のテーブルに載った段ボール箱を開いてみる。

「……」

　数秒の沈黙のあと、そのままクローズ。中身があまりにも予想通りだったので、呆あきれを通り越して頭痛がしてきた。眉み間けんを指で押さえ、夜や知ち春はる亮あきは小声で呻うめく。

「ったく、手回しがいいというかなんというか……今週の逆ラッキーアイテムは宅配便だな、間違いない。厄やつ介かいなもんばかり届きやがる」

「んう、宅配便がどうかしたか？」

「おわっ!?」

　にゅっとテーブルの向かいから顔を突き出してきたのは、長い銀色の髪をした少女……あるいは、今まさに考えていたところの、厄介な宅配便その一。

　彼女──フィアが自らの呪のろいを解くという目的でここに来てから数日、色々な事件が起こった。それに一応の区切りがついたのは僅わずか数時間前のことだ。寝転がってぼんやりとテレビを見ていたフィアも、やはり疲れていたのだろう、いつしかすぴすぴと鼻息を鳴らすだけになっていたのだが──

「お、起きてたのか」

「近くでごそごそやられては目も覚めるわい……さっきぴんぽんも鳴ったしな。誰だれかその荷物を届けに来たのか？」

「ああいや、まぁ、その」

　挙動不審な春亮を見、フィアは寝ね惚ぼけ眼まなこをさらに胡う乱ろんに細める。

「さっきから様子がおかしいぞ。何か私に隠しとらんか」

「いや？　そんなことはありませんですよ？」

「なんという噓うそ臭くさい笑顔……やはり怪しい。さっきは手紙をこそこそ読んどったし、今はその箱だ。何が入っている。見せてみろ」

「う……」

　ポケットの中の手紙がずんと重くなったような錯さつ覚かく。隠していたわけではない──ただ、迷っていただけだ。本当に大丈夫なのか、と。

「さあ！」

　ずい、とテーブルの上に身を乗り出すフィア。形のよい眉まゆが僅かに顰ひそめられ、綺き麗れいな瞳ひとみは真まっ直すぐに春亮の秘密を糾きゆう弾だんしている。さらりとその銀髪が滑り落ち、さりげなく段ボール箱の蓋ふたを押さえている春はる亮あきの手の甲をくすぐった。

「さあ、さあさあ！　この期ごに及んで隠し事など許さんぞ、こうなってはお前のヒミツを暴かん限り夜も眠れん！」

「隠し事っつーかなんつーか、これは何というかあれでもう少し心の準備が欲しいというか、だな……お、俺おれにも秘密の一つくらい持つ権利はあるのではないでしょうかねフィアさん！」

　春亮が往おう生じよう際ぎわ悪く言っていると、ふとフィアの瞳ひとみが揺れた。視線が軽く下に逸それ、小さく、

「むぅ……そうかもしれんが。しかし、その……不公平ではないか。もう、私はお前に隠し事などない。ぜんぶ、知られてしまっているのだぞ。そう、あんな恥ずかしいところまで、見られて、しまって、いるから……」

　だからそういう物言いは勘かん弁べんしてくれませんかね!?　という反射的な抗弁は、微かすかに赤らんだフィアの頰ほおを見たことで封じられる。彼女は人間であって人間ではなく、色々問題のある無知でわがままな無限おせんべイーターなのだが……それでも、至近距離にある肌や髪や匂においや吐息は完全に女の子のものだ。

「だから、な──」

　視線がフィアに吸いつけられ、なぜか周りの音が遠く聞こえた。テレビの笑い声。ちっこちっこと時計の針が牛歩戦術。居間の外、脱衣所からはもう一人の同居人が風呂に入っている音。

　濡ぬれたように光る瞳が接近、さらに接近。

　ごくり、とその息の温かさに春亮が唾つばを飲み込んだとき──

「だから！　ほれ、それを開いて見せてみろ！　がばりとばくりと！　ええい仕方ない、どんなモノが入っていようが驚おどろかないと約束してやろう。テレビで言っていたからな、どんな男も一回は他人に見せられないような面白エロエロしいグッズを通販で頼むものなのだと！」

「どんな勘違いしてんだ!?　てかそんな間違った情報を垂れ流すテレビを見るな！」

　今までの雰囲気から一転、強奪も辞さない勢いで迫ってきたフィアに言い返す……と、その拍子にすっと気が抜けてしまった。

（……ま、いつまでも先延ばしにはできないしな。仕方ないか）

　春亮は覚悟を決め、ポケットから書類入りの手紙を取り出した。

「よしわかった。ここからちょっと大事な話をするぞ」

「やっと素直になりおったか。いいだろう、聞いてやる」

「まず、お前が今後覚えるべき台詞せりふはだな──『映画監督とは関係ないんです』だ」

「は？」

　きょとんと首を傾かしげるフィア。春亮はこれを読めばわかるとばかりに書類を差し出した。

「なになに……フィア・キューブリック……？」

「異論はあるかもしれんがお前の名字はそういうことになった。親おや父じのネーミングセンスは最悪だと言わざるを得ないな……上う手まいこと引っ掛けたつもりか。多分スペル違うし」

　フィアの目が、ひどく驚おどろいた様子でぱちぱちと瞬まばたきをする。

「名字。ファミリーネームか？　私の？」

「そーだよ。多分、これから何度も聞かれると思う質問への答えがさっきのだ、覚えとけ。で、なんで名字が必要かと言うと……その下に書いてある」

「ええと。上記生徒の、入学を許可──に、入学!?　入学ということは学校に入るということでこないだ行ったお前やキリカがいる学校のことかっ!?」

「ぬわ、ツバ飛ばすなっ。ま、そういうことだ。正直に言えば時期尚しよう早そうな気もしないでもないけど、お前を昼間この家に放置しとくのも怖いし、こないだ一応は顔見せも済んでるしな……つーか問題点が次々と自動的に解決してるんだ。ほれ」

　段ボール箱から手を退どけ、全面降伏を示す。フィアが恐る恐るその蓋ふたを開いて中を覗のぞき込み、

「ふわぁ……」

　と、なんとも言えない溜ため息を漏もらした。箱の中にあったのは鞄かばんに教科書、ノート数冊に筆記用具、そしてビニールに包まれた新品の女子制服──つまりは学校生活・基本セット。先程届けられたときに確認したところ、送り主は学校の理事長だった。フィアの籍せきを捻ねじ込むだけではなく、どうやらこちら方面でも気を利きかせてくれたらしい。

「こ、これ……私のか？　全部？」

「そーだよ。恐ろしいことに明日からすぐ学校に行ける準備が整っちまった。行ったらまず理事長にお礼言わんとなー」

　その言葉も聞こえていない様子で、フィアはゆっくりと段ボール箱から制服を取り出した。胸に抱かかえるようにして、じっと見つめる。

「フィア？　どした？」

「どうしよう……何だか……嬉うれしい、のだ。とても」

　もじもじと肩を揺らしつつ、それでも制服だけは両手で大事そうに抱だいて、フィアは春はる亮あきを見上げた。驚きと、はにかみと、困惑と、喜びと、僅わずかな不安と。どれを顔に浮かべればいいのかわからないというように、目元と口元は微かすかに、そして曖あい昧まいに歪ゆがんでいた。

「なあ……これは、あの場所にいてもいいということだな？　お前と同じように、お前と同じ場所にいてもいいということだな？　みんなと同じ制服を着て、みんなと同じように名字があって、みんなと同じように──人間、みたいに──私も、あそこにいていいと、そういうことなのだな？」

　春亮は息を吸って、さりげなく、だが純然たる肯定の意志だけは間違いなく伝わるように、

「うん。そうだな」

　笑ってやった。まだこの人の世に不慣れな少女が学校に行くことに不安はある。面倒事が待ち受けている可能性も高い。だから今まで躊ちゆう躇ちよしていたのだが……こんなフィアの表情は卑ひ怯きようだ。こんなのを返されれば、こっちが不安な顔なんかできるわけがない──

　ぱっとフィアの顔が明るくなり、

「なあなあ春はる亮あき、これ、今着てみてもいいか？」

「いいけど……こないだこのはの制服着てただろ。デザインは一緒だぞ」

「わ、わかっとるわい。でも着たいのだ！」

　そこまで言うならお好きにどうぞ、と首しゆ肯こうしてやる。待っていろ逃げるなよ、とよくわからない台詞せりふを発しながらフィアはどたばたと自室に走っていった。しかし途中でぴたりと止まって一瞬だけ振り返り、

「……一応、言っておく。その……ありがとう、春亮」

　特に俺おれが何かをしたわけじゃないんだけどな、と春亮は苦笑しつつ頭を搔かいた。




「ぬふ」

　くるくるくるり。

「ぬふふ」

　ひらひらひらり。

「ぬふふふふ……」

　居間の大きな姿見の前、制服を着込んだフィアが飽あきもせず回転中。前を見て後ろを見て、また前を見て後ろを見て。よっぽど自分の姿が気に入ったのか、その顔はにやけっぱなしだ。

「うーむ。自分用の制服がそんなに嬉うれしいもんなのか……？」

　春亮が湯のみの茶を啜すすりながら言うと、

「当たり前ではないか、ぬふふ。しかし、この服はなかなか動きやすいな。いいものだ」

「ああ、こないだはサイズがブカブカだったから動きにくかったのかもな。このはとお前じゃ体格が全然違」

「とーう！」

　そこでフィアがスカートの翻ひるがえりが危険な感じで大ジャンプ、テーブルに飛び乗った。腕を組んで仁に王おう立ちし、春亮を見下ろす。行儀の悪さを叱しかろうと顔を上げるとばっちりスカートの中を見上げてしまいそうになり、春亮は慌あわてて背中を仰のけ反らせた。

「な、何か言いたいことがあるのかどこのサイズが違っているというのだそんなことはない関係ないぞお前はそこばかり見ていてロックオン胸なのかハレンチ小僧めやっぱり呪のろうぞ！」

「ぐわ、わかった！　そういう意図は全然なかったけどとりあえず悪かった！　悪かったからテーブルに乗るな！」

「まったく……それよりも春亮、何か感想はないのか感想は。さっきから待ってるのだぞ」

「感想か。うん──制服だな」

　それ以外にどう言えと。

　という心持ちで答えたのだが、フィアの顔がその一瞬でオニのように歪ゆがんだ──ような気がしたので慌あわてて言い直す。

「いや、その。似合ってる、ぞ？　片手でお持ち帰りできそうな軽さや省スペース感が、いわゆる小動物とかマスコット的な感覚で可か愛わいいと思える、かも、しれないという可能性もなきにしもあらず……」

「む。よくわからんが、似合っていて、可愛い、か……おほん。まあよかろう」

　一瞬だけ、にへら、と頰ほおを緩ゆるめつつも、フィアはすぐに鼻を鳴らしてふんぞり返った。無理矢理に不機嫌の体ていを作っているような気もしたが、深くは追及しないことにする。

「一着しかないんだ。汚れたら困るだろ、うかれるのはその辺にしてそろそろ脱げよ。あとさっきから言いたかったんで一応忠告しとくが、そんな服で派手な動きをするとだな──」

「それもそうだ、汚れては困る。ふふふ、明日が楽しみだな、と！」

　やっぱりうかれている。春はる亮あきの忠告も聞かず、ぴょーん、とまたフィアは大ジャンプでテーブルから降りようとした。そのとき、零こぼれたお茶か何かでつるんとその足あし下もとが滑り──

「ふぇっ？」

「わ、こら、あぶっ……」

　バランスを崩したフィアの身体からだを反射的に受け止めようとする。だが受け止めきれない。フィアの下敷きになるようにして仰あお向むけに倒れ、

「ぎにょぺ!?」

　わかってはいたことだが、なんというか、物もの凄すごく重かった。中身がにゅるんと出てしまいそうだ。文句を言おうと目を開けると、フィアは春亮の腰に跨またがるような姿勢になっていた。スカートが捲まくれ上がっており、仰向けになった春亮にはその奥にある白色がばっちりと──

「ぬわーっ！」

　ずばばば、とフィアが慌ててスカートを押さえる。頰を赤くした馬乗り銀髪少女は、ぷるぷると震ふるえつつマウントポジション下の獲え物ものを睨にらんでいた。

「いや、だから、派手な動きをすると、結構丈たけが短いから、見えてしまう可能性があると……言いたかったわけで……その、俺おれはただ善意の忠告をですね？」

　ガクガクと春亮が引き攣つった声を発した瞬間、居間の入り口のほうで何か音がした。

　畳たたみにタオルが落ちていた。そこに呆ぼう然ぜんと立っていたのは、無論、風呂に入っていたはずの同居人──このはだ。盛り上がったパジャマの胸元からはまだ湯気が上がっており、髪は微かすかに濡ぬれたまま。曇くもった眼鏡めがねの下にあるのは、愕がく然ぜんとした、信じられないようなものを見る瞳ひとみで──それは制服を着たフィアと、彼女を腰に跨らせた春亮へと向けられている。

「あ、あわわ、はわわ……春亮、くん……」

　そのとき、無言でフィアが春亮の上から退どいた。春亮は慌てて起き上がり、

「このは。待て。お前、何か誤解を……」

「う、あ、わたしがお風呂入ってる間に、わざわざあんな、新しい制服着せて……そ、それで、馬乗りそして見つめ合い!?　これっていったいどういうことですかいったい春はる亮あきくんナニをしようとしてたんですかっ!?」

　血相を変えたこのはが、春亮の肩をがっしりと摑つかむ。そして半泣きの目を白黒させながら力一杯揺さぶり始めた。

「これが噂うわさのコスプレ的なアレですか!?　そんな趣味があったんですか制服じゃなきゃダメなんですか、言ってくれたらわたしも協力ってええわかりました、今日からわたしも家にいるときはずっと制服にしますから、だからもうこんなふしだらなことはっ……！」

「うぉいっ！　落ち着けー！」

　全身をシェイクされながら、視線でフィアに助けを請こう。しかし返ってきたのは、

「フ……フフ。もしや、さっきクルクル回っていたときもずっと見えていて、わざと黙っていたのでは……なんというハレンチ小僧……」

「んなわけあるかーっ！」

　髪で顔を隠し、ゆらーり、と歩を進めるフィアの手には──なぜかルービックキューブがあった。さすがにあれが実際に使われることはない、単なる示じ威い行動に決まっている……はずなのだが、それを握っていることが既すでに怖い。ドリルって軽くツンツンされただけでも痛そうだなぁ、などと余計な想像をしてしまう。

「春亮くん、聞いてますか春亮くん!?」

「フフフフフ……」

　がっくんがっくん揺られつつ、怖おそろしいオーラが近付いてくるのを感じつつ──

（うう。どうか、学校の中でこんな騒ぎが起きませんように……）

　この混乱が明日からの学校生活を不吉に暗示しているような気がして、春亮はひっそりと力ない溜ため息を吐き出していた。







　第一章 「球形硝子ガラスに似て脆ぜい弱じやくな」/ "Sovereignty-Perfection-Doll"
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　春はる亮あきとこのはの溜ため息が重なった。

「おかしい。いつもの通学路を歩いただけなのに、この疲労感はいったい……？」

「早めに出たはずが、結局着いたのはいつも通りの時間ですしね……」

　眼前には、ようやく辿たどり着いた校門がある。毎日通っている目的地が、今は砂漠の果てに見つけたオアシスのように思えた。

　気疲れの理由は、無論のこと今日から一緒に登校することになった新たなメンバーだ。落ち着いて歩くように、と言い聞かせていたにも拘かかわらず、そのうかれっぷりといったらなかった。あっちへフラフラこっちへフラフラ、散歩中の犬を見つけては撫なでまくり、醬しよう油ゆの匂においを嗅かげば団だん子ご屋の軒先へ引き寄せられる──タレント猿ざると歩いたほうがまだ気が楽なのではないかと思えた。なぜならこちらには首縄リードが付けられない。

　しかし考えてみれば彼女のうかれようも当然。フィアが普通に街を歩くのは今日が初めてなのだ。勝手に学校へ来たことはあるにしろ、そのときは目的地に辿り着くので精一杯で、街の光景を楽しむような余裕がなかったらしい。その反動が出たということなのか。

「うー。ますます不安が強くなってきましたよ」

「ま、まぁ、徐々に慣れていくさ。多分な」

　昨夜も一ひと悶もん着ちやくあったが、まだこのはには社会生活に不慣れなフィアが学校に行くことに懸け念ねんがあるようだった。それは正直なところ春亮も同じだ。

　けれど、昼間ずっと家で一人きりにしておくというのも怖すぎる。家を滅め茶ちや苦く茶ちやにした前科もあるし、フィアを狙ねらう《敵》がまた来ないとも限らない。ならば近くにいて見張っておいたほうがいい……結局はその理屈でこのはも納得し、この今日という朝を迎えることになったのだった。初しよっ端ぱなからこんな疲労感を味わうというのは春亮にも予想外だったが。

　ともあれ、校門を潜くぐろうとする。そこで背後の足音が消えているのに気付いた。

　振り向いて見えたのは、清せい澄ちような朝日を反射して煌きらめく銀髪。朝の空気よりも曇くもりない白肌。

　門の外、あと一歩で《学校》という空間に入ることになる場所で、フィアは校舎を見上げていた。銀髪への奇異な視線を他ほかの生徒達たちが向けてくる中、表情は不思議に真剣だ。

　学校に近付くにつれてフィアの寄り道は少なくなっていた。口も閉じがちになった。歩みは遅くなり、速くなり、また遅くなった。それをただの気き紛まぐれだと思えるほど、春亮は鈍くない。

「フィア。どした？」

「……ん」

　彼女は僅わずかに頰ほおを緩ゆるめて春はる亮あきの顔を見返してきた。昨晩と同じような、はにかみと緊張の混じった笑顔。

「これから──これから、私は《生徒》になるのだな」

「そうだな」

「お前と同じ……お前達たちの、一員に」

「だからそうだって。生徒になるんだから遅刻はまずいだろ、早く行こうぜ」

「ん……よし！」

　意を決したように、ぴょん、と両足でフィアは踏み込んだ。

《学校》という、新しい世界の中に。

　そして、今度は間違いなく──純度百パーセントの笑顔を春亮に向け、言った。

「えへへ。仲間入りだ」

「……っ」

　どくん。何かが胸に刺さり、言葉を奪う。それは痛いような、むず痒がゆいような、それでいて不快ではない不思議な疼うずきだった。だがその感覚を深く考える間もなく、

「はい、そういうわけで早く行きましょうね春亮くん遅刻はダメダメですよ絶対ほらさあ」

「おわたた、なんだこのは、引っ張られなくても俺おれはちゃんと行くぞ!?」
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「聞く耳持ちません。まったく……こんなんじゃ……油断禁物ですね、はぁ……」

　ぶつぶつ小声で呟つぶやきながら、むっとした表情のこのはが春はる亮あきの袖そでを引っ張る。

　いきなり彼女の機嫌が悪くなった理由がわからず、春亮にできたのは、きょとんと首を傾かしげるフィアに向かって「ついてこい」と手招きすることだけだった。
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　そして時刻は昼休み。春亮は空からになった弁当箱を前に水筒の茶を啜すすっていた。

「うーん、いいんだろうか。何事もなく時間が進みすぎてるよーな気がするぞ」

「それのどこに文句があるんだよ。何事もなく平和にお茶が飲めれば幸せ、とかいつも言ってるくせに」

「そーだよー。それに何事もなく、じゃなかったじゃん。朝は大騒ぎだったよ？」

　いつも通り、一緒に弁当を食べ終えていた泰たい造ぞうと渦か奈ながきょとんと言い返してくる。

　渦奈の言葉に、春亮は朝の光景を思い出した。果たしてフィアがどう受け入れられるのだろう、とテスト前よりも入試前よりも緊張して彼女を見守っていたときのことだ。

「えーと、その。フィア・キューブリック……だ。よろ……よろしく？」

　変な疑問形での挨あい拶さつ。教室を一瞬で包む「フォウ！」という妙な溜ため息の塊かたまりと拍手。

「フィアちゃん、よろしくねっ。また会えて嬉うれしーよっ！」

「卒業まで一緒にいられるの？」

「部活、何入るか決めた？　よかったら陸上部を俺おれが案内……！」

「お前抜け駆けするな！　サッカー部のマネージャー、今空いてんだ！　どう!?」

「空いてないわよ!?　私クビってこと!?」

「テニス部……スコートがヒラヒラ……」

「馬ば鹿か者もの、弓道部だよ！　袴はかま──あの子が袴ってギャップ！　ああ、考えただけで、もう！」

「ち、ちょっと待て、聞き取れん。何だ、何に答えればいいのだ？　お前ら一度に喋しやべるな」

「……！」「……!?」「…………!!」

　以上。

　春亮はふっと遠い目になった。

「ああ、大騒ぎだったな……これ以上ないくらいにっ……」

「だろ？　いったい何が不満なんだ」

「そっからがあまりに自然すぎるっつーか……なんでお前らも他ほかの奴やつらも、昔から一緒にいたみたいに平然としてるんだとか。いろいろ不安に思ってた俺が馬鹿みたいじゃねーか」

「何が不安なのさー。日本語も完かん璧ぺきだし、こーんなに可か愛わいいし、全然問題はないでありますよ！　ああ、こんな子とこれから一緒にいられるなんてっ。あっきー、グッジョブ！」

　こーんなに、の辺りで、渦か奈なが隣で食事中のフィアに抱だきついて頰ほお擦ずりする。

「暑苦しい」

「ああーん、そんなつれないフィアちゃんも……好きっ……！」

　ぐぐいとフィアに押し退のけられても、渦奈はわざとらしくしなを作るだけだ。本当に楽しんでいる。フィア一人がまだ弁当を食べているのは、渦奈達たちが彼女に餌え付づけの如ごとく与えたおかずでタイムロスしたためだった。

「ううむ、やっぱり適応しすぎだ──こんな変な奴やつが転入してきたんだぞ。普通はもうちょっとこう、ゆっくりと距離を縮めていったりして、だな」

「むぐむぐ。変な奴で悪かったな」

　じろりとフィアの視線。慌あわてて泰たい造ぞうがフォローした。

「そんなことはないよフィアちゃん！　これは間違いなく春はる亮あきが変なんだ、外人さんで美少女なんて要素は萌もえ要素になりこそすれ、絶対に変なんかじゃないっ！　まったく……春亮、おかしなこと言うなよなー。早く仲良くなって悪いもんじゃないだろ」

「たいちーに賛成ー。初対面じゃないんだし、これが普通っしょ。もう一回学校で会えるなんて思ってなかったから最初は驚おどろいたけどね。わかってたなら早く言ってほしかったなー」

「……知るか。突然決まったんだよ」

　実際、フィアは転校二日目のような状態なのだった。そうなることが想定できたからこそ、ある程度は楽に受け入れられるだろうと思っていた部分もあったのだが──スムーズすぎて逆に驚いているのが現状だ。

（とは言っても、確かに、別に悪いことじゃない。なんかボロを出す危険性は高くなったのかもしれないけど……昨日あれだけ言い聞かせたしな。俺おれがずっと不安になってても仕方ないし、注意しときゃ大丈夫か）

　そう自己暗示気味に考えている間にも、渦奈と泰造の会話は続く。

「驚いたと言えば、なんか今日の先生達、見たことない感じだったよね」

「だよな。てかありゃ緊張してたんじゃないか？　吉よし村むらは寒い親おや父じギャグがさらに多かったし佐さ々さ木きはちらちらフィアちゃんばっかり横目で見てるし……つーか日ひ村むらも珍しかったなー、ずっと愛あい想そ笑いみたいなんしてたろ」

　日村素す直なおは長めの髪で顔を隠し、いつもぼそぼそ陰気に喋しやべる数学教師である。渾あだ名なはそのまま《幽霊》──そんな人間に笑顔を浮かべさせるほど、興味深そうに教科書を読むフィアの姿は微笑ほほえましかったのだ。

「で、フィアちゃん、授業はどうだったのさー？」

　春亮の作ったサンドイッチをもしゃもしゃ咀そ嚼しやくしつつ、フィア。

「そうだな……英語は今いま更さらでつまらんかったにしても、歴史や生物は何を話しているかくらいはわかったぞ。なかなかに興味深いな。あれをただ覚えればいいというのなら楽だが、それよりノートを取るのが面倒で困る。日本語を読むのはともかく書くのはまだ慣れん」

「ヒィッ!?　ウソ、まさか……フィアちゃんはデキる人にゃのかー!?　ごめんなさい正直に言いますあたし全然わからんかったー！　赤点仲間が増えそうだって喜んでたのに、うあーん！」

「泣くな渦か奈な、俺おれも……俺も全然わからんかった！　お前一人を補習に行かせはしないぜ！」

「ああっ……たいちー！」「同志よ！」

　がっし、と肘ひじを打ち合わせる二人。

　フィアがこいつらのダメな影響受けなきゃいいんだがな、とジト目でそれを眺ながめていたとき、ふと思い出す。

「そういや、昼休みに挨あい拶さつしとく予定だったっけ。フィア、それ食ったら理事長室行くぞ」

「ふむ、そうだな。顔も知らんままというのはさすがに不義理か」

「……厳密に言えば、俺も顔は知らないんだけどな……」

「？　まあいい、食ったぞ。行こう」

　それから泰たい造ぞう達たちに断って教室を出ると「わ。今呼びに行こうと思ってたんです」とすぐそこの廊下にこのはがいた。さらに、

「あ、上うえ野のさん。こんにちは」

「やあ、皆みんなで揃そろってどうした？」

　そこで丁ちよう度ど教室に帰ってきたのは、つい先日、自身のとある秘密を春はる亮あき達に告白した委員長──上野錐きり霞かだった。いつもの結果に終わった料理勝負の後、一足先に弁当を食べ終えてトイレかどこかに行っていたのだ。

　その顔がふと春亮を向き、目が合う。言葉はなく、視線はすぐに逸そらされた。無視されているわけではない……自然体なだけだ。朝だって普通に挨拶を交わした。しかし、

（知らないことにする、とは言ったけど……なんだかなー。ムズムズするよ）

　正直なところ、聞きたいことは色々あった。彼女自身について。これからのことについて。彼女に対処を任せた《敵》のことについて──

　けれど、聞かないのが約束だ。錐霞の望みはただ一つ、《今まで通りの学校生活を送りたい》ということだったのだから。春亮にとって彼女はやはり大事な友人でクラスメイトであり、その望みを叶かなえない、という選せん択たく肢しは存在しない。

　ただ、胸中には居心地の悪さがある。演技しているのは一箇か所しよだけのはずなのに、二人の関係性全すべてが演技に覆おおわれてしまっているような、自然なものなどどこにもないかのような──ひどく不安定でむず痒がゆい感覚。

「また学校案内にでも行くのかな？」

「いや、これからリジチョーとやらに挨拶をするのだと」

「なるほど。夜や知ち、きちんとエスコートしろよ。あの人は──善人だとは思うが、見た目が既すでに怪しすぎる。変態と間違えてフィアくんがいきなり襲おそいかからないように」

　私はそんな乱暴者ではないぞぉー、と全く信しん憑ぴよう性せいのない言葉をフィアが発するのを聞きつつ、春はる亮あきは意識的に頰ほおを緩ゆるめ──しかしその意識が表に出ないように注意して、答えた。

「うわ、さりげにひどいな、いんちょーさん」

「そうかな？」

　錐きり霞かが小さく笑う。自然だった。どこか予定調和的な噓うそ臭くささを感じずにはいられないほど。

　悪意からではないのは知っていても、距離をおかれているような寂しさがあった。だが仕方ないのだ。これが、彼女の望みなのだから──とか思っていると、

「そうだ、この面子メンツになって思い出したが。キリカよ、昨日のイカレ女は結局どう処理──」

「せいやっ！」

　努力を全すべてぶち壊しにしてくれるフィアの口を慌あわてて塞ふさぐ。そのままぐるんと身体からだを回し、自分の背中で錐霞とフィアの間に壁を作った。

「お前な、そういう話題はタブーってことになってたろ……！」

「ぷは！　あのな、いつもいつも気安く口を塞ぎおって！　まさかお前そういう趣味があるのか、女の穴という穴を塞がずにはいられない性せい癖へきなのか!?　そういうことなら私にも考えがあるぞ！」

「ぐわ、いてて嚙かむな齧かじるな！　うう、涎よだれで指がべとべとに……」

「ふん……美う味まくない。次からは醬しよう油ゆでも塗っておけ」

「また齧る気満々だな！」

「もう、廊下で騒がないでくださいよ……ほら行きましょう、時間ないんですから」

　そのとき、

「ぷっ……はははっ」

　堪こらえきれなくなった様子で、背後の錐霞がそんな声を漏もらしていた。

「はは、なんというか……お前達たちはお前達だな。あまりに変わらなすぎて、気を張っていたのが馬ば鹿からしくなる──ふふ。ああ、馬鹿げている……」

「いんちょーさん？」

「いや……何でもない。理事長室だろう、早く行け。時間がなくなるぞ」

　時間に余裕がないのは確かだ。首を捻ひねりながら春亮が再び歩き出すと、頭の後ろから、

「世間話だがね──ゆらゆら揺れる玩具おもちやは、ちゃんと保管所に預けられたようだよ。もはや私には関与できない場所だが、少なくとも乱暴に扱われていることはないだろう。心配するな」

「え？」

　慌てて振り向く。教室に戻る錐霞が一瞬だけ、こちらに向けて片目を瞑つぶった気がした。
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　教員棟の最上階、理事長室。

　ここに入った者は眩暈めまいを覚えるのが常だった。その理由は二つ。大きな机や来客用のソファーセットなど、調度品の豪華さが学校内ではないかのような錯さつ覚かくを引き起こすためと、壁にところ狭しと掛けられている雑多な物品──西せい洋よう兜かぶとや吹き矢やセクハラ気味な木製の円筒etc──があまりにもカオスなためだ。

　フィアはぽかんと口を開けていた。当然の反応だろうと春はる亮あきは思う。

「やあ、久しいね春亮くんにこのはちゃん。そして君がフィアちゃん、か。なるほど」

　とん、と机の横の壁に掛けられた的の中心にダーツが刺さる。座ったままそれを投とう擲てきした人物は、豪華な椅い子すを静かに回して一同に向き直った。

「僕がこの学校の理事長、世せ界かい橋ばしガブリエルだ。今後ともよろしく。心配だったんだが制服のサイズは的確のようだね、送った甲か斐いがあった。ああそうだ、写真を撮影させてもらおう。必要なのだよ。ポラロイドなので画質は保証しないが……うむ、これでよし」

　それは高そうなスーツを着込んだ男性だ。奇き天て烈れつな名前通りハーフらしく、明るい髪の色をしている。年齢は不詳。二十代後半か三十代だろうが、正確にはわからない。なぜかと言えば、

「へ……」

「おや、どうしたのかね」

「へ、変態だなキサマ!?　そこを動くな、成せい敗ばいしてくれる！」

「こら待て、灰皿を凶器にしていいのは推理小説の中だけだっ！」

　がっし、と春亮はガラス製の重い灰皿を振りかぶっていたフィアを背後から羽交い絞めにする。彼女はそれを眼前の不審者に投げつけようとなおも暴れていた。

　そう、不審であることは間違いなかった。顔にガスマスクを装着した男というのはＢＣ兵器の使われた戦場やらガス事故の現場やらにいるべきであって、間違っても理事長室の椅子でふんぞり返っていていい人材ではない。

「ああ、僕の姿に驚おどろいたのか……初見なら無理はないね、フフフ」

　仕立てのいいスーツを身に着けた男が愉快そうに肩を揺らす。そこには礼と落ち着きがあったが、マスクで籠こもった笑い声は『ブブォフ……』みたいに聞こえて非常にアヤシイのである。

「おわあ！　ほら見ろ春亮、あいつ、あいつ怖いぞ！　なんとかしろ！」

「うーむ、いんちょーさんの忠告を忘れてた……ああほら怖がるな。見た目はあんなんだけどいい人だぞ」

　ようやっと灰皿を手放したフィアが、微妙に身を引きつつ言う。

「し、しかし、あの仮面……おかしいであろう、絶対」

「奇妙なのは我が事ながら同意せざるを得ないな。僕は生まれつき呼吸器が弱くてね、些さ細さいな粉ふん塵じんでも僕にとっては肺を切り裂さく棘とげになるのさ。これをつけていなければ、僕は永えい劫ごうに白い病室の住人というわけだ」

「なんと、そうだったのか。す、すまん。早はや合が点てんした」

　慣れているから問題はないよ、と肩を竦すくめる理事長。だが春はる亮あきとこのははジト目で、

「俺おれは昔、顔に傷きず痕あとがあって見苦しいからって説明されたような気がするんですが」

「わたしは宗教上の理由だって」

「……おい。どれが本当なのだ」

「おや、そうだったかな。まあ些細なことはいいじゃないか、フフ」
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　悪びれた様子もなく、理事長は再び壁にダーツを投げる。今度は一番外側の枠に刺さった。

　まあ確かに、これが真実でございと今いま更さら説明されても信じられない。いつ会ってもガスマスクはつけたままなので、春亮達たちにとってはこれがこの理事長の顔なのだ。

　とはいえ、彼の姿をこの学校で見ることは頻ひん度ど的にはそう多くない。理事長職は数ある仕事のうちの一つらしく、いつも忙しそうに世界を飛び回っている。何をやっているかは知らないが、とにかく金持ちというのだけが春亮の知るこの男の真実である。

「ところで理事長、親おや父じが今どうしてるかとか知ってます？」

「いや、先の電話はフィアちゃんに便べん宜ぎを図ってほしいと頼まれただけでね。向こうも忙しそうだったし、僕もジャングルにいて電波状態が極悪だった。長話はしなかったよ」

「そうですか……って、ジャングル？」

　相変わらずどんな仕事をしてるかわからない人だ。

「うん、パプアニューギニア──そうそう、そこでまた見つけてきたんだ。今回は自信があるんだよ、見てくれないかい？」

　と脈絡なく彼が取り出したのは、色とりどりの房ふさがくっついた木製の面だった。薄汚れていて、変なシミもあって、総じて不気味。立ち上がった彼はそれをぽんとこのはに渡し、

「どうかな。一目見て直感が来たのだよ。今回こそは呪のろわれているのではないかね？」

　何やら楽しそうに言う。仕方なく受け取った仮面をひっくり返したり撫なでたりしているこのはに、ふと春はる亮あきが聞いた。

「前から思ってたんだけど、そういうのってすぐわかるのか？」

「いえ……どう言ったらいいんでしょうね。わかるものはわかるけど、わからないものはわからないというか。喩たとえるなら、初対面の人の筋肉を見て『あ、この人何かスポーツやってるな』と漠ばく然ぜんと感じ取れることもある、みたいな……フィアさんもそうでしょう？」

「貴様と意見が合うというのは気に食わんが、まあ、そうだな」

「そんな感じですが……これは多分違うと思いますよ。年季が入ってるだけの仮面です」

「ううむ、また外れか。崩ほ夏なつさんの域は遠いな……」

　一転、肩を落として仮面を受け取る理事長。この男は《呪いの道具を見つける》ということが大好きのようで、外国に行くとそれらしいものを嬉き々きとして買うという悪あく癖へきがあった。春亮の父親と懇こん意いになったのもそれが大本の理由らしい。

「精しよう進じんあるのみだな。さて漸音ぜのんくん、手早くお茶を頼むよ。皆みんなの分もね」

「──かしこまりました」

　答えたのは今まで無言で部屋の隅に立っていた人物である。ショートの髪型が印象的な、クールビューティ然とした女性だ。スーツではないが微妙に肩かた肘ひじを張った印象のジャケットにロングスカートを身に着けている。表情に態度に服装、三拍子揃そろってまったく愛あい想そがなかった。

　彼女は理事長の秘書、北ほう条じよう漸音。雇用主がいない間も一人この部屋を管理している。一応理事長からの信頼は厚いようで、呪いの道具についても既すでに知らされているようだった。春亮とこのはには既に面識がある──別段親しいわけではなかったが。というか理事長に対しても特に親しそうではないし、多分家族とか相手でも態度は変わらないのだろうなという気はする。

　デスクに腰を下ろした理事長に促うながされるまま、一同はソファーに座った。ほどなくして隣の部屋から戻ってきた漸音が紅茶をてきぱきと春亮達たちの前に並べ、そしてストローを理事長に渡してから部屋の隅に退く。理事長はマスクの下部を何やら弄いじり、少しだけ開いたそこにストローを突っ込んで紅茶を飲み始める。

　フィアは半眼でそれを眺ながめていたが、いつものことなので春亮は気にしなかった。

　そうして紅茶を啜すすっていると、「ああそうだ」と理事長が机に置いていたカメラに手を伸ばした。出来上がっていた写真を取り上げ、鋏はさみでそれを切り始める。

「何してるんすか？」

「写真が必要だと言ったろう？　本来ならば入学願書と一緒に保健室用のカルテ……保健調査表を出すことになってるんだ。それに顔写真が必要だってこと。願書はこちらで用意したけど、写真はどうにもならなくてね」

「保健室……？　私がそこを利用するようなことなどほとんどないと思うが」

「ないだろうね、君達たちの身体からだの作りは人間とは違う。でも一人だけ保健調査表がなかったら逆に怪しいだろう？　辻つじ褄つま合わせだよ……と、よしできた。一応、住所などの確認を頼むよ」

　確認。ぽかんと口を開けた間抜けなフィアの顔写真で『特に異常なし』とか書かれているのもある意味シュールだ。

「問題ないならそこに置いといてくれたまえ、あとで漸音ぜのんくんに持ってってもらうから……っと、そうだ。もう一つ用事があったんだっけ。漸音くん、頼む」

　そして漸音が隣の部屋から持ってきたのは、古めかしいトランクのようなものだった。人間が入れそうなほど大きく、妙に頑丈そうな印象がある。

「春はる亮あきくんに一つ頼みがあるんだ。フィアちゃんの籍せきを作ってあげたんだから──と恩を着せるつもりはないけれども、これくらいの願いは聞いてくれると嬉うれしいな」

「そりゃ勿もち論ろん。親おや父じが勝手に頼んだことでも、今回のことは無茶苦茶感謝してます。俺おれにできることならなんでも聞きますよ……で、俺に言うってことは、呪のろいの道具関係ですか？」

　理事長は頷うなずき、隣町で骨こつ董とう屋を営んでいる人物と知り合いなのだと説明した。常連客と店主程度の間柄だったが、呪われた道具を引き取ってくれるところがある、という感じで昔に世間話をしたことがあったらしい。

「で、どうやらその人がこの荷物を持ってきたみたいなんだ。僕は留守にしてたから、そのときは漸音くんが受け取ったんだが──漸音くん、言こと伝づてはなんだっけ？」

　秘書はやはりクールな声で答える。

「多くはありません。『これは呪われた人形だ』『娘はきっとこのせいで元気がなくなったに違いない』『例のところへ預けてくれ』というものでした」

「呪われた、人形……」

「王道の品だね。ま、言伝がそれだけじゃどんな曰いわくがあるものかもわからないけど」

「え、電話とかして聞いてないんですか？　それくらいしといたほうがいいんじゃ……」

　このはの言葉に、理事長がぽりぽりと頭を搔かく。

「一応、電話はしたんだよ。でも、なんか彼、これ持ってきた帰りに亡なくなったみたいで」

『……は？』

　彼は元々高齢で、最近は病気で通院もしていたという話だった。理事長は沈ちん鬱うつに肩を落とし、呟つぶやく──ここまで荷物を持ってきたことが身体からだの負担になったのかどうかはわからないにしても、そんな状態なら郵送なりなんなりいくらでも手はあっただろうに、と。

　それらの事情は、電話したときにたまたま遺品整理で来ていた親しん戚せきから聞いたものだ。当然その人は人形のことなど知らないし、彼は妻を早くに亡なくしている。だから結局人形についてはわからなかったという。

「あれ。さっきの伝言にあった娘さんは？」

「いろいろ難しい子のようでね。電話に出てもらえなかった。元々あまり上う手まくやれてないという話だったけど、親を亡くしたショックもあるんだろう……そう言えば不登校なのはやっぱりこの人形が何か関係してたのかな。折せつ角かく籍せきを作ってあげたのになんで来ないのか不思議だったんだが、それなら納得がいく」

　さりげに「他ほかの人にも裏口してます！」と教育者失格なことを暴ばく露ろ。この人はホントに大物だと春はる亮あきは思う。

　ともあれ、実際のところは情報がゼロでも特に問題はない。春亮に呪のろいは効かないし、呪われた道具を理事長経由で預かるのも過去に何度か経験済みだ。

　そんなわけだけど適当に倉庫にでも入れといてくれればいいから、という言葉に春亮が頷うなずくと、理事長は暗い話題を振り切るように声を明るくして言った。

「よし、話が決まったところで一目くらいは見ときたいな。漸音ぜのんくん、このトランクの鍵かぎも一緒に預かったんだろ？　開けてみよう」

　理事長は秘書から小さな鍵を受け取り、トランクの錠じようを外す。

「さて、どんな人形だろう。呪われてるのなら怖いのか、それとも逆に凄すごく綺き麗れいなのか。そもそも東洋風なのか西洋風なのか──ふむ、賭かけるかね？　僕は意表をついて南米シャーマン系の人形と予想しよう。春亮くんは？」

「え、じゃあ……イメージ的に、日本人形で」

「普通のマリオネットではないのか。というかさっさと開けろ」

「それなら、わたしは……中華風？」

「いいね、上手くバラけた。漸音くんはどうする？」

　目を細めた秘書は首を横に振る。

「期待値計算ができない賭かけには参加しないことにしております。そもそも的中配当が明示されてはおりませんので賭が成立いたしません」

　表情は全く変わらないが、馬ば鹿か馬ば鹿かしい、とでも言いたげな雰囲気だった。相変わらず愛あい想そのない彼女に理事長は肩を竦すくめ、

「どうしても？」

「どうしてもです」

「君が当てたら今月の給金を倍にするけど」

「西洋人形に一票を投じます」

　即答。目の力が五割増しになってさらに怖い。

「よろしい。では──オープン！」

　一同に中身を見せつけるように、理事長が勢いよくトランクを開く。

　春はる亮あき達たちは息を吞のんだ。その中身が、これ以上なく予想外だったからだ。

　けれどトランクの後ろにいる理事長に中身は見えない。楽しみは後に取っておくタイプなのか、未いまだ面白そうにトランクを保持しているだけだ。

「どうかね？　誰だれが勝者なのか、教えてくれると助かるのだが」

　ふう、と息を吐いたのは漸音ぜのんだった。

「……強しいて言うならば、数十秒前の私かと。やはり欲に流されたのは失態」

「ん、どういうことだい？」

「《賭かけが成立しない》──が、賭の答えだったようです。つまり」

　そして彼女は率直に、トランクの中身を言い放った。

「空からです」




　時間が停止すること数秒。

「な、なぜだね？」

「存じ上げません。私は受け取ったときと先刻ここに持ってきたとき以外、トランクに手を触れてはおりませんので……しかし愚ぐ考こうしますと、先程、確かに最初とは重さが変わっているように感じました。気のせいかと思っていたのですが」

「それは──やっぱり、彼が持ってきたときには中身が入っていた、ということだろうね」

　僅わずかに瞳ひとみを揺らしてから、漸音は深く頭を下げた。

「私の保管時に起こった紛失であれば、私に責任が。処罰は覚悟しております」

　すいっと再び頭が上がると、そこにあったのは先刻以上に迫力の増した瞳。まるでそれが命に関かかわる事態であるかのように、重々しく緊迫感のある声で、

「──減給ですか」

「してほしいのかい？　君の給料をゼロにしたところで事態は変わらないだろう。ふむ、しかし何も罰を与えないというのも雇用主失格かもしれない。では……そうだな、丁ちよう度どカメラもあることだし、君のユカイな表情の写真を撮らせてもらおう。パスポートに使えば空港係官が笑い転げた挙あげ句くに君を連行していくような」

「今日限りでお暇ひまを頂きたく思います。退職金はこの拳こぶしを繰り出す権利で充分です」

　無表情の漸音は、拳をすっと顔の横に持ち上げる。もう一方の手には封筒を持っていた。

「冗談だよ」「……そうですか」

　また無表情に漸音はその《退職願》と書かれた封筒をすっとポケットに仕舞い込んだ。

　二人の変なやりとりはいつものことなので気にしないことにして、春はる亮あきはもう一度トランクを観察する。何度見ても空からだ。《何もない》があるのだと観念的に言い換えてもいいが、事実として、そこは白い布が窪くぼみを作っているだけである。漸音ぜのんの言うことからすれば、預かってからの数日間で中身が消えたらしい。とすると──

「むむ。結局、どういうことなのだ？」

「決まってるだろ。盗まれたか──自分で出て行ったか、だよ」

　なにやらまた面倒なことになりそうだ。春亮の言葉でフィアとこのはが顔色を変える中、表情の見えない理事長がごしごしとマスクを拭ぬぐった。

「そうか、その可能性もあるね。それについては考えてなかったよ、彼に詳しいことを聞けなかったのが災わざわいしたな」

「考えないのが普通っすよ。人化できるほどの呪のろい道具なんてそうはいないんで」

　けれど、いてもおかしくはない。この部屋にも二人ほどいるのだから。

「確かに、ふと気付いてそんな箱に詰められていたら、私だったら逃げるな……ん、しかし鍵かぎがかかっていたのだろう？」

「呪われた道具なら不可能じゃないと思いますけどね。髪の毛を針金みたいにして動かせる人形さんとかわたし知ってますし……それに、他ほかに被害はないんですよね？　この部屋、もっと高価そうなものがたくさんあるのに何も盗とられてないってことは──少なくとも、普通の盗ぬす人びとの仕し業わざではないでしょう」

　二人の言葉に頷うなずいて、理事長はマスクの顎あごに手を当てた。何かを考えるような間。

（あ。嫌いやな予感）

　春亮がダッシュでこの部屋を立ち去りたい気分に駆られた瞬間、

「……よし、仕方ないので仕事内容をちょっと変えよう。ということで春亮くん、いなくなった人形を探してくれたまえ」

「やっぱりっ！」

「嫌なのかい？」

「嫌っていうか大変っていうか……！　自分の意志でどっか行ったんならもう探しようがないじゃないすか！」

「そうは言ってもね。このまま放っておくのも友人の遺ゆい言ごんを無視するみたいで寝覚めが悪い。それに、放っておけば他の人に迷惑をかけてしまうかもしれないだろう」

「迷惑……つまりは呪いだな。どんな呪いなのだ？」

　そこでフィアが口を挟はさむ。至し極ごく真ま面じ目めな顔だった。

「わかるわけねぇだろ……いや、さっきの言こと伝づてで『娘の元気がなくなった』って言ってたから、アレか。《精気を奪う》とかそれ系なのかな」

「人形の呪い、ということで言えばオーソドックスですね。さっきの髪の話じゃないですけど、誰だれかを思い出します」

「まったくだ」

「わからん。誰がどうしたと？」

「ま、今は関係ないよ。お前も近いうちに会うだろ……つーか話が逸それてるぞ。今の話は人形を探せって言われてもそう簡単には見つけられないってことで」

「いや、お前がそんなことに悩む必要はない」

「なんで？」

　聞き返すと、フィアはソファーから立ち上がった。尊大に腕組みし、理事長に向けて、

「──この問題は私一人で解決したい。人形は私が探す。いいな？」

「そりゃ、僕としては見つけてくれるんならその過程は問わないけれど」

「ちょっと待てフィア、何のつもりだ？」

　返答は真まっ直すぐな視線だ。射抜かれる。

「《人のタメになる》ことをせねば呪のろいは解けないのだろう？　私は、一刻も早く、呪いを解きたい……だから、やりたいのだ。これをやるとリジチョーのためにはなるだろう」

「そういう意味合いを求めるのは全然いいんだけど……なんで一人なんだよ」

「この男にある借りは、私を学校に入らせたこと。つまり私一人に関かかわるものだ。お前やウシチチは何の借りもない。ならば当然、その借りを返すのは私であるべきだと思う」

「アホか、無理だって。お前にはまだ全然常識とか足りないし、つーかこの街の地理とかも知らないだろ。迷まい子ごになるのがオチだぞ」

「ま、迷子になどなるものか、子供ではないのだぞ！　馬ば鹿かにするなアホとか言うなあほー！」

「おお、その台詞せりふ、今け朝さのお前に聞かせてやりたい……俺おれらがいなけりゃ百パー迷子コースだったくせに……！」

「な、なにおう!?　ともかく、大丈夫ったら大丈夫なのだ！　私一人で探すから、お前は家で茶でも啜すすっているがよい！」

　退ひかぬ、媚こびぬ、省かえりみぬ！　的な大迫力でフィアが言い返してくる。最初から無理だとか一刀両断してしまったせいで、逆に意地になったのかもしれない。

　そんなとき、隣で呆あきれ顔をしていたこのはの助け舟。

「気持ちはわかりますが。実際問題、あなた一人では見つかるものも見つからないでしょう？　三人で探しても見つかるかどうかわからないのに」

「やってみなければわかるまい。とりあえず貴様の手は絶対に借りんからな！」

「それで最終的に《見つかりませんでしたー》ってなったら、人のタメにも何にもならないじゃないですか。どこに行ったのか、手がかりも何にもないんですよ。一人は無む謀ぼうです」

　さすが頼りになる。むぅぅぅ、とフィアは口をへの字にしてこのはを睨にらんでいた。

「まぁ皆みんな、そんなに難しい顔しないでもう少し気楽にやったらどうだい。ひょっとしたら僕がこの部屋に来る五分前に逃げたのかもしれないじゃないか。迎えに来てくれた漸音ぜのんくんと一緒にここに来たのが十一時くらいだから、案外その辺りでまだうろうろしてるかもしれないよ。もう学校は始まってたんだし」

　なんというポジティブシンキング。常人には真ま似ねできない楽観主義が心底羨うらやましい。

「ともあれ、僕は午後からまた海外へ行かなくてはならない。次に帰ってくるのは一週間ほど後だ。それまでになんとかしといてくれればいいよ……留守中のバックアップやフォローは漸音くんに任せる、遠慮なく頼りたまえ」

　頼れと言われてもなぁ、と春はる亮あきが顔を上げると、漸音と目が合った。上品に会え釈しやくされたので慌あわてて頭を下げ返す──特に彼女が苦手でも嫌いでもないにしろ、向かい合うと緊張する相手なのは確かだ。いかんせん愛あい想そが足りない。礼儀正しくていい人ではあるので、出会えば『おはようございます』と普通に挨あい拶さつされるが、そのときでも表情は『死刑執行。死ね、豚』とか言われたほうがしっくり来るようなものなのだ。

　今も漸音がやはり鉄てつ面めん皮ぴのまま口を開く。そして、そこから聞こえてきたのは──

「今日もみんな一緒に、天国と地獄でにゃーにゃーしようねーっ！」

「ヒィッ!?　ぜ、漸音さんが狂ったーっ!?」

「てんてれてれてんてれってー♪」

「そして陽気な謎なぞメロディ!?　ま、末期症状か……って、あれ？」

「むっ……これは、《ニャーニャーパラダイス地獄》のオープニングの流れ……！」

「──失礼。電話です」

　どうやら今の声と音楽は携帯の着信音だったらしい。ぴくりと耳を動かしてフィアが呟つぶやいた通り、テレビでやっている動物番組のテーマだ。漸音は妙に可か愛わいらしいストラップのついているピンクの携帯を耳に当てて通話を始めた。

「はい。はい……いえ、それは聞いてみませんと」

　小声で何かを話していた漸音の顔が理事長を向く。

「うん、誰だれからだろう？」

「保健室──銃音がのんお姉様です。保健室がてんやわんやなので、できれば私の手を借りたいとのことですが」

「てんやわんやとはまた久しぶりに聞く日本語だ。構わないが、何があったのかね」

「はい。五、六名ほど、倒れた生徒が一度に来たと。生命に別条はないようです」

「それは穏おだやかじゃないな。原因はガス中毒かい熱中症かい。しかるべき対処をしないと」

「それが……」

　彼女にしては珍しく、その言葉は僅わずかに口くち籠ごもってから発された。

「熱中症でもガスでもなく、勿もち論ろん外傷もなく。運ばれた生徒達たちにも《人ひと気けのない場所で見つかった》以外の共通項はないようで、現在のところ昏こん倒とうの原因は不明。お姉様が言うには、まるで──幽霊か何かに無理矢理精気を抜かれたみたいだ、とのことです」
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　残り少なくなった昼休みの廊下を三人で驀ばく進しんする。

　先頭を走っていたフィアが首だけで振り返った。

「別についてこなくてもよいのだぞ！　私一人で捕まえてやるのだから！」

「そんなわけにいくか！　今はそういうこと話してる場合じゃねぇだろ！」

「まったくです。それと、春はる亮あきくん……手当たり次第に吸ってるってことは、相手は《所有者》じゃなくて《周りの人間》に呪のろいを与えるタイプかもしれませんよ。放っておくと厄やつ介かいです」

「ああ。そういう呪いで、しかも人化できるレベルの奴やつは俺おれも初めてだ。いろいろ難しいことになりそうだが──とにかく捕まえてからだ！　ところでフィア！」

「ええい、何だ！」

「どこに向かって走ってるんだ俺達たち!?」

　キキキ、と前方のフィアが急ブレーキ。春亮達もつんのめって停止する。

　そして銀色の後ろ頭が「……？」という感じで傾くのを見て、春亮は頰ほおを引き攣つらせた。

「オイ、そこの目に眩まぶしい娘さん……まさかとは思うが」

　半眼で春亮が言うと、フィアは軽く顔を赤らめながら反論してきた。

「何だ、何か文句があるのか！　その、別に無目的に走っていたわけではないぞ！」

「ほー。ではそのココロは」

「それは、だな……」

　不ふ遜そんに腕組みしながら、しかし明後日あさつての方向にそっと視線を逸そらすフィア。

「……なんというか、一言で言えば……勘かんだ。なんとなくこっちにおるような、犯人の気配が呼んでおるような、身の内から湧わき上がるムズムズ感があったりなかったり──」

「それを無目的と言うんだっ！」

「い、いや違う。それだけではない。その──人ひと気けのない場所で生徒は見つかったと秘書が言っていただろう！　だからこっち、次の犯行を予測して人気のないほうへ走ってきたのだ！」

「絶対今考えたよな！」

「でも、後付けの理由にしては理に適かなってるかもしれませんよ。現時点であまり騒ぎになってないってことは、まだ誰だれにも犯行現場は見られてないってことでしょうから」

　後付けではないわい、と不満げにフィアが呟つぶやくのを聞きながら、春亮は周囲を見回す。現在いる場所は校舎の一階端、渡り廊下の直前だ。それを渡った先にあるのは実験室やら工作室やら、なんとなく不遇な教室が集まっている理科棟である。

「まあ確かに、理科棟は昼休みでも人気のない場所の筆頭だな。ここいらで倒れてた奴もいるって話だし、あそこに潜伏しててもおかしくはない。探してみよう」

　そう言って春はる亮あきが歩き出そうとしたとき、

「──っ!?」

　顔を上げたフィアが、睨にらむような目で、理科棟──その三階辺りを凝ぎよう視しする。春亮がその視線を追っても異常はない。人影のない廊下が見えているだけだった。

「どした？」

「いや……今、何か動いたような気がしたのだ。行ってみよう」

　ぱたぱた、と走り出すが、数歩進んだところでぴたりとフリーズ。

　しばし何かに迷っているような間があって、

「……本当に一人で大丈夫だからな、ついてこなくてもよいぞ！　しかし、その、今は忙しいので勝手についてくるというなら止められん。そういうわけでそういうわけなのだ！　けっしてお前達たちがいなければ自分の教室に帰れる気がしないというわけではないので、変な勘かん違ちがいをすると呪のろうぞ！」

　びしりと春亮達に指を突きつけて宣言、そしてまただーっと理科棟に走っていく。いろいろ面倒臭くさい奴やつだなあ、と春亮はこのはと一緒に肩を竦すくめた。

　現時点でも逃げた人形に関する情報は何もない。フィアがさっき言ったことが見間違いであれ何であれ、とりあえず追いかけるしかなかった。

　跳はねる銀髪を追尾して渡り廊下を進み階段を上り、辿たどり着いたのは理科棟の三階。

　階段を上って廊下に出た瞬間、当然だなと納得する。

　何もなかった──のではない。

　あったのだ。

（そりゃそうだ、廊下に倒れてたら外からは見えねぇよ……！）

　倒れた男子生徒。その傍かたわらにしゃがみ込んでいた、白っぽくてヒラヒラした人影──それが立ち上がり、さっと横の教室に入る姿。

　廊下で見えたのはそれだけだった。

「やっぱりおった……！　こら待て、そこのヒラヒラ！」

　怒鳴るフィアを先頭にして追走する。こうもあっさり発見できるとは思っていなかったが、見つからないよりは遥はるかに良い。人ひと気けのないこの理科棟に潜伏している、という読みが正しかったということだろう……その読みは後付けで発生したものだから、フィアの勘も捨てたものではない、という結論にもなってしまいそうだが。

　この階にあるのはトイレ、生物実験室、生物準備室──その先に被服室、被服準備室だ。男子が倒れているのは被服室の前。つまり怪しい影が逃げ込んだのも被服室ということになる。

「このは、そいつの様子は……？」

「大丈夫です。外傷もないですし、気絶しているような感じですね。保健室に運ばれたって人達たちと同じでしょうか」

　男子生徒の脈を取ったこのはが言う。大事ないことにひとまず安心はしたものの、

「そいつには悪いが、保健室に運ぶのは後だ。犯人を逃がしては何にもならん」

「冷たいけど……そういうことだな。よしフィア、開けてくれ」

　一気にドアを開け、三人は被服室に進入する。

　古着屋のような、乾いた布の匂においがする教室だった。整然と並んでいるのは、中からミシンを引き出せるようになっている据すえつけ式の机。黒板の横にあるドアは隣の被服準備室へと続くものだ。後方の壁にはアップリケの見本が並び、棚たなからは手芸部の作品らしきぬいぐるみが溢あふれ出しそうになっている。理事長室とはまた別の意味で学校らしからぬ空間。

　だから、ある意味では正当なのだ。そこに学校らしからぬ姿が佇たたずんでいることも。

　位置は黒板の前、春はる亮あき達からすれば教卓の向こう側。

　そこにあった背中が、微かすかに揺れ──ゆっくりと、振り向く。

　つくりもののように整った顔立ちをした少女だった。ガラス玉のような透明性を持った、無感情な瞳ひとみ。頰ほおはぴくりとも動かない。その肌は無む垢くな雪せつ白ぱくだが、白すぎて逆に不健康、あるいは無機質な印象がある。それは振り向く動作で揺れた長い髪も同じで、とても身体からだの一部分とは思えないような、一本一本が丁てい寧ねいに紡つむがれた工芸の糸のような滑らかさを持っていた。

「……お前が人形だな？　少なくとも生徒には見えんぞ」

　フィアが言っても彼女に動きはない。ただ、僅わずかに目を細めただけ。

　その通り、少なくとも生徒ではないのは確かだった。着ているのは制服ではなく、白を基調とした、どこかヒラヒラした印象の服。テレビなどで見るゴシックロリータ衣装のような雰囲気はあるが、必要以上に華美ではない。より上等で上品で上質な、そう、たとえばアンティークドールなどにはぴったりの──

「……」

　視線を交こう錯さくさせて時を消費する。少女の瞳に宿る敵意に、春亮は唾つばを飲み込んだ。どうすればいい。ここは学校で、しかも昼休みだ。奴やつが敵意を持って無差別に人間を襲おそっているのなら、絶対に逃がすわけにはいかない──たとえ呪のろいでそうさせられているのだとしても。

　やりたくはないが、力ずくも考えねばならない状況なのか。

　問題は、いくら人ひと気けが少ない場所と言っても、他ほかの生徒が絶対に来ないという保証があるわけではないこと──そう、こうしている間にも、誰だれかが──

「わっ!?　だ、誰か倒れてる！　君どうしたの、何があったの!?」

「くそ、不安に思った瞬間にかっ！」

　背後の廊下から甲高い声が聞こえ、すぐにどたばたと足音が近付いてきた。見覚えのない女子だ。そして当然ながら、倒れた生徒に近付けば被服室のドアが開いていることに気付く。彼女は恐る恐る、「あのー、この人、何があったんでしょうかー……？」と中を覗のぞき込み──

　凍土の下から漏もれ出たような声が、春はる亮あき達たちに先んじてその闖ちん入にゆう者しやを迎えた。

「あら……白しら穂ほ。久しぶりね。ケースはとても窮きゆう屈くつだったと感想を伝えておくわ」

　今まで一言も口を利きかなかった少女は、僅わずかに、本当に僅かに曲げた唇くちびるを女子生徒に向けていた。その歪ゆがみにあるのは喜びではなく、伏した仇きゆう敵てきを見下ろすかのような不敵さだ。

「っ……!?」

　白穂と呼ばれた女子生徒は驚おどろいたようにはっと顔色を変え、そのまま固まっている。

（どういうことだ、顔見知りなのか……？　ってことは──）

　春亮が考えている間に、片足を引き摺ずるような、どことなくぎこちない動作で少女は数歩を移動した。片手を教卓に載せ、そこに体重を預けるようにしながら、やはりぎくしゃくとした動きで再び一同に向き直る。教卓をとりあえずの盾たてにした位置関係だ。

「自分で身体からだを動かさなくてはならないのは億おつ劫くうね。やはり人間は面倒臭くさいわ」

「ふん、まだ人間体に慣れていないのか──答えはもうわかっているが、もう一度聞くぞ。リジチョーのところに預けられていた人形はお前だな？」

　厳しい目をしたフィアが問うと、無機質な少女はやはり無機質に答えた。

「《王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ド−形ル》──と名付けられている。長いので好きに呼べばいいわ、人間」

「お前は目が悪いようだな。私は同類だ。後ろのウシチチもだが」

「……同類？」

　少女の整った眉まゆが軽く顰ひそめられる。

　次に言葉を発したのは、乱入してきた生徒──白穂だった。信じられないといったように愕がく然ぜんと少女を見つめながら、

「なんで……？　なんでこんなことをするの!?」

「こうする必要があるから。わかるでしょう？」

　返答には冷徹な響きしかない。

「ついでだから言っておくわ。貴女あなたは私に戻ってほしいと思っているのかもしれないけれど、私は嫌いやよ。もうあそこには戻らない」

　白穂は哀かなしそうに唇を嚙かんだ。ゆっくりと、搾しぼり出すようにして、相手の名を呼ぶ。

「サヴェレンティ……」

「そういうわけよ。これでもう話は充分でしょう」

「充分ではないわい。一体、何がどうなっておるのだ？　こいつは誰だれだ？」

　白穂をやぶ睨にらみしつつ、フィア。このはが呆あきれたように眼鏡めがねを押し上げた。

「色々と情報を総合すれば、答えはもう出ているようなものだと思いますが……もっと頭を使いましょうよ。あと人の話も聞きましょう」

「なにおう！」

「こら、こんな状況でケンカすんな！　理事長が言ってただろ、骨こつ董とう屋の人は娘さんと二人暮らしだって。この学校に籍せきがあるとも言ってたか」

「ふむ。それが？」

「で、今ここにあいつを知ってる人間がいるってことは……あんたがその骨こつ董とう屋の娘なんだろ」

「うん……」

　こっくりと白しら穂ほが頷うなずく。やはり一般人ではなかった……ならば少なくとも事情を隠す必要はない。そう、力ずくで何かをする前にやっておくべきことがある。

「よし、いろいろわからんかもしれんが、とりあえず話を聞け。俺おれは単なる人間で、一年二組の夜や知ち春はる亮あきだ。俺達たちは理事長の依頼であんたを探すことになって」

「貴方あなたの言葉を聞く気はないわ、人間。人間は嫌いなの」

　眼前の人形──サヴェレンティはあっさりと春亮の言葉を遮さえぎる。

「そう、人間は嫌い。もう人間の話など聞かないし人間の指図は受けない。人形劇の報ほう酬しゆうを貰もらいさえすれば、後は人形らしく夕焼け色の緞どん帳ちようの奥で眠るだけよ」

　精気を吸ったからここにもう用はない、ということなのか。彼女はゆっくりと、やはり片足を引き摺ずるようにしながら後退した。狙ねらいは窓か、横の被服準備室へのドアか。

　フィアが一歩を踏み出しつつ叫ぶ。

「待て、この期ごに及んで逃げられると思うか！」

「そちらこそどうして逃げられないと思うの、同類。特にこんな場所で」

　白穂がはっと顔を上げるのがわかった。その彼女に対して片目を微かすかに歪ゆがませつつ、

「王権にて告げる──"I have sovereignty for every doll"摸されたLike a vissal全の形代は upon/listen/我が"show proof 群臣to worship"。従せよObey。従せよObey。従せよObey！」

　不思議な旋律を持った、サヴェレンティの声。

　その瞬間、教室の後方からごとごとと異音が聞こえてくる。

「何だ、あれ……!?」

　小さな影が教室の後ろにある棚たなから零こぼれ出ていた。手芸部の作品であろう、大小様々のぬいぐるみだ。それらは意志あるかのように動き、同じ棚に保管されていたのか、裁ちバサミや大きな針などを手にぴょこぴょこと机に飛び乗っている。ある意味ファンタジーな光景ではあったが、その数──そして手にしているのがまがりなりにも刃物とあっては癒いやしもクソもない。逆にタチの悪いホラー映画のようだった。

「私は王の役割を果たすべく作られた万能の人形。呪のろわれて得たのはその王権の発はつ露ろ。故ゆえに、全てのヒトガタは私の前では臣下に等しい──」

　その声の中、机の上を移動してきた先頭の人形が春亮に向けて跳とんだ。戦せん慄りつする。ハサミや針とはいえ、目玉などに刺さればただでは済まない。

「下がっていろ、春亮！」

　フィアが制服のポケットから取り出したのは、立方体の玩具ルービツクキユーブ。彼女は自身の似姿たるそれをぐっと握り締め、絶対に忘れてはならない何かを胸中に刻みつけるように息を吸ってから、

「二十六番機構・貫式閉鎖態《鋼鉄の処女"Iron Maiden"》──禍動curse/calling！」

　叫んだ。

　しかし、

「………………おや？」

　それだけだった。フィアはルービックキューブを突き出したまま首を傾かしげる。

　おや、では済まされないのが春はる亮あきだ。ハサミを振りかざした人形の姿は、その瞬間にもぐんぐん視界の中で大きくなってくる──だがそこで素早く前に割り込んできたこのはが手刀を一いつ閃せん、ぬいぐるみを斬きり落とす。綿が内臓のように飛び散った。

「ちょっとあなた、真ま面じ目めにやってください！　それはもう出せなくなったんでしょう!?」

「う、うるさい！　少し忘れておっただけではないか！」

　実のところ春亮も忘れていた。昨日、事件の果てに手に入れた、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクという謎なぞのカード。それを挿そう入にゆうしたことで、フィアは鋼鉄の処女を操れなくなっていたのだった。

「ならば──十一番機構・裂式波山態《鮫の歯"The teeth"》、禍動curse/calling！」

　それでも未いまだフィアの手には彼女の力がある。

　ルービックキューブが黒くろ金がねの立方体へ、そして高速変形して凶悪な拷ごう問もん具ぐへ。

　それは長大で肉厚の鋸のこぎりだった。隙すき間まなく生え揃そろうのは、その一つ一つが人間の指など軽く落とせそうな三角形の刃やいば。無論、それを正しく鋸として使用すれば──指と言わず腕も足も首も頭ず蓋がいも分断できるはずだ。

　続けて飛び掛かってきた人形をフィアはその刃で受け止め、軽く鋸を横に引いた。それだけでぬいぐるみは四散する。布でできているだけあって、鉈なたや何かで殴おう打だするよりは鋸の歯で引っ掛けたほうが効果的なのだろう。

「人形相手なら加減を考える必要がなくてよい。血も流れんしな」

「その点に関してだけは同感です」

　続けて来らい襲しゆうしてくる人形達たちをさらに二人は迎撃する。飛び散る布地皮膚と綿腸。

「……なに、これ……？」

「っと、あんた、危ないぞ。ちょっと下がったほうがいい」

　目を白黒させてその光景を眺ながめていた白しら穂ほの手を軽く引っ張りつつ、

「わけわからんだろうと思うけど、とりあえずあいつらに任せてたら心配ないから」

「……うん。でも」

　彼女が向けた視線の先には、当然ながらサヴェレンティがいる。ゆっくりと後退するその顔は依い然ぜんとして平静なままだが、フィア達を見つめる瞳ひとみには僅わずかな不快が滲にじんでいた。

「どうやら──貴女あなた達は私とは根本が異なる暴ぼう虐ぎやくの同類のようね、同類。人を癒いやすためではなく、人を害するために生まれたモノ。怖おそろしいわ」

「っ、うるさい……逃がさんぞ、止まれ！」

　言って止まるわけはなかったが、フィアはぬいぐるみ達たちの間断なき攻撃で完全に足止めされている。繰り出せるものは言葉しかない。それはこのはも同じだった。

「その口振りだと、まるであなたが人を癒いやすモノのように聞こえますけど。お笑い種ぐさです、そんなモノは何の罪もない生徒を昏こん倒とうさせるようなことはしないでしょう。そして先程から一つ疑念が湧わいているのですが、答えてくれると嬉うれしいですね」

　その手足でぬいぐるみの掃そう討とうを続けながら、このはは鋭い視線を人形に向ける。

「精気を吸うという呪のろいが存在するのは理解します。けれど──それをなぜこの学校の中でやらなくてはならなかったのか？　逃げ出したばかりなら、とりあえずはそのまま遠くに行こうとするのが自然です。いかに呪いの欲求があろうとも、外に出れば人間はたくさんいるわけですから、逃げることより優先させる理由にはなりません。つまり……あなたには、この学校で精気を吸わざるを得ない何らかの理由があったのではないですか？」

「っ──」

　隣の被服準備室に繫つながるドアを開いていたサヴェレンティが、ノブを握る手をぴくりと揺らした。その自分の手を叱しつ責せきするように数瞬睨にらんでから、彼女は細めた瞳ひとみでこのはを見返す。

　刀の血ち糊のりを飛ばすのに似た仕草で、このはが手に絡からんだ人形の端は布ぬのを床に振り落とした。

「……勝手な推測でしたが、その反応を見る限りではあながち外れでもなさそうです」

　心の揺らぎが見えたのは一瞬、サヴェレンティはすぐに氷の表情を取り戻す。

「違う、と言っても信じそうではないわね。目め聡ざとい同類」

「ええい、そんなことよりもウシチチ、奴やつを捕まえんか！　なんとかしろ！」

「なんとかしたいですが……っと、こう数が多くてはっ！」

　フィアとこのは、そしてその後ろにいる春はる亮あき達を眺ながめながら、人形は小さく頷うなずいた。

「──どうせすぐにわかることだから言ってあげる。今日はもう帰らせてもらうけれど、私はこれからもこの学校に精気を吸いに来る。街で事件を起こしてわざわざ貴方あなた達に情報を与えるのも馬ば鹿からしいから、外では大人おとなしくしているわ。学外を探そうとしても無む駄だよ──どうしても私を捕まえたいのなら、せいぜい大きな鼠ねずみ捕りでもここに仕掛けておくことね」

「なんだって……!?　お前、なんでそんなこと……何の意味がある!?」

「理由を言う必要はないわ」

「でぇいっ……！　ふう、その通りだ、お前はここで捕まるのだからな！　ウシチチ、残りは任せたぞ！」

　人形の密度がようやく薄れてきたのをいいことに、フィアが迎撃をこのはに任せて身を翻ひるがえす。

　サヴェレンティはドアの向こうの準備室に身を滑らせつつ、焦あせった様子もなく、

「手て駒ごまがその綿の人形達だけだとでも思っているのかしら。後ろにいる人間を今まで護まもったことを無意味にしたくないのなら、その足は止めておくべきね」

「な、に……？」

　フィアが訝いぶかった瞬間、春はる亮あきの背後──被服室のドアから何かが飛び込んでくる。

　人間大の人形が二体。同じ階の生物実験室にあった、人体解かい剖ぼう模型と骨格模型だった。

　骨格模型が存外に素早い動きで近付いてきた。春亮は慌あわてて白しら穂ほを庇かばって飛び出し、体当たりをかける。ビクともしなかった。見た目以上の重量感と強度──サヴェレンティに操られていることで何か特別な力が働いているのかもしれない。同時、肩から激突した衝しよう撃げきで左腕に痛みが走る。

（いつっ……！　そういや、まだ……！）

　残念ながら自分は人間、超人的な力は持っていない。昨日あった傷が一晩で勝手に治っているようなことはないのだ。その痛みもあってふらついたところに、骨だけの拳こぶしが腹に突き刺さった。為なす術すべもなく吹き飛ばされると、そこからさらに骨格模型が跳ちよう躍やく、倒れた春亮に追い討ちをかけようとする。

「させませんっ！」

　そこで踏み込んできたこのはが蹴けりを一いつ閃せん、骸がい骨こつの頭を斬きり飛ばした。手刀と同じに、そこには刃やいばの切れ味がある。

　だがその間に、もう一体の解剖模型が関節をギシギシ鳴らしながら強引に動いていた。取り残された白穂に向かって間合いを詰める。

「ちっ……そこの！　伏せろ！」

「え、わっ!?」

「──五番機構・刺式佇立態《ヴラド・"A skewer lovedツェペシュの杭 by Vlad Tepes"》！」

　フィアの右手に埋め込まれた立りつ方ぽう鎖さが鳴る。キリキリと鎖を引き伸ばしながら矢のように飛ぶのは、直線的な形状の処刑杭くいだ。下部には杭を屹きつ立りつさせるための土台があり、今は無用な尾お羽ばねの役割を果たしている。水平に投とう擲てきされた杭は狙ねらい違たがわず解剖模型の腹を串くし刺ざしにして吹き飛ばし、ドアの横の壁に罅ひびを入れながら縫ぬい止めた。

　それでようやく教室内の動きが止まる。フィアの舌打ちがあり、

「……逃がしたか」

　見渡せば、サヴェレンティの姿はもうどこにもなかった。足音すらも聞こえない。

「場所が悪かったですね。数が多すぎました……春亮くん、大丈夫ですか。まったく、まだ怪け我がが治ってないんですから無理したらダメですよ」

　このはに手を引かれて立ち上がると、子猫のようにふにゃんと顔を歪ゆがませた白穂がばたばた寄ってきた。だが──

「その、おなか、大丈夫？　ごめんねボクのせいで、ってきゃあっ？」

「ぐへ!?」

　飛び散った人形の破片に足を取られたか、不必要なほどの勢いで突進してきた彼女の身体からだがバランスを崩す。ぶつかってきた衝撃を受け止めきれずに春亮が仰あお向むけに倒れると、白穂はその腰の上に跨またがるような体勢に──何か昨日もこんなことがあったような。

「ああっ!?　い、いけません春はる亮あきくんが怪け我がしたりしなかったりで身体からだの負担になったりで不慮の事故でもそんな密着っぷりは看過できないので早くどきましょうねほらさあ！」

　頰ほおをピクピクさせた微笑というフシギな表情を浮かべつつ、このはがイタリア代表ＤＦのような巧うまさと力強さを持った割り込みでさりげなーく白しら穂ほの身体を押し退のける。

「あ……ご、ごめん。ボク、慌あわてんぼで」

「お、おう。それは今のでわかりすぎるほどわかったような気がする……つーか今はこんなことしてる場合じゃねえ！」

「その通り、奴やつはまだ学校から出ておらんかもしれん。探しに行かずしてどうする──まぁハレンチ小僧は誰だれ彼かれ構わず女の下に潜もぐり込むのが趣味のようだ、好きにやっていればよいがな」

　不機嫌そうに杭くいをルービックキューブに戻しつつ、フィア。わざとじゃねぇよ、と春亮が憮ぶ然ぜんとして言い返すと同時にチャイムが鳴った。この前の土曜日も一日ズル休みしたので後で何か言われそうではあるが、とりあえず五時間目はサボるしかない。

　それから手早く役割分担を決めた。人体模型達たちを壊す間にどれだけ遠くに行ったのかはわからないにしろ、もしサヴェレンティがまだ学校にいるのならまずは外に出さないのが肝かん要ようだ。このはが校門の前に潜ひそんで出入りを監視することになった。この学校は校舎部分が高い塀へい、グラウンド部分が頑丈なフェンスとネットで囲まれている。あの身体の動きで乗り越えるのはどちらも難しいのではないかと思えた。

　一方、春亮達は廊下に倒れている男子生徒を急いで保健室に運び、それから校内を捜索する──もう学校外に出ている可能性もある現状からすれば全すべては無む駄だなのかもしれなかったが、だからと言って何もしないでいることはできない。

「よし！　では行くぞ！」

「ちょっと待て、最後に一個──ええと、あんた、白穂さん、か？　どうする？」

　問うと、白穂は何かを考えるようにしばらく視線を床に彷徨さまよわせてから、

「ん……白穂、でいいけど。ボクも一緒に探すよ。サヴェレンティを」

　顔を上げて、そう言った。春亮は改めて彼女の顔を正面から眺ながめることになる。笑顔が似合いそうだな、と自然に思える可か愛わいい顔立ち。本質的には明るい子なのだろう。けれど今は、僅わずかに戸惑いを残した表情で春亮を見上げていた。

　そして彼女は、短い言葉で、一緒に探す理由を付け加える。

「友達、だから」

　ああ、だとすれば。彼女は友達に面と向かって拒絶されたようなものだ。だからこそ戸惑い、ショックを受けているのだろう。今わかるのはそれだけだ。二人の関係については知りたいことがまだ色々ある──

「……そっか。余裕があったら、探しながらでいいからちょっと話を聞かせてくれ。先生達に見つかると面倒なんで小声でな」

　白しら穂ほが首しゆ肯こうし、それに追つい随ずいするようにこのはも頷うなずきながら言った。

「じゃあわたしは校門を監視に行きます。気をつけてください」

「そっちも気をつけろよ。それと、もしあいつが来ても、人目につくとこであんま派手なバトルとかしないように」

「……誰だれかさんみたいに非常識じゃないので大丈夫ですよ」

「な、なにおう!?」

　フィアを無視し、このはは被服室を走り出ていった。すべきことが決まれば春はる亮あき達たちもこの教室に用事はない。とりあえず倒れた男子生徒を保健室に運ぶべく廊下に出る。

　そのとき、春亮は上うわ履ばきの爪つま先さきに硬い感触を感じた。青いビー玉。おそらくは、壊された人形の目だ。ころころと転がり、壁に当たる。

　それが、何か不吉な運命を暗示しているような気がして。

　春亮は自らの想像力を殺しつつ、零こぼれた眼球からそっと目を逸そらした。

　たとえ人を害するモノだとしても、あの美しい人形は、フィア達と同じ存在。

　彼女のガラス玉がこうして転がるようなことだけは、絶対に、したくなかった。







　第二章 「予見者の眼めに映らない」/ "for their reasons"
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　父のいない間に店の中を散歩するのは、桜さくら参まいり白しら穂ほにとって数少ない趣味の一つだった。

　シャッターが降りた薄暗い店内に、カウンターの裏で繫つながった住居部分から侵入し、骨こつ董とうの並ぶ棚たなに挟はさまれた通路をゆっくりと歩く。散歩する場所としては狭すぎるが、無目的な歩みそれ自体を楽しむ娯楽行為を言語化するなら、それはやはり散歩としか言いようがない。

　そう、無目的だった。店番するでもなく、警備するでもなく、掃除するでもなく、面白そうな骨董を探すでもなく、父の商品財産を盗もうと品定めするでもなく。狭い店てん舗ぽをただ何周もして、古道具をただぼんやり眺ながめて、薄暗い天井にただ安らぎを覚えて、微かすかな黴かびの臭においをただ嗅かぐ。

　一言で言えば──ただ、好きだったのだ。誰だれもいないこの空間にいることが。

　けれど、その日は違った。

　いつものように、自分自身が古道具になっているような感覚で店内を歩いていたとき。

　ふと白穂は思い出す。数日前、父親が買った古い人形が外国から届いていたようだった。特に興味はないが、一度くらい見ておいても損はない。あれはどこにあるのだろう。

　そうして薄暗い店内を改めて見渡していると。

　背後から、人形の関節が軋きしむような音と──静かな声が、聞こえたのだった。




「──何か、探しているものでもあるの。ずっとただ歩いているけど」




　それが、半年ほど前のこと。

《王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ド−形ル》と、桜参白穂が出会った──忘れられない、大切な瞬間。
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　話しかけられて無論驚おどろきはしたが、実際に目の前にいるのだから認めないわけにはいかない。店に陳列していると売られてしまうので、父親と一ひと悶もん着ちやくありつつも強引に自分のものにして部屋に運んだ。そして彼女とは話し相手、友達のような関係になった。たまに他ほかの人形を動かしてみせてくれたりして楽しかったが、過去や人間になれる事情は教えてくれなかったので詳しいことはわからない──

　小声で語られる白穂の説明を聞きながら、春はる亮あきは授業時間中の静せい謐ひつな廊下を歩いていた。

　耳は彼女の声を捉とらえ、目は全力でサヴェレンティを探し続ける。

　廊下を動くものはないか。

　物陰に隠れているものはないか。

　何か異状は起きていないか。

　もうこれ以上の被害は出したくないし、出してはならなかった。サヴェレンティは一刻も早く捕まえなければならない。もしこの学校内にまだいるのなら、このチャンスは逃せない──

「で、何日か前に……部屋で話してる声とかが聞かれて、バレちゃったの。慌あわててサヴェレンティは人形のふりをしたんだけど騙だませなくて、お父さんはこんな奴やつを買ったのが間違いだった、知り合いに預ける、とかって強引に持ってっちゃって──それで、それきり、帰ってこなかった。それからは……発作で死んじゃったお父さんのお葬式とかでしばらく忙しくて」

「ふんふん」

「それでやっと今日動けるようになって、お葬式の間にお父さんの交友関係とかを親しん戚せきの人に聞いてたから、サヴェレンティを預けた知り合いっていうのがうちの理事長なんじゃないかって思ってやっぱり友達だから探しに行かなくちゃってうわた！」

「うわた？」

　振り返ると、蹲うずくまった白しら穂ほが脛すねを押さえてプルプルと震ふるえていた……どうやら廊下に置いてあったウォータークーラーがその犯人。

「……ご、ごめん。前方不注意でっ──ひゃあ！」

　さらに愛あい想そ笑いで立ち上がると同時、がこんと水の出るペダルを踏みつけてしまう。噴き出た水が彼女の制服の胸を濡ぬらし、

「うあー、びしょびしょ……」

「っ……！」

　制服がぺっとりとその身体からだに張りつく。浮き出ているのはフィア以上このは未満の膨ふくらみ。しかも、鎖さ骨こつのラインから一切の障害物なく続いているその曲面の完かん璧ぺきさは間違いなく──

（せ、制服一枚なんですか……!?）
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　ごくり、と春はる亮あきが唾つばを飲み込んでしまったとき、脇わき腹ばらに肘ひじ打うちが入った。周囲を睨にらみまくっていたフィアが、険しい視線をそのまま二人に向けてくる。

「何を緊張感のないことをしとるか！　事情を聞くのはいいが、奴の捜索もちゃんとしろ！」

「ご、ごめんね。ホント、ボク、慌てんぼで」

　ふん、とフィアは鼻を鳴らし、廊下の掃除用具入れを乱暴に開けて中を確かめる。

　緊張感ないのは白穂だけなんだがな、と内心で反論しつつ、春亮も周囲に注意を戻した。横手の教室の中からは授業の声が微かすかに聞こえており、確認するまでもなく異状はなさそうだ。女性組と手分けしてトイレを捜索するが、そこも問題はなし。

「この階にはおらんようだな……よし、次は下だ」

　むっつりと階段を下り始めるが、やはりフィアも事情は気になっていたらしく、

「で、お前は連れ去られたあの人形を探しに来て──今もこうやって探しているというわけか」

「うん」

「ん……？　ちょっと待て、思い出した。理事長から聞いたんだけど、今まで学校に来てなかったんだろ。今日になっていきなり来て、身体からだは大丈夫なのか？」

　身体って？　と、白しら穂ほが首を傾かしげた。正直、このドジっ娘こならいつ階段を転げ落ちてもおかしくない──もしもの場合に彼女を抱だき留められるよう注意しながら、春はる亮あきは続ける。

「だから、今まで学校に来れなかったのは……今まではわかんなかったかもしれないけど、サヴェレンティに精気を吸われてたからじゃないのか？　で、あいつがいなくなって治ったのかなって。親おや父じさんの言こと伝づてにも『娘はこの人形のせいで元気がなくなった』みたいな言葉が」

「あ……あー、そうか。それは、お父さんの勘かん違ちがいだよ」

「勘違い？　っと、まずはこっちの書道教室だ。あんま使われないわりに鍵かぎがかかってないからな、誰だれが隠れててもおかしくないぞ」

　なんとか無事に階下へ到着し、二階端の書道教室へ。墨の素そ朴ぼくな匂においを鼻び腔こうに感じつつ、戸と棚だなや机の下を調べ始める。途切れた会話をフィアが再開させた。

「……それで、勘違いとはどういうことだ」

「えと、ボクは精気なんか吸われてないの。今まで学校に行かなかったのは、その、個人的な事情だよ。別に身体からだがどうにかなってたわけじゃなくて。うん。ちょっと、家とかの、事情」

「どういう事情なのだ？　健康体なら学校に来るくらい簡単だろう……おっふ!?　こら春はる亮あき、なぜ私の脇わき腹ばらをつつく!?　そこは敏びん感かんゆえにハレンチだ！」

「首を突っ込んでいいトコと悪いトコがあんの。そういう空気もこれから読めるようにならんとダメだぞ……悪いな、こいつ、ちょっとまだ気き遣づかいとかがアレでな」

「う、ううん。いいよ、気にしてないから」

　春亮は理事長に聞いたことを思い出していた。母親を亡なくしたという情報。父娘おやこで上う手まくやれていないという情報。難しい子らしいという情報──

（んー……ま、難しいってほど性格に問題がある奴やつじゃなさそうだけどな）

　その視線に何かを感じたか、白しら穂ほが微かすかに目元を緩ゆるめた。それからとことこと歩き、書道教室の窓を開けて外を見始める。注意すべきは校舎内だけではないのだ。

　不登校だった彼女は、ただ友達を探すためだけに、初めて学校へやってきた。そこにはかなりの決意と苦痛があったに違いない。なのに、ようやく見つけた友人は白穂の気持ちを拒絶し、人を害し、戻らないと告げた。それは白穂に対する裏切りで、明確な関係性の変化だろう。

　それでも白穂は変わろうとせず、ただ真しん摯しに、友の姿を追い求めているように見える……そこかしこでドジなことをやってはいるが。今も、風ではためくスカートをもう少ししっかりと押さえてくれないとキケンな感じだ。

　致命的なものを見てしまわないように、春亮は視線を逸そらして教室の捜索に戻る。しかし隠れられそうなところを全すべて探しても成果はなく、

「ち、この教室にもおらんようだな……お前のほうの事情はだいたいわかったにしても、今の問題はあの人形をいかにして捕らえるかだ。シラホよ、何か外に見えるか」

「ううん、特には……壁と銅像だけだね」

「これだけ探して見つからないってことは、もう逃げちまったって可能性も考えんと駄だ目めかな……外の塀へいは結構高いし、確か上には有刺鉄線もあったし、あの身体の動かしっぷりだとそう簡単には乗り越えられないと思うんだが──ってちょっと待て、銅像ってなんだ!?」

　窓に駆け寄る。確かに、芸術的にデフォルメされた人間の銅像が眼下にあった。どこかから友好の証あかしとして贈られたとかいう、地球の体積を浪費することが唯一の役目であるオブジェだ。

「おかしいぞ、ありゃもっと向こうにあったはずだ……！」

　本来、その銅像が立っているべきはここから数十メートル横の焼却炉脇である──友好の証としては失礼な立地だが、いかんせん無用すぎたのだろう。贈り主はそれほど気を遣う必要のない相手だったに違いない。

　窓から首を伸ばして横を見てみると、その焼却炉脇に台座だけが虚むなしく残っていた。つまり台座から銅像が切り離されて移動しているわけで、そして今現在の銅像は、まるで誰かの踏み台になったかのような状態で塀にもたれかかっている──

「……！」

　顔を見合わせること数秒、春はる亮あき達たちは一いつ斉せいに教室を走り出て外へ向かう。

　もたもたと昇降口から遅れて出てきた白しら穂ほが段差ですっ転んだりしたが、予想通りだったのでなんとか受け止められた。お前はいつも女を抱だき留めるチャンスを窺うかがっているようだな、というようなテレパシーをフィアの冷たい視線から受け取りつつ、さらに走る。

　辿たどり着いたのは、校舎と塀へいに挟はさまれた狭い場所だ。横の校舎一階には窓がなく、閉へい塞そく的な路地のようになっている。クリーム色の塀の高さは三メートルほど。ジャンプして手が届けば乗り越えられるかもしれないし、あるいは乗り越えられないかもしれない。そんなギリギリのラインの高さだ。けれどそれは、あくまで自分の身一つで乗り越えようとするときの話──

「……おのれ。これを足場にしおったのか」

　フィアが銅像の頭をべしべし叩たたきながら言うと、

「ご、ごめんね、すぐに気付けなくて。ボク、学校に来るの初めてだから。なんかおかしいなとは思ったんだけど」

「それは仕方ないだろ。気にすんなよ……っと、フィア、あれ見えるか？　鉄線のトゲに引っ掛かってるの」

「服の切れ端に見えるな。どこぞの誰だれかが着ていたような、ヒラヒラした奴やつだ」

「やっぱそうか。俺おれらが校舎を探してる間に逃げたんだとしたら、もうどれだけ遠くに行ってるのかわかんねぇな。くそ、ミスった」

　あのぎこちない動きでは塀を乗り越えられまい、と簡単に決めつけすぎていた。人形を操れることを失念していたし──その程度の助けがあれば塀を乗り越えられるほどの身体能力は持っていたのだろう。足を引き摺ずるイメージが先行していたが、やはり相手は人じん外がいなのだ。

　認めざるを得なかった。

　自分達は、間違いなく──サヴェレンティを捕まえるチャンスを、一つ失ったのだと。

　肩を落とす春亮。これからどうなるのだろう、というような不安を湛たたえた目で有刺鉄線の布を見上げている白穂。

　フィアが無言のまま放った蹴けりで、罪のない銅像がごろんと地面に転がった。
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　授業はまだ終わっていない。ひとまず落ち着いて考えを纏まとめるべく、下げ駄た箱ばこ近くの自販機でカップのジュースを買う──白穂は「お財布がピンチだから……」と愛あい想そ笑いしていたので、春亮が資金を援助した。それから中庭のベンチに場所を移し、

「えーと、ホントによかったの？」

「俺らだけジュース飲むのも落ち着かないし。ま、お近付きのしるしに、ってやつで」

「えへへ、ごめんね。ありがと」

「つーか最初から俺おれにタカることが確定している奴やつもいたからな。ついでだよ」

　サヴェレンティを逃がしたことがよほど悔くやしいのか、先刻からむっつりしたままのフィアを横目で睨にらむ。春はる亮あきの隣に座る彼女は自分のジュースを啜すすりつつ、

「なにおう。私だって金があれば……と、そうだ、今日クラスの奴らと話していて私は小こ遣づかいという概がい念ねんを学習したぞ。なんでも誰だれもが貰もらえるものらしいではないか。よこせ」

「よこせって斬ざん新しんな頼み方だなオイ。ますますお前にゃまだ早ぇ」

　伸びてきた手をぺしりと叩たたく。フィアはまた不機嫌そうに鼻を鳴らしてカップを傾け、白しら穂ほはその様子にくすりと頰ほおを緩ゆるめていた。

　会話が途切れ、春亮は校舎によって直線的に間取りされた空をぼんやり見上げる。

　考えていたのは、これからのこと。逃がしてしまったサヴェレンティのこと、彼女がこの学校で精気を吸い続けると宣言したこと──何の意味があるのかはわからないにしても、それを認めてはならないというのだけはわかる。

　廊下でぐったりとしていた男子生徒を思い起こす。軽く保健の先生から聞いたところによると、彼ら被害者は極度の栄養失調と似たような状態らしい。点滴で栄養を摂とり安静にしていればいつかは回復するという話だった。

　いつか。それは何日後なのか。何週間後なのか。さらに言えば、今後も同じ被害だとは限らない。最悪の想像をすれば、次は衰弱死する生徒が出るかもしれない。そうでなくとも、体力が低下したところで別の病気に罹り患かんしてしまうようなことがあれば──

　そんなとき、彼女もこれからのことを考えていたのだろう、静かに白穂が言ってきた。

「ねえ、えーと、春亮くん。ちょっと確認していいかな。その、さっき聞いたことだけど。君達たちに、サヴェレンティを壊すつもりはないんだよね……？」

　こちらについても校舎を巡っている間に一通りの説明はしていた。呪のろいや夜や知ち家、フィア達について──そして、理事長に借りを返すために人形を探すようになったこと。

　だがそのときはサヴェレンティを探すのに必死で、ごく基本的なことしか説明できなかった。彼女が聞きたいことはまだ山ほど残っているはずだ。特に、友人の今後については。

「当然だろ。理事長からも、捕まえてその後でどうしろっていうことは聞いてないからな。ただ俺としては、無関係な人に危害を加えるのだけは見逃せない」

「うん……それは、絶対にダメだよね。ボク、今でも信じられない。サヴェレンティ、なんであんなことしちゃったのかな」

「無論のこと、呪いであろう。奴を捕まえて止やめろと言ったところで止まるものではない」

　フィアの返答は、考えるまでもない、という口振りだった。

「じゃあ……サヴェレンティがもし見つかったら、の話だけど。人に迷惑がかからないようにするには、やっぱり春亮くんの家に預けないとダメなのかな。春亮くんには呪いが効かないって言ってたよね」

　そこが今回の難しいところだ。《所有者》を呪のろう道具であれば、春はる亮あきが所有者になるだけで誰だれにも迷惑はかからなくなる。だが稀まれにいる《周囲の人間に手当たり次第》呪いを与えるタイプの道具──在あるだけで周りの人間の気分が悪くなる石や、夜な夜な歩き回って人を襲おそう人形──であればそれは通用しない。そう説明すると、

「お前が大丈夫でも他ほかの奴やつらに影響がある、ということか。あの家ではそういう道具は受け入れていないのか？」

「いや。数は少ないけどやっぱりそういうのが送られてくることもあって、そんときは……親おや父じは特別なところに保管してた。倉庫の奥にある地下室にな。でも」

　春亮は嘆たん息そくする。そう、周りの人間に対する呪いを持つ道具でも、その地下室に閉じ込めておけば被害は軽減できる──とはいえ、それは諸もろ手てを挙げて賛成できる手段ではなかった。

「初めてなんだよ。そういうタイプの呪いで、しかも人化できる奴は。だから、意志を持って人間みたいに生きてる奴を地下室とかに何年も閉じ込めるってのはどうなんだろうなと思うわけで──って、何だフィア、その目は」

「う、うるさい、別に何もないわ。ふん……そんなだから、お前はアレなのだ……」

　ぶつぶつ言いながらフィアは顔を背そむけ、ベンチの背もたれに体重を預けて目を閉じた。

「基本的に、私達たちは自らの呪いを解きたいと思っているはずだ。もし私なら──それで誰にも迷惑がかからず呪いが解けるというのであれば、たとえ監禁されるようなことになっても背に腹は代えられんと結論するだろうな。無論喜びはせんが」

　ちらりと片目を開き、

「思うに、今の問題は、だ。あの人形が《呪いを解く方法がある》という事実に気付いていないことではないか？　奴が今も逃げ回っているのは、捕まればまた閉じ込められたり、あるいは破壊されたりするのではないかと考えているからだろう」

「ボクも、君達に話を聞くまではそんな感じに思ってたから……きっと、そう」

　白しら穂ほは自分に言い聞かせるようにして呟つぶやいた。

「とにかく、人に迷惑をかけないようにするにはやっぱり春亮くんのところに行くのが必要で、それを教えてあげなくちゃいけない、と……じゃあ、ボクのところに戻ってきてほしいっていうのは後回しだね」

「あんたはそれでいいのか？　そのために学校に来たんだろ？」

　彼女は遠くを見るような目のまま笑った。

「……うん。ボクのはただの我わが儘ままだし、無関係な人達をあんなことにするのは絶対にダメだし。誰にも迷惑をかけない綺き麗れいな身体からだになってから戻ってきてくれればいい、かな……呪いを解く途中に全然会えないってわけじゃないんでしょう？」

「あ……まぁ、面会みたいな形にはできるだろうけど」

「だったら、もしサヴェレンティがそうなってもいいって言うんなら、ボクはそれで我慢しなくちゃ。一緒にいなくても、ボクがあの子を友達だって思ってるのは変わらないから」

「そっか」

　春はる亮あきはカップのコーヒーを啜すする。白しら穂ほの言葉は、呪のろいの道具と人間の間にいるような立場の自分としてはそれなりに嬉うれしいものだった。

「お前が奴やつをどう思っているかはわかったが──やはり現実問題として考えるべきは、奴のほうが何を思っているか、だ。お前のところに戻らないと言ったのは破壊を懼おそれてのことだとしても、奴は何を考えてこの学校で精気を吸いまくろうとしているのだろうな」

「わかんない……わかんないけど、なんか。ボクはまだ友達だって思ってるけど、サヴェレンティはそうじゃなくなったのかなって……だから、あんなことしたのかなって思うよ。えっと、つまり──」

　その声にあったのは、ただ、哀かなしさ。

「人間に裏切られたって思ってるから……かも」




　僅わずかに訪れた無言の時を待っていたかのように、校舎でチャイムが鳴る。それを合図にして、ザワザワと放課後の喧けん騒そうが世界を塗り替えていった。中庭から見える校舎の窓にも、開放的な表情で教室を飛び出す生徒の姿が一人二人──すぐに、たくさん。

　だがこの中庭だけは、まだ授業中の静せい謐ひつを固化させたままだ。数分か数十秒だけ許された、過ぎ去った時間の残り香。

「ボクは、次にサヴェレンティと会ったら、謝りたい。サヴェレンティが戻らないって言ったのは……多分、お父さんがしちゃったことで、がっかりしたからなんじゃないかって思うの」

　フィアと春亮は、黙って言葉の続きを待つ。

「友達同士だった、っていうのはボクが勝手に思ってることだけど、やっぱり昔は向こうもそう思ってくれてたんじゃないかなって気がする。だってその、我慢できない呪いがあって、それでボクが吸われてないってことは、サヴェレンティがボクのは吸わないように気にかけてくれてたってことでしょ？」

「確かに。一日二日ならともかく、半年も呪いを我慢できるはずはないからな。お前を害すことだけは避け、夜中にこっそり徘はい徊かいなどしていたのかもしれない」

「それなのに、いきなりトランクに詰められて、よくわからないところに運ばれて。捨てられるとか壊されるとか思って──それで、ボクとかも含めた人間全体に裏切られたっていうか失望したっていうか、そんな感じになったのかも」

「失望、か」

　フィアはその言葉を反はん芻すうした。自身に問う。

　──自分は人間に失望しているか？　していない、はずだ。

　では、

　──自分は人間に失望していたことがあったか？　それは──

　刹せつ那な、頭ず蓋がいを闇くらい断片イメジが支配する。

　城主の笑しよう声せい。香水向きだと語られる血けつ臭しゆう。自分道具は望まないことを望む。悲鳴ではないただの鳴を聞く。塞ふさぐべき耳はなかったのでそこに落ちている誰だれかのを貰もらおうとしたが拾う手もないこの四角。いつしか自分は一つで一個で一体で独りになった。冷たく暗く寒い。ああ、その思考の墓場に至る前にあったのは、墓標のように無意味な疑問だけ。

　なぜ、つくられた？　なぜ、のろわれた？　なぜ、すてられた？


──だれのせい？



（……っ。昔のことだ。忘れろ）

　忘れられる。自分の中にはそれを塗り潰つぶせる断片イメジがある。

　それは地ち下か牢ろうを照らした懐中電灯の光であったり、また、今も見える顔であったり、今も聞こえる声であったり、風か邪ぜという呪のろいが効かなかった背中であったりした。

　そう──今ここにいる私は、失望していない。

　信じている。

　それでいい。

「それで結局、もう人間なんかどうなってもいいや、ってあんなことしちゃったのかなって……この学校だけでやろうとしてる理由は、わかんないけど。だから──そうじゃないよ、お父さんを止められなくてごめんねって。いろいろ弱かったボクを許してねって。謝りたいの。ううん、謝らなくちゃ、いけない」

　白しら穂ほの声に意識を引き戻される。

「そうか。結局、お前は奴やつを助けたいだけなのだな」

「助けられる力なんてないけどね。でも、友達だって思ってるから」

　王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ル。そう名付けられた人形は人間に失望している、かつての自分だ。

　ならば、あの人形にとっての、この桜さくら参まいり白穂という少女は──自分にとっての春はる亮あきや崩ほ夏なつなのだろう。呪われた道具を救い、助けられる力を持つもの。

　だから。

「約束しよう。私が必ずあの人形を見つける。壊さずに捕ほ獲かくする。人に害することを止やめさせる。そして何よりもまずお前に会わせる──安心していろ。お前は私にとって、リジチョーと同じ依頼人その２のようなものだ」

「……そうだな。俺おれ達たちがこれからするのはそういうこった。方針だけはまとまったな、フィア、珍しくグッジョブだ」

「むぅ、珍しくは余計だあほー。頭をぽんぽんと気安く……触る、な……」

　反射的に文句を言おうと顔を上げたが、仰あおぎ見た春亮の表情で気勢を殺そがれる。

（こいつは……ふ、ふん。だからハレンチ小僧なのだ、まったく……）

　仕方なく戻した視線の先で、白しら穂ほが申し訳なさそうに笑っていた。

「ありがと、二人とも──色々迷惑かけて、ごめんね。ボクもできる限り協力するから」

「で、具体的に奴やつを捕まえる方策だが……無論のこと、奴は明日も来るだろう。そのときを狙ねらうのは当然として、今日はこれで諦あきらめるというわけにもいかん。奴が外では吸わないと言ったのが事実にしろそうではないにしろ、早く捕まえたほうがいいには決まっておるからな。奴が学校の外で潜ひそむような場所に心当たりはないか？」

「うーん……特にはないかなぁ。人が多いところは嫌いって言ってたけど」

「なんか物もの凄すごく納得できる。じゃあ、繁華街を一晩中うろついてたりとかは考えにくいってことか。金がかかる漫まん喫きつもホテルもファミレスも駄だ目めだろうし──探すべきは他ほかに人ひと気けがない場所だな。って一言で言っても無茶苦茶範囲は広いが」

「始める前から何を弱気な。私の勘かんを信じろ！」

　ハレンチ小僧の返事は思わず殴なぐりたくなるような呆あきれ顔だった。実際手が出かけたとき、白穂がわたわたと言う。

「ボ、ボクも頑張って手伝うよ。手分けしたほうがいいよね？　ボクは家の近くを探してみるから、君達たちはこっちの街をお願いしていいかな」

「おう。あいつが学校のどれだけ近くに潜んでるのかわかんないからな。じゃあ隣町はお前に任せよう。危ないことはするなよ」

　などと春はる亮あきは白穂に対しては優しい返答。さらに殴りたくなった。

「それと。明日もお前、学校に来るんだろ？」

「うん、外で見つからなかったら、サヴェレンティを止めないと。えと、それが？」

「いや……今までアレだったんなら、なんかいろいろあるかもって思ってさ。なんか問題とかあったら、こっちもできるだけ力になるから。遠慮なく相談してくれ」

「あ、ありがとう。そうだね、もうお父さんもいないし……サヴェレンティのことが片付いても、ちゃんとしなきゃ、だね──えへへ。優しいね、春亮くん」

　そう微笑ほほえみかけられると、春亮は照れたように頭を搔かいた。

「優しいとかそういうんじゃなくて……なんつーか、一生懸命頑張ってる奴は応援したくなるタチで、だな。まぁあんまり深く考えずにオフゥ!?　こらフィア、なぜに俺おれの脇わき腹ばらを殴おう打だ!?」

「ふん……そう、先刻のお前と同じ。空気を読んだ、というやつだ」

「読めてねぇ！」

　わいのわいのやっていると、そのうちに中庭を歩く生徒の姿も増えてきた。部活動への近道に使っているのだろう。いつまでもベンチで無駄話をしていても仕方がないので、そろそろ解散して学外の捜索活動に入ることにする。

「あ、まだ残ってるや。一気に飲んじゃおう、んぐんぐ……」

　ジュースを傾ける白しら穂ほをなんとはなしに横目で見ながら、ベンチから腰を上げる。

「さて、まずは教室に寄って鞄かばんを回収せんとな。ん、春はる亮あき、何ヘンな顔をしておるのだ」

「いや、何か忘れてるような気がするんだが──何だったっけ？」

「……奇遇だな、私も同じような感覚がある。ところで、さっきお前のポケット辺りで何かが唸うなる音がしておったぞ」

「へ？　おう、メールだ。なになに……ヒィ!?」

　素すっ頓とん狂きような悲鳴。何かと思って春亮の手元を覗のぞき込む。携帯に表示される文章の数々は──

『首尾はどんな具合ですか？　こちらは異状ありません』

『返事がないの不安です。でも動けないので監視を続けます』

『本当に何もないですか』

『放課後になっても異状なし。下校する人も増え始めました。いつまで監視してればいいんでしょうか』

『返信求む[image: ]』

「いかん、マジに忘れてた」

「最後のマークは何なのだ。怖おそろしいぞ」

「『もう待ち疲れちゃって死にそうです』の意味だと思いたい。心から……！」

「そのまま『お前をコロス』ではないのか……？」

　ゴクリ、と二人がその文章を目で追っていると、今度は白穂が素っ頓狂な悲鳴をあげた。

「ひゃあー!?」

「ど、どうしたっ」

「う、慌あわてて飲みすぎて、こ、氷が零こぼれちゃって……制服の中に……」

　見ると、眉まゆを寄せた白穂がもぞもぞと身体からだを揺らしつつ、氷が入ったらしい制服の胸元を引っ張り上げていた。次に彼女はぺろんとお腹なかを捲まくり上げ、真剣な顔で「えいっ、えいっ」と裾すそをばたばたやり始める。氷はすぐに落ちたのだが、白穂はまだ気付かずにその行為を続けていた──白い腹と臍へそ（氷のせいで微妙に濡ぬれている）がチラチラと見えまくり、ハレンチ小僧の教育上非常によろしくない。この女のドジっぷりにはそろそろ脅きよう威いすら感じる。




[image: ]




　カリカリ、という謎なぞの音が背後から聞こえたのはそんなときだった。とてつもなく嫌いやな予感がして、フィアと春亮はなんとなく振り向く前に携帯電話の画面へ視線を退避させる。届いていた最後のメールは『この状況で校門からは出ないですよね。心配になってきたので春亮くん達たちを探しに行きます[image: ]』──嫌な予感がさらに増しただけだった。

　そして覚悟を決め、振り向いた先にあったのは。

　携帯を見るために肩を寄せ合っていたフィアと春亮、その前で腹部を露ろ出しゆつさせた白穂をどんよりと眺ながめる──恨うらめしそうな目。

「……心配して来てみれば……なんだかみんな、好き勝手に楽しそうですねぇ……？」

　校舎と中庭とを繫つなぐ出入り口から半身を覗のぞかせた眼鏡めがね女おんなが、凄すさまじく心霊現象っぽいオーラを漂ただよわせながらドアの表面をカリカリと引っ搔かいていた。




　　　　[image: ]




「さあ！　ズバズバ探すぞ、見つけまくるぞ！　ごー！」

「てい」

　校門を出るなりダッシュしようとしたフィアの襟えり首くびを引っ張って強制停止。きゅう、と変な声をあげてから、フィアは「こらなにをする呪のろうぞ!?」と予想通りに嚙かみついてきた。

「えー、まず確認だ。さっきのこのは関連のことだけど、やっぱ一人でやりたいのか、お前」

　このはは一緒ではない。あれから白しら穂ほと別れ、放置していたことを謝ってなんとか機嫌を直してもらったあと、帰る間ま際ぎわになって彼女が図書委員会の用事を思い出したのだ。サボっても構わないと彼女は言ったのだが、最終的には出席することになった。「確か前もサボったろ。さすがに二連続は立場が悪くなるぞ」と春はる亮あきが出席を勧めたのと──フィアが「お前の手なぞ借りん。どこへなりとも行け、しっしっ」とのたまったのが理由だ。

「勿もち論ろんすぎる！　言っただろう、私は私の力で事態を解決してみせると！　そ、そうだ、失念していたが、別にお前の力だって借りる必要は」

「でもさっきは俺おれと白しら穂ほが一緒に校舎探してても文句言わなかったじゃねーか」

　うっ、とフィアは軽く呻うめいて身を退ひいた。

「それは──な、なりゆきというものだ」

「俺がいても邪じや魔まにも思わなかったし不思議にも思わなかったっていうことだよなー。だったら今後も一緒にいていいだろ。別にお前の邪魔しようってんじゃねーし……そうだ、こうしよう。メインはお前で俺はオマケ。補佐。お前の助手みたいなんでいいから」

「ぬ。助手……か」

　何かを考えるような様子。しばらくぶつぶつと口の中で何かを呟つぶやいてから、じろりとこちらの顔を見上げる。そこで「僕は君の力になりたいんだ」みたいな噓うそ臭くさい笑顔を浮かべてみると、また軽く口を尖とがらせながら視線を逸そらす。そして、

「まあ……その、お前がどうしてもというなら考えてやらんでもない」

「オーケー、ボス。雇用に感謝しよう」

「よし助手よ、それではさっそくついてこい！　フフ、犬のような従順さでな！」

「まず助手として提案いたしますと、迷まい子ごになるので勝手に歩くなギンギラ小娘」

「きゅうっ!?　こらー！　お前はアレか、今度は女の首を絞める性せい癖へきに目覚めたか！」

　じたばた暴れるボスの襟えり首くびを手た綱づな代わりに摑つかんで捕らえつつ、春はる亮あきは思う。

　フィアはサヴェレンティを探すことの困難さをわかっていないわけでも、別に見つからなくてもいいと思っているわけでもないはずだ。絶対に探したい、けれど自分一人で解決すると言ってしまった手前、誰だれかの手を借りたくはない。その矛む盾じゆんに対する妥だ協きようの産物がこの助手ということなのだろう──

（ま、俺としては、この非常識娘の暴走を防げるんならなんでもいいけどな）

　その代だい償しようが、この程度の建前じみた役割を演じロールることプレイなら安いものなのだった。




　そして数時間後──時刻は既すでに日も暮れかかった夕方。

「……おらんものだな」

　ふう、と息を吐き、橋げたの下を覗のぞき込んでいたフィアが背筋を伸ばした。

「春亮、次だ」

「そうだな……確かあっちに公園があった。わりと隠れる場所も多かった気がする」

　ではそこを探すぞ、とフィアは長く伸びた自分の影を追うように歩き始めた。無論、春亮も続く。未いまだ手がかりの一つも見つけておらず、正直《人ひと気けのないところ》というヒントだけではサヴェレンティを見つけられる確率は低そうだったが──何もしないわけにはいかない。一刻も早く見つけるべきなのだから、可能性があるというだけで動く理由としては充分だ。

　ちらりとフィアの横顔を見ると、斜陽の色を映り込ませたその頰ほおに汗が伝っているのが目に入った。勿もち論ろん、春亮も似たようなものだ。ずっと歩き詰めなのだから。

「少しくらいは休憩したほうがよくないか」

　返答は、前を向いたまま。

「いらん」

「適度に休みを取ったほうが、勉強もスポーツもはかどるもんだぞ」

「これは勉強や、ましてやスポーツでもない。仕事──いや。使命、のようなものだろう」

　そう、使命感だった。彼女の真しん摯しな表情にあるのは。

　だから春はる亮あきはそれ以上何も言わない。どう考えても体力不足でぶっ倒れるのならば彼女より自分のほうが先なのだろうが、どうしてか、この気高く在ある横顔と比較すればその重要性は低く思えた。

　やれやれ、とこっそり肩を竦すくめたとき、ふとフィアが足を止める。

　彼女は厳しい目でズビシと腕を伸ばし、横手を指差した。さてはサヴェレンティを見つけたか──と春亮がその指先にあるものを慌あわてて見やると、

「はとむぎ茶」

　自販機に指を突きつけながら彼女が発したのは、そんな単語。

「は？」

「鳩はとのエキスと麦をミックスさせた前衛的な茶であろうか……ボスは非常に興味が湧わいた。助手に命じるぞ、あれを私に買え。あとお前も何か買って飲め。休憩はともかく、水分補給は大事だ。お前に倒れられると、困り──はせんが、その、アレだ、迷惑だからな」

　春亮はついさっきとは全く違う意味で、もう一度肩を竦めた。

「……了解」

　自販機で買ったお茶を飲みつつ、捜索を再開する。

　公園、寂さびれた神社、ちょっとした林、廃はい工場、自動車の廃品スクラツプが山と積まれた空き地、マンション間の空隙デツドスペース……とにかく手当たり次第に人ひと気けがない場所へ足を運ぶこと数時間。

「……おらんものだな」

　どことなく気落ちした様子で、フィアが本日何度目かの台詞せりふを発する。それが結論だった。

「すぐ成果が出るほど甘くないってことか。白しら穂ほが探してる隣町にいるかもしれないし、元々探す場所が多すぎる。見つからんかったのは残念だけど、そんなにがっくりすんなよ」

「む……」

「そろそろこのはも帰ってるだろ、とりあえず今日の捜索は終わりにしとこうぜ」

　携帯電話で時間を確認しつつ言うが、フィアは暗くなった空を曖あい昧まいな表情で見上げたまま、足を動かそうとはしない。

「しかし……私は、まだ──」

「探したいのはわかるし、俺おれもまだ探したいけどな。明日も学校はあるんだ──サヴェレンティがまた来て何かするかもしれない学校だぞ。徹夜で探し回ったせいで明日ダウンしてたら何にもならない。いんちょーさん風に言えば、馬ば鹿かげている、だ」

　しばらく経たって、銀色の頭がこくりと縦に動いた。サヴェレンティを捜索していたときとは比較にならないスローペースで歩き始める。

　その横顔に、あまりに元気がなさすぎて。

　元気がないのが、不思議にムズムズと居心地が悪くて。

　だから横を歩く春はる亮あきは、ふと思い出したように言ってやった。

「そういや冷蔵庫の中身が寂しかったな。ついでにスーパーに寄って帰ろう」

「面倒な。さっさと帰って休むのではないのか」

「まぁ先に帰りたきゃ帰ってもいいんだが……いいのか？」

「いいのか、とはどういう意味だ」

　胡う乱ろんな目を向けてくるフィアに、春亮は一言。それは一般人には無効果だが、この小娘に対してだけはＨＰ完全回復の効果がある呪じゆ文もんなのだった。

「スーパーには煎せん餅べいが一杯だぞ」
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「ウェヘヘヘヘヘ……じゅるり！」

「ちょ!?　テンション上がりすぎて怖ぇことになってるぞお前！」

　行きつけのスーパー、その煎餅菓子売り場である。皆のお茶請うけ用とフィア用の二袋を選ぶように言ったのだが、聞いているのかいないのか。フィアは煎餅の並ぶ棚たなを凝ぎよう視ししたまま、ひたすら「胡ご麻ま……いやいや醬しよう油ゆ……ウフフフ」とかぶつぶつと呟つぶやいていた。ニヤ〜、とたまに口元が歪ゆがんだり歪まなかったりしているのでやはり怖い。

「ぬっ。おい春亮、この白くてぽわふーとしているのは何だ」

「おかきだな、煎餅の仲間だ。中の黒豆も香ばしくて美う味まい」

「なんと、ならばこっちも候補に加えなくては……ううん、悩ましい……」

　そして結局選ばれたのは、黒豆おかきと醬油煎餅。ああは言ったが、最終的には家の煎餅の八割が一人の胃袋に入るので区別にあまり意味はない。

　ＨＰ回復どころか狂乱バーサーク状態に陥おちいり、スーパーに入るなり煎餅の棚に吶とつ喊かんしていたフィアがそれでようやく落ち着いた。やっと普通の買い物ができるようになる。

「ここがスーパーか……よくよく見ると面白いのう。初めて見るものがいっぱいだ」

　周りをきょろきょろ気にしながら通路を歩くフィアに、

「これから慣れていってくれよ。よし、勉強のためにキャベツを一玉持ってきてくれ。俺おれはナスを選んでるから……キャベツわかるよな？」

「馬鹿にするな、キャベツくらいわかる。待っていろ」

　ぱたぱたと走り、陳列された野菜を何やら楽しそうに覗のぞき込んでいく銀髪娘。棚たなから出ている冷気に驚おどろき、ひゃっと笑う……釣つられるように、春はる亮あきの口元も緩ゆるんだ。特に理由はないものの──また連れてきてやってもいいかな、と思う。とりあえず元気にはなったようだし。

　すぐにフィアは戻ってきた。

「ふっふ。これだ！」

「ベタな間違いをありがとう。それはレタスだ」

「……むー」

　似てるけどもっとゴツイ感じの奴やつだ、とヒントを出してやると、今度は正解。だが、

「キャベツの新鮮さは芯しんを見るんだ。これは黒くなってるからちょっと古い。別のにしろ」

「細かいな。しかしそっちのが美う味まいというなら仕方ない」

　細かくとも覚えてもらう。食卓を預かる身としては妥だ協きようできないのだ。

　次は肉を見ようと歩き出すが、フィアはついてこなかった。何をしているのかと思えば、

「おいそこの老ろう婆ば。キャベツの新鮮さは芯だ。それは止やめてこっちにしろ」

「あらあら、ありがとうねぇ。お若い外人さんなのにしっかりしとるわね、ほ、ほ」

「勿もち論ろんだ、私はもはやキャベツマスターと言っても過言ではない。レタスとも見間違わない。なぜならキャベツはゴツイ。ではな、老婆よ……ん、どうした春亮、微妙な顔して」

「迷ってる。『さっき知ったくせに偉そうだな！』とツッコむべきか、『人によってはお節介に思われるから気をつけろよ』と大人おとなの立ち回りを教えるべきか、『いいことをしたな』と褒ほめるべきか……ま、これで全部言ったからもういいや」

「よくわからん。ともかく、人に感謝されるというのは何か気分がいいものだな」

　感謝の言葉。ひょっとしたら、それでフィアの呪のろいの万分の一、億分の一が打ち消されたかもしれない、人の思い。今のが今後繰り返すべき責務の第一歩だったことに、フィア自身は気付いていないようだった。

　それが自然にできたからこそ、春亮にはこれからもフィアは大丈夫だと思える。

　いつかきっと、彼女は呪いを解くだろう。彼女を勝手に作り勝手に憎んだ、ただ自分勝手な人間によって与えられただけの──呪いを。

　ふと、サヴェレンティのことを考えた。彼女も事情は同じだ。詳しい理由はわからないにしても、人のせいで呪われた。そして今、人に失望している。

　彼女にもフィアのようになってほしいと願うのは人間の傲ごう慢まんなのだろうか。赦ゆるしてくれと殺人者が叫ぶような矛む盾じゆんなのだろうか。いや、そもそも、フィアのほうも本当に──

　信じているのに口が動いてしまったのは、きっと、弱さ。

「……お前、人間、好きか？」

「別に、フツーだな」

　表情は見えなかった。その後ろ姿が、物珍しそうに横の陳列棚を覗き込んでいる。下からの冷風で銀髪が微かすかに揺れていた。それから、曲がっていたその背中がゆっくりと伸びる。やはり表情は見えないまま、腰の後ろで小さな手がそっと組み合わされるのが見え、

「──おせんべと同じくらいだ」

　どこか優しい声で、彼女はそう続けた。
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　フィアは夕食を済ませるなり、「春はる亮あき、風呂！　今日は早く寝るからな！」と居間を出て行った。ずがずがどばっしゃーん、という入浴にあるまじき音がすぐに風呂から聞こえ始める。だがややあってその音がぴたりと止まると、代わりに聞こえてきたのは濡ぬれた足音で、

「こら、シャンプーが切れておるぞー！」

「うおう！　お前、ちょっとくらいは拭ふいてから来いよ!?」

　そこに現れたのはバスタオルを身体からだに巻きつけたフィアだ。雫しずくを垂らす細腕、白い肩、濡れた髪。数日前の記憶がそれをきっかけに思い出され、食後の茶を啜すすっていた春亮は少しばかり赤面してしまう。しかしフィアはそんな彼の様子に気付くことなく、

「早く寝るべく急いでおるのだハイスピード就寝計画なのだ！　明日のために英気を養わねばならんからな！」

「なんか余計に疲れそうなテンションで矛む盾じゆんしてるような……まぁいいか。ええとな」

　事件が起きたのはその瞬間。それは当然の帰結だったのかもしれない。そう、フィアの身体には、バスタオルを安定して巻くために必要な出っ張りの部分が絶対的に不足しており──

　スルリ。あるいは、ハラリ。

「……お？」

「げっ」

　春亮の眼前でタオルの結び目が解ほどけ、世界がスローになったような感覚の中、視界に映るフィアの肌面積がゆっくりと増えていく。鎖さ骨こつの下にあったタオルの上縁が重力に引かれ落ち、首筋から続く白色は胸元にまで到達──ずれていく布の隙すき間まには微かに濡れた小さな穴、臍へそだ──はだけつつある下端では、太ふと股もも内側の滑らかすぎるラインが顕あらわに──そして、全すべてが──

「必殺・ふしだらブロッカー（視覚編）！」

「あいたたた痛い痛い!?　待てこのは、目玉が抉えぐれるっ！」

　疾しつ風ぷうのような速度で、隣で同じく茶を飲んでいたこのはが春亮に目隠しをする。幸いそれで何も見えなくなったが、気迫的にはいつ刀の切れ味がその手に付加されてもおかしくなさそうで妙に怖おそろしい。それからフィアが慌あわててタオルを引っ張り上げるような音が聞こえ、

「ぬおお、んしょんしょ……むっ。ウシチチにしてはいい仕事をしておるではないか」

「それはどうも。ああ、洗面台の下に替えのシャンプーがあるはずですよ、フィアさん」

「おう、そうか。それを早く言え」

　フィアがまたどたばたと風呂に走っていき、そこでようやく目隠しが外される。春はる亮あきはヒリヒリする目元を擦さすりつつ、なんとなくこのはに向けて聞いた。

「ただの興味なんだが……嗅きゆう覚かく編とかもあったりする？」

　このははにこりと笑って、こちらに手の甲を向けた形で二本指を立ててみせる。春亮はぶるりと背筋を震ふるわせて全すべてを忘れることにした。

「……何の話してたっけ」

「えっと、放課後のことでしたよ。わたしと別れてから何があったかとか……結局、街では何も見つからなかったんですよね？」

　そうだった。意識的に気分を落ち着け、真ま面じ目めな情報交換を再開する。

「ん。でも全然無む駄だ足あしじゃなかったかなって思ってる」

「どうしてですか？」

「断言はできないけど、街では倒れてた奴やつとか出てないみたいだった。救急車の音一つ聞かなかったし……やっぱあいつ、言ってた通りに外で事件を起こす気はないのかもな」

「なるほど。それを確認できたのは確かに僥ぎよう倖こうですね。でも──」

　湯のみの中を見通そうとするかのように、このはが目を細めた。

「ああ。あいつが噓うそを言ってないんだとしたら、それは《明日からも学校に精気を吸いに来る》っていうのも正しいってことだ。なんとかしないとな」

「そうですね。相変わらず、どうしてそんなことするのか全くわかりませんが」

「《制服を着た大たい秋しゆう高の生徒からしか精気を奪えない呪のろい》とかそんなんありえないし……ま、わからんことは考えても仕方ない。問題は明日どうするかだ」

　予想するに、向こうも授業中の教室に乱入などはしないはずだった。やはり休み時間など、一人で動く生徒が多い時間に犯行を目もく論ろむだろう。

「そうすると、授業を全サボリしてもあんまり意味がなさそうだな。気分的にはそれもアリな感じだったんだが」

「さすがにそれは怒られちゃいますよ。今日の午後もサボっちゃったんですし」

　そうだな、と首しゆ肯こうしつつ、春亮は思い出す。鞄かばんを取りに教室に帰ったとき、偶然出会った錐きり霞かの目──委員長らしく不正には厳しいのだ。そのときはフィアと共に颯さつ爽そうと逃げたものの、次にサボれば今度こそ鬼のような追及が待っているはず。怖いので考えないようにしよう。

「じゃあ、休み時間にパトロールみたいなことするって感じか」

「ですね。勿もち論ろん、わたしも協力しますよ……おっと、違いましたね。わたしは明日からしばらく、休み時間になると学校中を散歩するっていうストレス解消法を試してみるだけです。その結果としてたまたま変な不審者さんを見つけるかもしれませんね、と」

　いたずらっぽく笑う。春亮も苦笑を返した。

「別にフィアを手伝ってるわけじゃない、ってわけか。あいつ、変に意地張ってるからな」

「最初はそうなってもおかしくはないと思いますよ。呪のろいを解きたくて、人のためになることをしたくてウズウズしてる時期でしょうから。とりあえず何日かは尊重してあげるつもりです」

「さすが先せん輩ぱい、よくわかってる。あとは……朝ちょっと漸音ぜのんさんのところに行って報告とか助力を頼むとかせんと。うちの学校の警備って今時にしてはザルだからなー。学校の周り一メートルおきに完全武装の警備員を配置してください、とまでは言えんけども」

「あまり大っぴらなことをしたりすると、それはそれでみんなにバレて大問題ですからね……あ、お茶のお代わり淹いれてきますね？」

「いや、俺おれも今日は早めに寝るつもりだから別に──」

「まあまあ遠慮せずに。もう少し話したいこともありますし」

　などとこのはは台所でお湯を補給し、なぜかにこにことした笑顔で居間に戻ってきた。

「さて、春はる亮あきくん」

「な、なんでしょう？」

　なんとなく身を退ひきながら言う。このはのニコニコっぷり、本能が何か危険を告げている。

「さっき時間があったので、フィアさんに詳しく昼間のことを聞いてたんですよ。わたしのことをすっかり忘れて仲良くジュースとか飲んでたあたりのことです」

「ぬをッ……そ、それはもう謝ったよな!?　な!?」

「聞き逃してたことが色々ありましたからー。なんでしたっけ、ウォータークーラーの水で透けた白しら穂ほさんの制服をジロジロ。階段では助けるフリして触るタイミングを窺うかがってドキドキ。風で捲まくれるスカートが気になってチラチラ。隙すきあらば白穂さんを抱だき締めようとワクワク──と。いけませんね、実にいけませんね？　ふしだらです」

「ちょっと待て、なんか捏ねつ造ぞうされてる部分があるぞっ!?」

「聞く耳持たないです。なんというか、白穂さんはナチュラルに無防備でいけません。まったくオトコノコは、隙あらばえっちな目で女の子を……」

　あれは向こうが勝手に隙を見せまくっていただけで!?　という反はん駁ばくを反射的に繰り出したくなるが、実際色々気になってしまっていたのは事実だ。後ろめたい部分がまったくないとも言い切れず、実に反論しにくい気分。ならば手は一つしかない。

「はっ……はっはっは。いやー、まったくそうだな、ドジっ娘こにも程ほどがある！　確かに困った、これは一刻も早く寝なけりゃダメだな！　というわけでおやすみー」

　腰を浮かせたところで、がっしりにこにこと手首を摑つかまれた。立ち上がれない。

「さあ、まだ色々聞きたいことはありますよ？　春亮くんは天然っぽいコが好みなのかとか無防備なとこの本音はどうなのかとかやっぱりあれくらいの大きさがちょうどいいのかとか」

　……大きさって何のでしょう。
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　翌日の朝。ＨＲでの連絡事項は三つだった。体育祭が近付いてきたがその後の中間テストのことも忘れないように。最近、物品遺失の報告が多いので各自貴重品には気をつけること。

　そして──体調不良で倒れる者が多い。睡眠をしっかり取って食事を抜くな。

　的外れで無意味な注意喚かん起きだった。

　ＨＲの後は数分の空き時間、教室は喧けん騒そうに包まれる。

　そんな中、フィアはむっつりと腕組みをして自分の席に座っていた。隣を見ると、春はる亮あきが机に突っ伏して死んだように仮眠を取っている。朝も疲れた様子だったから、昨夜に疲労困こん憊ぱいするような出来事が何かあったのだろう──弾だん劾がい裁判のような。いい気味だ。

「……」

　フィアの指は、とんとんと忙せわしないリズムを奏している。

　正直なところ、焦あせっていた。

　奴やつがいつ来るかわからない以上、できるなら常にパトロールをしておきたかった。しかしさすがに向こうも授業中は事件を起こさない可能性が高く、さらに言うなら登校二日目から授業を全サボリも問題がある──特に初日から午後の授業をエスケープした身とあっては。

　結局、意味のあるパトロールが可能なのは休み時間だけだった。今も休み時間と言えばそうだが、校舎を歩くにはあまりにも時間が少なすぎる。

（時間、か）

　思い出すのは、自らの呪のろいを呪っていた──そして人間への失望を抱いだいていた、あの時間。

　呪いで人に害を為なす。それは全にして一の共通項。人形も、拷ごう問もん処刑用具も、変わらない。

　今、王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ルがそこにいる。あの光こう明みようのない時間の中にいる。

　そう思えた。

　想像する。奴は呪いを呪いつつも、抗あらがえない衝しよう動どうに苦しんでいるのだろう。自分はただ道具として生まれただけなのに、望まれて使われただけなのに、それでどうしてこうなってしまったのかを延々と考え続けているのだろう。何も考えない道具に戻れればどれほど幸せなことかと思いながら、けれど人に使われる悦よろこびを知ってしまった自意識がそれを許さない矛む盾じゆんに胸を搔かき毟むしっているのだろう。

　そう、想像できる──なぜならそれは、自分がかつて過ごした時間。

　自分は人を傷つけずには存在できないモノである。一人では覆くつがえせないその真理を、焼き鏝ごてのように処刑杭くいのように鋼鉄処女の棘とげのように、ただ無限に押し当てられるだけの責せめ苦く。それが自分ではない誰だれかに救われるまで、ただひたすらに長く辛つらく続いていた時間──

　ああ、自分は早く救ってほしかった。一刻も早く、一刻も一刻も一刻も早く。

　だから──自分が、かつての自分に、教えてやらねば。

（白しら穂ほや春はる亮あきが……お前を救うために、待っているぞ、と）

　一刻も早く。

　サヴェレンティを見つけたいと、焦あせる。

　早く時間よ過ぎろ。早く授業よ終われ。私の前に現れろ人形。耳は澄ませておこう。悲鳴は聞こえてこないか。騒ぎが起こってはいないか。起こったならば授業など気にしてはいられない。ああ、もどかしい──

「フィアちゃーん、おはよーっ」

「眠そうだね、昨日寝れなかったの？　深夜テレビとか？」

「ていうか昨日の午後いなかったよね。夜や知ち君も。なんか倒れた人多かったって話だけど、ひょっとしてフィアちゃん達たちもそれだった？　まだ体調悪い？」

　クラスメイトの女子が数人、どたばたと机の回りに集まってきた。昨日少し話をしただけの間柄だ。名乗られていないので、正直なところ名前も覚えていなかった。

「……」

　耳を澄ませていたのにうるさいな、と思わず顔を顰しかめてしまう。舌打ちが出なかったのが奇跡的だった。女子達もフィアの様子がおかしいのに気付いたようで、怪け訝げんに顔を見合わせる。

「いや。昨日は──転入の手続きの用事がまだ残っていて、それが長引いて、だ。春亮はその手伝いで。体調に問題はない。それから、昨日はテレビを見ずに早く寝た。それが？」

「そ、そーなんだー。いや、ずっと目瞑つぶってたからさ、眠いのかなって」

「眠いって言えば夜知君も寝っぱなしだね。うわ、まさか昨日の夜に何かあったんじゃ……!?」

　女子の一人が、微妙な空気を払ふつ拭しよくするためだろう、無理矢理に明るい声を出した。それに縋すがりつくように、他ほかの女子もお互いの脇わき腹ばらをつつき始める。

「何かって何さー、エロ。このエロ女。昨日のあれ、《いきなり逢あい引びき説》をまだ引き摺ずってるのかね？　ま、最初に提唱したのはあたしなんだけどさ」

「ていうかないでしょ、夜知君の家って一組の──村むら正まささん？　もいるじゃん」

「あ、あの子名字で呼ばれるの嫌いだから気をつけなよー」

「変なのー。てかさ、あの子も従い兄と妹こってわりには夜知君に対する態度が気になるんだけど……フィアちゃんはどう思う？」

　どうせこの時間は歩けない。次からの休み時間まで邪じや魔まされては困るので、今は適当に相手をしておいたほうがいいと判断する。頼れるのは日本式問題解決術──つまりは愛あい想そ笑いだ。

「なんというか、すまん、わからん。とりあえずウシチチのことはよく知らん」

「ウシっ……てうわ、なんか凄すごく納得。ひょっとして、あまり仲良かったりしないの？」

「……良くはないな。体積的にも行動的にも目め障ざわりというか、隙すきあらば春亮に近付いてハレンチな空気を作り出したりもするし、なんというか生理的に合わんというか」

　ふと気付く。なぜか女子達たちは面白そうな含み笑いで顔を見合わせていた。

「これはもしや……三角？」

「っぽいね、ぽいね。思わぬ爆弾を掘り当てた気分。楽しくなってまいりました」

「フィアちゃん、いいことを教えてあげよう。それは生理的に合わないんじゃなくて、きっと女の本能……！」

「……？　それこそよくわからん。何が女の本能だと？」

　正直に問い返すと、さらに相手方のテンションが上がった。

「自分でわかっていないタイプのアレだ！　やばい、フィアちゃんこんな可か愛わいいのに！」

「まあ、日本語で理解できてないだけって可能性もあるけど」

「あの……お話の邪じや魔まして非常に申し訳ないのですが、その……あの……」

「向こうの人は初体験とか早そうだしねぇ。でもフィアちゃんだとひょっとしたら箱入りお嬢様な感じで本当に知らないのかも。うん、天然記念物だ、保護しなくちゃ」

「……お願いします……その……」

「未成熟で未発達な恋。その存在に気付いたとき、少女は己おのれが女であることを自覚するの！」

「あはは、甘あま酸ずっぱい昔を思い出すねぇ。昔はよかった」

　フィアは怪け訝げんに首を傾かしげた。

　恋って何だろう。

　知らない概がい念ねんは学習すべきだ。が、彼女達にそれを聞こうと口を開きかけたそのとき、フィアの斜め後ろに座っていた女子──錐きり霞かが軽く嘆たん息そくして立ち上がった。

「お前達、そろそろ周りを見たらどうだ」

「へ？　どうしたの委員長。ってうわ、日ひ村むら先生っ」

「気付いていただけて……助かります……」

　そこにいたのは陰気な風ふう貌ぼうをした男だった。数学教師・日村素す直なおだ。前髪が長いため表情はわからず、ぼそぼそと話す小さな声はひたすらに覇は気きがない。

「あの……授業を、始めますので……」

「あ、はーい。すいませんでしたー」

　素直に女子達は席へ帰っていく。「暗すぎるけど顔はそんなに悪くない、とかで女子人気はそこそこあるんだってよ」と昨日春はる亮あきが話していたのをフィアは思い出した。ついでにこの男の渾あだ名なが幽霊だとか逆エナジードレイン男だとかいうことも。

「ところでフィアくん、委員長として頼みがある。少し頭を引いてくれないか」

「ん？」

　意味はよくわからなかったが、とりあえず錐霞の声に従う。と、目の前をばびゅんと消しゴムが通過していった。それは隣の席で寝ていた春亮の頭に直撃し、

「いてっ!?　な、なんだ、ホームランボールでも飛んできたか!?」

「ええと……では、委員長さん、号令をお願いします……」

「──起立。礼。着席」

　がこがこと椅い子すが音を立てる中、春はる亮あきが怪け訝げんそうに首を捻ひねっていた。が、そのうちにまたうとうと船をこぎ始める。

　フィアが辛かろうじて聞き取れるほどの小さな声で、背後の錐きり霞かが「本当に、夜中に変なことをしていたのではないだろうな……？」と呟つぶやいた気がした。
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　犯人は現場に舞い戻る。どこかで誰だれかが言っていた。

　被服室前の廊下で仁に王おう立ちし、むん、とフィアは独り気合を入れて胸を張る。授業の合間の休み時間は十分しかないので、歩き回るよりも一箇か所しよを重点的に監視することにしたのだ。

　人ひと気けのない校舎とはいえ、全く人が通らないということはない。足音が近付いてくるたびにフィアは身構え、そちらに鋭い眼光を向けて戦闘態勢に入る。

　ぎろり。

「うわっ!?」

　ぎろぎろり。

「ゆ、許してっ！　ナンパしようなんて思ってないです!?」

　ぎろぎろぎろりっ。

「……おはようございます、フィア様」

「ぬ、昨日の秘書」

　脈絡もなく現れた漸音ぜのんのみが、これが秘書の嗜たしなみと言わんばかりの平常心で返してきた。相変わらずの無表情である──ただ一点、おかしなものが頭に載ってはいたが。

「何の用だ」

「いえ、これを。人手不足ですので」

《改装中につき使用禁止》と書かれた紙をペタリと被服室のドアに貼はる。それから彼女は小さな手帳のような器械をポケットから取り出し、「被服室の告知終了、業者の連絡待ち……」などと呟きながら軽く操作した。ペンでつついているし、どうやら本当に手帳らしい。驚おどろきだ。

「調子はどのようでしょうか」

「今やっておる。そちらの様子はどうだ。春亮が何かを頼んだのだろう」

「はい。校門及び外周の各所に人員を配置し、敷地そのものへの侵入を警戒しております──ただ元々常駐している警備員が少なく、万全とは言えません。私もこの後警備に加わりますが」

「……なるほど。それで、頭のそれか」

「紫外線は緩かん慢まんな殺人光線です」

　フィアが胡う乱ろんな目で眺ながめるのは、秘書の頭に載った麦わら帽子だ。そのクールビューティ然とした表情や服装には呆あきれるほど似合っていない。さらにその帽子には妙にラブリーなクマの絵柄が編み込まれており、ギリシャ彫刻がぬいぐるみを持っているような、ある意味冒ぼう瀆とく的な場違い感すら感じてしまう──他ほかの人間であれば普通に可か愛わいいアイテムではあろうが。

「なにぶん急なことですので、すぐには警備員を増員することもできず……申し訳ありませんが、しばらくはこのような状況です。理事長が帰ってくれば、侵入防止の監視カメラを設置することも提言するつもりですが」

「蟻あり一匹通さぬほどの警備網は期待していない。そもそも相手は人間ではないのだ、百パーセントの侵入阻そ止しは不可能だろう。捕まえやすい状況を作ってくれればよい」

　あとは、とフィアはぽりぽりと頰ほおを搔かいた。

「この教室のようなサポートがあれば充分だ。意図して設備を破壊するつもりはないが」

「問題ありません。修しゆう繕ぜん費は理事長の金ですので」

　きっぱりと言い切る。

「そ、そうか。ともかく、校舎の中は任せておけ。必ず捕らえてみせる」

「はい。期待しております──それでは、お気をつけて」

　礼儀正しく一礼し、そのまま漸音ぜのんは去っていった。クマさん麦わら帽子が廊下の向こうに消えるのを見届けると、フィアは気合を入れるように自分の頰を叩たたいた。

「期待、か。よし！　頑張らねばな！」

　期待している、などという言葉をかけられるのは初めてのことかもしれなかった。さらに神経を集中させ、廊下を監視する。また足音が聞こえてきた。今度こそヤツか、と身構え──

「きゃあっ！　……て、フィアちゃん？」

　フィアの眼力でビクリとしたのは同じクラスの女子だった。朝に話していた相手の一人だ。

「……なにしてるの？」

「不審者を探しておる」

「へ、へえ。私、先生にプリント出すだけだから……」

「そうか。不審者には気をつけろ」

　大おお真ま面じ目めに言ってやると、なぜかくすくすと笑いながら彼女は軽く手を振って通り過ぎていった。はてどうして私が笑われたのだろうと首を捻ひねっていると別の生徒が現れた。反射的に前の数人と同じく睨にらみつけてしまい、ぎろりっ、ひいぃ、の基本コンボ。別に悲鳴などあげなくてもよいではないか。あれではまるで私が怯おびえさせているような──

「はっ……!?　も、もしや、一番不審なのは私か!?」

　愕がく然ぜん。

　笑われた理由がわかってしまった。なんとなく情けなくなり、肩を落とす。

　とりあえず廊下の真ん中でやっているのがまずいのか。角から覗のぞけばまだマシか、と踊り場へ移動した。何気なくそこの窓から外を眺ながめる。と、

「ん？」

　窓の下にあるのは、塀へいと校舎に挟はさまれた狭い空間、いわゆる校舎裏だ。そこに用がある人間などいない、はずなのだが。

　人影が二つ、校舎の近くで重なっていた。一方が倒れ、一方がその上に乗っているような。髪の長さからして、上で覆おおいかぶさっているのが女であり──

　思考を停止。周囲の人目を素早く確認。ポケットの手にはルービックキューブの感触。

　同時、もう一方の腕が勝手に動いて窓を開け、

　気付けば空を飛んでいる。

「っ！」

　影達たちの背後に着地。日当たりの悪い大地が足形に凹へこんだ。これは土が湿っているからであって、自分が重いからではない。絶対に。

「そこで何をしている！　止やめ……ろ……？」

「あぁん、ダメ、こんなとこでキスは。誰だれかに見られちゃうよ」

「別に見られてもいいじゃん──ってなんだぁっ？」

　確かに女が男に覆いかぶさっていた。ただしそれはフィアが想像していたような精気吸いではなく、いや別の意味で精気吸いだと言えなくもないような、

（は、ハレンチすぎる……！）

　正確には抱だき合っていただけだった。座り込んだ男の膝ひざの上に女が載っている形。顔をギリギリに近付け、ぎゅっと胸を押しつけ合っている。なぜか自分の頰ほおに血の気が集まってきた。

「ふぁ……ぽ、あ……」

　いつからいたの頼むから先公とかにチクるのは勘かん弁べんしてくれキミ留学生？　とか言いながら慌あわててカップルがその身体からだを離す。そんなことは暴れるほどどうでもいい。

「ま、紛らわしい！　こんなときになにをしておるのだ！　あほーか貴様ら、恥を知れ！」

　むしろこっちが恥ずかしかった。ルービックキューブを変化させていなかったのも飛び降りたところを見られなかったのも幸運でしかない。なんて失態、なんて勘違い。

　ますます赤くなってきた顔を隠すように、大おお股またでその場を立ち去る。

「が、学校で、なんとハレンチな。本当におるのだな、ああいう奴やつら……いやいや感心しておる場合ではない。実際にあることだとわかってしまったのならば、そう、春はる亮あきがウシチチ女とハレンチ行為をする可能性も高まったわけで……今後はもっと注意せねば」

　ぶつくさ呟つぶやきながら理科棟に入り、階段を上る。

「しかし、もうそろそろ休み時間は終わってしまうな……奴の捕ほ獲かくは次に持ち越しか。来るとも限らんが──いや、来る、来るさ。勘を馬ば鹿かにするな。ふん」

　そして角を曲がって廊下に出たところで、




　さっき別れたばかりのクラスメイトが倒れているのに気付いた。




　来ていたのだ。
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　定年間近の老教師の声は鎮ちん魂こん歌かに似ていた。科目は古典。内職も居眠りもオールオッケー、の楽な授業である。だがそれにしても今の教室には落ち着きがない。声を潜ひそめた囁ささやき、メモを回す動き、机の下でメールを打つ姿……それらは意識しなくとも春はる亮あきの目や耳に入ってくる。

（二日連続は……何か変なことが起こってる、ってさすがに思うか）

　無論、表向きは熱中症だの貧血だのがたまたま連続しているだけという話になっている。診察した医者にも《理由はわからないが何か体力が落ちて倒れた》としか判断できていないらしいので当然だ。見舞いに行った生徒の話を盗み聞きしたところによると、中にはもう起きて話ができるほどにまで回復した人間もいるようで、あと数日休めば全員それなりに動けるようになるだろうとか。ちなみに誰だれも倒れた当時のことは覚えていないらしい。

　しかしそんな生徒の数が二日合わせて十人ほどになったとなれば、これはもう何かの作為を感じずにはいられないのが人間だ。クロロホルムを持った変態が徘はい徊かいしているとか霊の祟たたりだとかガスがどこかから噴き出てるんじゃないかとか、そういった根拠のない噂うわさ話ばなしが今も教室内を飛び回っているのだろう。

　特に、初めてクラスメイトが被害に遭あった──この教室では。

　春亮はそっと隣の席の様子を窺うかがった。銀髪の少女はペンも持たず、ただ真っ白なノートをぼんやり見下ろしている。

　彼女はこの時間、数十分遅れで教室に帰ってきた。そして教室にあったもう一つの空席を指差し、「……そいつを保健室に連れて行ってきた」と告げたのだ。春亮は素もとより、それで他ほかの生徒も何が起こったのか勘かん付づいたらしい。他クラスの生徒とのメール交換で、他にも被害者がいることがすぐ教室中に伝わり──「やっぱおかしいよねコレ？」という今の雰囲気に至る。

　春亮にしても、とても落ち着いて授業など聞いていられる気分ではなかった。けれど今から教室を飛び出すのも怪しすぎる。自分達たちは昏こん倒とう事件に関係がありますよと絶叫しているようなものだ。ある程度探して見つからなかったからこそ、フィアもここに帰ってきたのだろうし。

（くそ……）

　机の下で拳こぶしを握り締める。無論、休み時間には春亮も校舎を歩き回っていた。このはも同様の仕事をしていただろう。フィアの顔を立てるために表立っては言わなかったにしても、結局は手分けして警戒していたのと同じ状況だった。

　それでも──止められなかった。止められるのは、事情を知っている自分達たちだけなのに。

　胸中を刺すのは悔かい恨こんと無力感。

　おそらくは、隣の席で俯うつむいている、銀髪の少女と同じ。




（私は……何をやっているのだ）

　あんな勘かん違ちがいをしている隙すきに。的外れなことをしている隙に。

　みすみす奴やつの犯行を許してしまった。つい数十秒前まで話していた人間を被害に遭あわせてしまった──つい数十秒前。そこを一番悔くいる。

　授業終了のチャイムが鳴った。休み時間の喧けん騒そう──密ひそやかな喧騒という矛む盾じゆん。

　誰だれのものでもない視線を肌に感じた。誰のものでもない囁ささやきが耳に届いた。

　お前がもう少ししっかりしていれば彼女は無事だったのだ、と責められているような気がする。気がするだけだ。視線はただなんとなく見られただけ、囁きは自分が勝手に耳を欹そばだてているだけ。誰も特別な意識を自分に向けてなどいない。それでも──

「……」

　席を立って廊下に出る。ちらちら顔を向けてくる春はる亮あきとは、今はなんとなく話をしたくなかった。したほうがいいのはわかっていたけれど。

　無論、あの後も人形は見つからなかった。今日の犯行は終わりなのか、それとも再び事件を起こすタイミングを待っているのか──わからない。それでも、探さないわけにはいかなかった。当てはないながらも、人ひと気けのない場所を目指して歩き出す。

　そう、当てはない。まだ学校にいるかもしれないが、もう外に出ているかもしれない。状況的には、昨日と同じことをただ繰り返しただけになっている──いや、被害者が増えている以上、それは悪化していると言わざるを得ない。この自分という無力な小娘は、事態の悪化を防ぐことすらできていないのだ……

　意識せず溜ため息が漏もれ、顔が俯く。そのとき、ぼふん、とその顔が何かにめり込んだ。

「……むに」

「きゃん!?　あ、フィアちゃん……ど、どうしたの。顔がスゴイよ？」

　埋まった胸の持ち主は白しら穂ほだった。人当たりの良い笑顔が眩まぶしい。自じ虐ぎやく的な気分がさらに高まり、へっ、と唇くちびるを歪ゆがめたフィアは現実逃避気味に目の前のモノに対して呟つぶやいた。

「ふぅー……スゴイというならお前のこれもスゴイのだ。ウシチチほどではないがな。ああ、私はダメダメだな……」

「そ、そんなとこで喋しやべられるとくすぐったいよ!?」

「あははははははは」

「脈絡なく乾いた声で笑われても怖いし!?　え、えーとね、フィアちゃんはこれからだよ、これから！」

「信じられん。これからどうすれば人並みレベルに到達できるというのだ……」

　虚うつろな声でフィアが問うと、

「んーと、それは、その──も、揉もめばおっきくなるよ！　ぼ、ボクも頑張りましたよ!?　こんな感じで！」

　むにむに、と白しら穂ほは自らの胸を両手で揉む。ぼーっとそれを眺ながめていたフィアも、

「おお。気のせいかもしれんが、心なしか大きくなっていくような……やってみよう」

　さすさす、と自分の板を擦さすり始めた。

　通りすがりの男子は二人の行為にビクリとしていた。

「あと、他人に揉まれたほうが効果は高いっていうね……」

「よし。揉め。ギブ＆テイクだ、お前のは私が揉む」

「ひゃあ！　え、ホントに？　ホントに？」

「……おのれ。柔らかいうえに温かい。なぜか憎しみが湧わいてきたぞ……」

「んっ。大丈夫、フィアちゃんも、ちゃんとあるよ……これからだよ、これから」

　また別の男子がその脇わきを通り過ぎようとする。伯はく途と泰たい造ぞうだった。彼は廊下でお互いの胸（と板）を揉み合う女子生徒二人を見て同じくビクリとし、そしてなぜか二、三度頷うなずきながら「ごちそうさまです！」と礼を言った。
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　結局、二人の奇態は「廊下で公序良俗に反する行為は勘かん弁べんしてくれないだろうか……！」と通りがかった錐きり霞かが顔を真まっ赤かにして言うまで続いた。

　我を取り戻したフィアは、白しら穂ほに誘われるまま、昨日と同じ中庭のベンチに移動する。あんなにぼんやり歩いていたら見つかるものも見つからない、少し気分転換して落ち着いたほうがいいよ、と言われたためだった。

　昨日のお返しということで奢おごってもらったカップのジュースを啜すすりつつ、

「……金はいいのか」

「あはは、お返しだもん。今日はだいじょぶ」

　さっき自販機で無用な出費もしたはずなのだが、そう言うので気にしないことにした。

　一杯目を取り忘れたまま二杯目のボタンを押してしまい、倒れたカップを前に右往左往していた白穂の姿を思い出す……こいつこそもう少し落ち着いたほうがいいと思う。

「で、どうしたの？　あまり時間ないけど、ボクが聞けることなら聞くよ」

　邪じや気きのない顔で言ってくる。フィアは再び胸中に暗いものが落ちるのを感じた。

「聞いているのだろう。さっきもまた、奴やつが来ていたようだ」

「そうみたいだね……ボクも歩き回ってたんだけど」

「警戒していたのに、防げなかった。捕まえることができなかった。お前に約束していたのに。絶対に捕まえてお前に会わせると約束したのに」

　それで凹へこんでたんだ？　との問いに頷うなずき、

「一刻も早く捕まえてやりたいと思っていた。被害者が増える前に──そして何より、あいつ自身のために」

「サヴェレンティのため？」

「そうだ。奴は──私と同じモノだ。だからわかる。呪のろわれた自身に対する嫌けん悪お。呪った人間に対する失望。それでも呪いの発はつ露ろを止められない無念。わかるからこそ、私は伝えてやらねばならない。唯一の救い……呪いは解けるのだ、ということを」

　フィアは残りのジュースを一息で飲み終え、くしゃりと紙コップを潰つぶした。

「おそらく奴は自や棄けを起こしているようなものなのだ。無機の先せん達だつとして──傲ごう慢まんなのかもしれないが、私は奴を救ってやりたいと思う。それだけだ。それだけなのに、そんなこともできないとは……不ふ甲が斐いない」

「よっと！」

「むが!?」

　突然、隣に座っていた白穂がフィアを抱だきすくめる。首だけを動かして白穂の顔を見ると、彼女は何か眩まぶしいものを見るような目で微笑していた。

「焦あせらなくてもいいじゃん。その気持ち聞いたら、サヴェレンティはとっても嬉うれしいと思うよ。勿もち論ろん、あの子に幸せになってほしいって思うボクも嬉しい。だから、お礼」

　気恥ずかしい。けれど不思議と不快ではなかった。

「……しかし、こうも思うのだ。かつて私も呪のろいで人を害した。取り返しのつかないことをした。私はただ、その取り返しのつかない過去の行為をなかったことにしたいが為ために──今、奴やつを止めようとしているのではないかと。私は無関係なあいつを利用して、自らの贖しよく罪ざいを果たしている気分になりたいだけなのかもしれない」

「難しいことはわかんないな。ボクにわかるのはね、フィアちゃんがあの子のことを本気で考えてくれてるってことだけ。だから、ぎゅー。そんな哀かなしい顔してても何にもなんないよ」

　無む闇やみに明るく白しら穂ほが笑う。サヴェレンティのことに悩んでいるのは彼女も同じで、だからそれはきっと空から元気だ。けれど。

　ふと思う。空元気で笑うというのは、実はとても難しいことなのではないかと。だから、無理矢理にでも笑える白穂は、強い。彼女はそそっかしいが、どこか一本芯しんの通った心の強さを持っている人間なのだと──そのとき初めて気付いた。

　その強さが彼女の胸を通じて注入されてくるような気がして、

「哀しい顔をしていても何にもならない、か。ふふ、それは確かにその通りだ」

「でしょ？」

「……よし、休息は充分だ！　諦あきらめんぞ、絶対に奴を捕まえてみせよう！」

　むっく、と身を起こす。単なる開き直りかもしれなかったが、不思議と胸が軽くなっていた。

「その意気その意気。ボクも手伝うから」

「うむ、お前は依頼人その２だからいいが、私が動かんとまたあの邪じや魔まなウシチチがでしゃばってきそうだ。弱よわ音ねを吐いておる場合ではない。まったく、あんなウシ……チチ、など……」

　ふと、あの乳のイメージが頭に浮かぶ。そして気付くと顔のすぐ近くにそのにっくき膨ふくらみと似たようなものがあった。さらに気付くとなぜか自分の手がそれをむんずと摑つかんで揉もんでいた。

「にょひゃあっ!?　ど、どういう流れでボクの胸が鷲わし摑まれ!?」

「む、すまん。奴のことを思い出して、つい手が勝手に。それにしても……さっきも思ったが、ううむ、一体何が詰まっておるのだ……？　ついでだ、悪いがもう少し敵状視察に付き合え」

「い、意味がわからないよぅー!?」




　自販機の陰に隠れるようにして、春はる亮あきはジト目でベンチの二人を眺ながめていた。

「──何やってんだあいつら」

　フィアが凹へこんでいた様子だったので、愚ぐ痴ちくらいは聞いてやろうと追いかけたのだが……さすがに廊下で胸を揉み合う二人に声をかけるのは気恥ずかしかった。それからなんとなくストーカーみたいに尾行してしまって今に至る。

　色々おかしなことをしていたが、とりあえずフィアは元気になったようだった。これでよかったのかもしれない、と春はる亮あきは思う。もう学校に来ている以上、自分やこのは以外の生徒とも普通に触れ合えるようになってもらわないと困るのだ。白しら穂ほは関係者と一般人の間にいるようなものなので、その練習相手としては最適だろう──胸を揉もんだりするのが普通の触れ合いかどうかはさておいて。

　ともあれ、とこれからのことを考える。

　漸音ぜのんの手配で多少は警備が厳しくなっていたはずだが、今日もサヴェレンティは学校内に侵入して精気吸いを果たした。警備に文句を言うつもりはない──急には人員を確保するのも難しいだろう。それは一日二日では変わらないはずだ。

「となると、やっぱ俺おれ達たちがなんか手を打たなきゃな……」

　チャイムが鳴りそうだったので、教室に足を向けた。サヴェレンティを探したいところではあるが、昨日と同じく既すでに逃げている可能性が高い。無論のこと逃げていない可能性もなくはないから、休み時間の警備と捜索は続けざるを得ないにしても──無意味に授業をサボって事件との関連を疑われれば、今後本当に大事なときに動きにくくなってしまう。

　ただ、授業中でもすべきことはある。これからの対策を考えることだ。

　今日も事件を防げなかったことは悔くやしい。無力な自分に対する怒りと苛いら立だちがある。絶対にこれ以上は許してはならない──そう、絶対に、なんとしてでも。持てる力の限りを尽くして。

　けれど、ただの人間である自分一人の力は些さ細さいなものだ。つまり結局は。

　全員の力を合わせる、ということになるだろう。全員が本気で話し合って、本気でどう動くか決める。誰だれもがばらばらに動いていては捕まるものも捕まらない。

「もう助手がどうこうとか言ってる場合じゃなくなったな。問題はボスの機嫌がどうなるかだが──さて、どうだまくらかすか。上う手まい切り出し方、昼休みまでに考えとこう」
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　そして昼休み。

「フィアちゃーん、ついでにあっきー、昼ごはん食べよー。まあ、あたしはフィアちゃんを食べたいのですがな！　こう、お皿に寝かせてお刺さし身み載せて……ウシシシ！」

「フィアちゃん、さっきはディモールトありがとう！　でも一つ心残りがあるとすれば、それは相手がこのはさんじゃなかったことだ！　もしそうだったら、俺は……半年！　半年はいけるね！」

「実はかなりの頻ひん度どで思っていることだが、お前達がこの学校に入れたこと自体が馬ば鹿かげている。そんな馬鹿はさておき、今日も負ける気はないぞ、夜や知ち」

「おいフィア、メシ食ったらちょっと話──」

　と四人が口々に言うカオスの中、

「すまんな！　今日のメシはいらん、私のぶんは誰だれか食ってよいぞ！」

　銀髪の少女は勢いよく廊下へ走り出ていく。泰たい造ぞうと渦か奈なはぽかんとその背を見送り、春はる亮あきはがっくりと肩を落としていた。

「考えたのに……パターン５まで考えたのにっ……」

　残る一人、錐きり霞かはそんな春亮を何か言いたそうに見つめていたが、

「急いでメシ食って探しに行くか……ん、いんちょーさん、なに？」

「い、いや。何でもない。ないぞ」

　なぜか軽くうろたえながら顔を逸そらし、何かを誤ご魔ま化かすように机で島を作り始めた。

　それからフィア抜きで食事が始まる。まずはいつもの料理対決──そして錐霞が歯は嚙がみするいつもの結末。ある意味では何の変へん哲てつもない昼食の風景だった。

「そういや、つっちー大丈夫かなぁー」

「つっちー？　ああ、土つち谷やか。最近多いよな、栄養失調か貧血か知らないけど」

　食べ始めてすぐ、渦奈と泰造が食卓にその話題を持ち込んだ。

　春亮はぴくりと箸はし先さきを揺らしつつ、平静を装よそおって食事を続ける。

「何にゃのかなー。あたし的にはチョージョー的な何かってセンだと思うねっ」

　渦奈はボケてるように見えて意外と鋭い。

「俺おれはクロロホルムの怪人説を推おすぞ。さっと生徒の後ろに忍び寄り、さっとクロロホルムを当て、昏こん倒とうさせたことで満足して何もせずにさっと立ち去る……すげぇ紳士的な変態だな!?」

　泰造はボケてるように見えて本当にボケている。

「男の子も何人か倒れてるんじゃなかったっけ」

「……紳士だからそっちのケもあるんだ。そこは褒ほめられない」

「あとクロロホルム吸ってもそんなすぐ眠らないって聞いたことがあるけどにゃー。やっぱ超常っすよ、昔死んだ男子生徒の霊でしょ。なんか今日倒れたコを見つけた人が、そのときちらっと目の覚めるような美少年を見たとか見ないとか」

「噓うそ臭くせぇなー。クロロホルム男だん爵しやくはもっとダンディーなオジサマだ、そうに決まってる！　ステッキとシルクハットで、ヒゲは勿もち論ろんＶ字な！　つまりターンＡ変態だよ！」

　いもしない男子生徒の霊や変態紳士の話で盛り上がる二人。まぁあいつがばっちり目撃されているとそれはそれで面倒なことになるか、と生温かい目でその議論を見守っていたとき──

「夜や知ちはどう思う？」

　馬ば鹿か話ばなしには我関せず、がデフォルトのはずの錐霞が聞いてきた。なんでもないように、自分の弁当箱をつつきつつ──しかし、瞳ひとみだけは奇妙に真剣な色を湛たたえて。

　まずい。彼女は何か気付いているのだろうか。呪のろいの道具のことは全然知らない体ていで接しないといけないから、つまり自分もそんなことは関係ない風にしないといけないわけで……

「わ、わかんないな！　偶然だろきっと多分絶対。でももし変態だったら困るからあまり一人で人ひと気けのないとこをうろうろしないほうがいいかもな！」

「むっ」

　錐きり霞かがその目を不機嫌そうに細める。なぜこんな反応が返ってくるのかはわからないが、とにかく怖い。

「さ、さーて、俺おれもハンバーグの出来を確かめるか！　実はコレは挽ひき肉の配合比率が微妙でとても難しく今日はたまたま──」

「……ふんっ！」

　ざっく、と錐霞の箸はしが春はる亮あきの弁当箱に突き刺さる。そしてそのまま運ばれたハンバーグは錐霞の口の中へ。

「あー！　何すんだよいんちょーさん!?」

「まったく……いや、仕方ないのだが……それにしても……なんとなく、不愉快だ……ふん、お前は私のハンバーグを食え。敗北者の味がするぞ、悪かったな」

　不満げに呟つぶやきながらそんなことを言う。錐霞のハンバーグも一般的には合格点に達しているので別に問題はないのだが、それよりもいきなり不機嫌になった理由がわからない。

「おうっ、卑ひ怯きようなり。俺も春亮のバーグ食う！　さっきの試食だけじゃ足りん！」

「あっきーがイヤらしい手つきでこね回したおニク、あたしもー」

「お前らまでっ！」

　そんな感じでドタバタしていたとき、ふとクラスメイトの男子が席に近付いてきた。

「夜や知ちー、さっきそこで伝言預かってきたんだけど」

「伝言って……誰だれから？　フィア？」

「いんや。知らない男子。なんかジャニーズ系みたいなイケメン」

「え、何その俺っぽい呼称っていうかつまり俺。いつ俺が伝言など……フフ、シャイだなぁ」

　わけのわからないことを言う背後の泰たい造ぞうは軽く無視し、

「そんな奴やつ、俺も心当たりないけど……なんて？」

「グラウンドの水飲み場に今から来てくれって」

「今から？　つーかなんでそんなトコ？」

「知らねー。大事な用事だって言ってたぞ。じゃ、伝えたからな」

　大事な用事というなら無視するわけにもいかない。食べかけの弁当箱を閉じて席を立つ──そこで見えたのは、泰造と渦か奈なの妙に真剣な目配せ。

「ヤバクないっスか、たいちー」

「ああ、ヤバイな……イケメンが名指しで呼び出し。これは、間違いない──」

「「愛の告白だ！」」

　ワクワク、と二人は拳こぶしを握り締め、

「いってらっしゃい！　レポートよろしく！　写真も撮れたら欲しいっス！」

「お尻しりには気をつけるんだ！」

「……オイ」

　春はる亮あきはジト目を二人に向けるばかりだったが、

「ば、馬ば鹿かげているっ！　そ、そんなこと──許されないっ！　想像するのもいかん！」

　なぜか錐きり霞かが春亮よりも憤ふん慨がいし、顔を真まっ赤かにして二人を叱しかっていた。




　靴くつを履はき替えてグラウンドの隅に行ってみる。そこは主に運動部が使用する、コンクリート造りの水飲み場だ。校舎からは遠く、部活時以外にわざわざ足を運ぶ人間はいない。

「いねーじゃん……人を呼び出しといて」

　少しだけ待ってみるか、と網目のフェンスに背中を預ける。周囲を見回してみたが、グラウンドに警備員のような人間の姿はなかった。こんな見晴らしのいい場所から侵入や脱出をする可能性は低いから、敢あえて別の場所に配置されているのか……あるいは、どこかに隠れた状態で監視しているのか。

　グラウンドの中央では元気のいい男子グループがサッカーに興じていた。図書室で聞こえる外の音のような、騒がしいのに遠い声。なぜか見ているこっちが寂しくなるような感覚。

　ぼんやりとその光景を眺ながめつつ、キーパーの奴やつ暇ひまそうだなあ、と思ったとき──

　周りには誰だれもいないのに、耳元で声が聞こえた。

「どうも、人間。まだ私を探しているの？」

「──っ!?」

　思考の空白は一瞬。ばっとフェンスから離れて振り返る。

　網目のフェンスの向こうに見えるのは、無論──

「サヴェレンティ……！」

「他ほかの何かに見えると言うのなら、その目はガラス玉に入れ替えてもよさそうね、人間」

　相変わらずの、自然現象のような声、人工物のような顔立ち。軋きしみの聞こえそうな動作で片手を動かし、彼女はその陶とう磁じ器きの細指をフェンスに引っ掛けた。

　フェンスの高さは三メートルほど、その上には高くネットも張られている。乗り越える術すべはなく、彼女に接触できるのは言葉だけだ。

「なんでお前が──いや、そうか。元々お前の伝言だったんだな。無関係な生徒を摑つかまえて《夜や知ちのクラスの奴にこういう伝言を頼め》って頼んだわけか」

　伝言ゲームだ。二人の人間を使えば、最初に伝言を発したのが誰かはわからなくなる。

「愚おろかな人間にしては理解が早いわね」

「俺おれを呼び出して、何のつもりだ？」

「そう殺気立たなくてもいい。この措そ置ちは、同類の彼女達たちがいては落ち着いて話ができないからよ。貴方あなたに危害は加えないわ、人間」

「話か。丁ちよう度どいい、俺おれも話がある。できれば今日のお食事の前に来てほしかったけどな」

「ああ、そのことよ、人間。木の虚うろ程度に開いているだけのその耳でよく聞きなさい」

「そのこと？」

「確かに私は人間の精気を奪う。けれどそれは生を脅おびやかすものではない──数日も経たてば回復するもの。風か邪ぜのような些さ事じと思って見逃す気はないかしら」

　春はる亮あきは眉まゆを顰ひそめた。今いま更さら、なぜそんなことを言うのか。

　その内面を見越したかのように、

「銀色の同類はどうも諦あきらめないようだし、今日は普通の警備員もそこらを徘はい徊かいしているようだから。たいして脅きよう威いでもないけれど、面倒臭くさいのは事実なのでね──諦めて見逃す気にはならないのかしら、という確認よ」

　サヴェレンティは平然とした表情を変えずにそう言った。

　相変わらず向こうの意図は読めない。ただ一つ、今後もこの学校で精気を吸い続けるつもりであるということ以外は。

　だが今は、そんなものは関係ない。見逃すも見逃さないもない。

「俺の答えは……お前は誤解してる。それだけだ」

「誤解？」

　無機質な眼まな差ざしに胡う乱ろんの色が宿る。春亮はそれを正面から見返した。そう──自分達たちはこれを伝えるために彼女を探していたのではなかったか。

「お前の呪いは解ける。俺の家は昔からそれを手伝ってきた。あの銀髪の小娘とか眼鏡めがねっ娘こも同じだ。俺の家に住んで呪のろいを解きつつある」

「……」

「誤解なんだ。白しら穂ほの親おや父じさんが理事長にお前を預けたのは、別に壊そうとしたからじゃない。勿もち論ろん俺達もお前を壊すつもりなんかない。白穂だってもう一度お前に会いたくて探してる。親を止められなかったのを謝りたいんだとさ。だから、そんな──逃げ回る必要なんて、ないんだ。それは呪いの影響を撒まき散らしてるだけで、誰だれのためにもならない」

　そう。それは無論、サヴェレンティ本人のためにも。

「お前も、うちに来て呪いを解くことにしないか。好きで人間の精気奪ってるわけじゃないんだろ。お前はその呪いの事情がややこしそうだから、皆みんなと同じようにってわけにはいかないかもしれないが──約束する。可能な限り、お前が辛つらくないような形で、お前の呪いが解けるように全力で努力する。信じてくれ」

　返答までの短い数秒は、とても長い。

　白はく磁じの指がフェンスから離れ、瞬まばたきで長い睫まつ毛げが揺れる。風に吹かれた髪が細やかに散った。そして背筋を伸ばした彼女は、

「人間。私が言うべきことは一つ」

　かつてなく人形らしく、

　かつてなく感情を排し、

　かつてなく美しく──

　微笑んだ。




「──呪い。それは本当に、誰もが解きたいと思っているものなのかしら？」




「え──」

　今、何を言われたのか。理解できない。

　その間にサヴェレンティは目を閉じ、また開き、いつもの冷淡な表情を取り戻している。

「まだわからなければはっきりと言う。私は貴方あなたのところに行く気はないわ、人間」

「な、なんでだよ！　呪のろいが解けるんだぞ、俺おれは知ってる、お前らが好きで呪われたんじゃないことも、呪いで人間を傷つけるのが嫌いやなことも！　なんで……！」

「それが私には当て嵌はまらない、と言ったのよ。やはり人間は愚おろかね」

「もう人間なんかどうでもいいって思ってるのか。壊されると思ってたんなら人間のことが信じられなくなるのもわかる。でも、頼むよ──白しら穂ほは、お前に謝りたがってる。人を傷つけてほしくなんかないって言ってる！　勿もち論ろん俺もだ、言う資格なんかないかもしれないけど言うぞ、そんなことずっとやっててどうなるっていうんだ！」

「さあ。どうなるのかしら」

「っ……」

　掌てのひらに爪つめが食い込む。どうしてだ。どうしてこいつは、呪いを解く方法があるとわかってるのに、呪いを解こうとしない──!?

（そんなに、人間に失望してるのか。そんな。そんなの……）

　そのときだった。

　背後のグラウンド、サッカーをしていた一団の声が何かの拍子に高まる。どうやら新たな仲間が何人か合流したらしい。聞くともなしに聞こえてくるその内容は、

「マジで!?　またかよ！」

「さっき見てきたんだ、結構人だかりできてたぜ」

「よっし、賭かけは俺の勝ちだな！《昼からも誰か倒れる奴がいる》に賭かけた奴やつ、他ほかには？」

「俺俺ー。へへ、ゴチ！」

　春はる亮あきは愕がく然ぜんとしてサヴェレンティに向き直った。

「まさか……ここに来る前に、また生徒を襲おそってたのか!?」

　返答までには僅わずかに間があったが、

「──さあ。自分で確かめればいいでしょう、人間」

　結局はいつもの調子でそう言った。そしてフェンスから身を離し、彼女はやはり片足を引き摺ずるようにしながら踵きびすを返す。

「ま、待てっ！」

　春はる亮あきは慌あわててフェンスを摑つかんだ。この手に刀の切れ味があれば、と歯は嚙がみしつつ、最後の抵抗として声を届かせる──

「なんでこの学校でだけなんだ!?　お前、何がしたいんだよ!?」

　彼女は肩越しに、ちらりと後ろを振り返り──

　しかし何も答えないまま、春亮の前から立ち去った。




　フェンスは越えられない。校門まで回るにしても、その間に逃げ去ってしまうだろう──第一、もし追いつけても人じん外がいを力任せに取り押さえることなど自分一人では不可能だ。

　とりあえずこのはの携帯に電話してみたが、呼び出し音は鳴るものの繫つながらなかった。机にでも入れているのだろうか……フィアは携帯など持っていないし、簡単に二人とは合流できそうもない。では何をすべきかと考えて、倒れているという生徒のことを思い出した。薄情者が多くて今も倒れたままなら、自分が保健室に運ぶしかないだろう。

　サッカーをしていた連中に話を聞くと、場所は校舎の一階廊下、勝手口の近くということだった。生徒の特徴は──

「……っ!?」

　それを聞いた瞬間、走り出した。走らざるを得なかった。

　グラウンドを縦断。校舎へ。

　息を切らせながら、勝手口から廊下を覗のぞき込む。人ひと垣がきの隙すき間まに倒れた人影がある。

　それを見た瞬間、鼓こ動どうが一つ。

　どくん。

　走ったせいで跳はねていた心臓が、

　ついに身体からだの外に飛び出したのだと、そう思った。




　グラウンドの彼らは言ったのだ。

　それは眼鏡でおさげで、とびきり胸の大きな女子だった、と。







　第三章 「時には仮構も欲される」/ "Who is her?-Who is she?"
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　一昨日おとといから久しぶりに使われ始めた和室には、まだ少しばかり籠こもった畳たたみの匂においが残っていた。あと数日もすればそれは人の生活の気配に取って代わられ、ふと息を吸い込んだときにたまたま気付く程度の芳ほう香こう剤ざいになるのだろう。

　六畳じようの空間にある家具といえば、昨日春はる亮あきが離れから運んできたばかりの洋服ダンスだけ。他ほかにあるのは鞄かばんに入ったままの小物、雑誌に文庫本、ハンガーに掛けられた替えの制服──そう、この部屋は、《空き部屋》から《誰だれかの部屋》へと変わりつつある最中だった。

　そしてその主人たるべき村むら正まさこのはは、今、床に臥ふせっている。

「……は、ん、はぁ……」

　肌は赤く息は荒く、時折顔を顰しかめるようなそぶりも見せるが、死にそうなほど苦しんでいるというわけでもない。風か邪ぜで熱を出しているようなものだった。頻ひん度どは少ないにしろ、既すでに人の性質を得ている以上、彼女にもそういうことは稀まれにある。フィアも「……私達たちの根幹に影響はないと思う。とりあえず寝かせておくしかない」と判断していた。

　春亮は洗面器の水でタオルを絞り、このはの額に載せていたものと交換する。

「んっ……」

　眉まゆが僅わずかに下がったことにほっとして、春亮はなんとなくこのはの顔を覗のぞき込んだ。

　少しだけ開いた彼女の唇くちびるから、熱い吐息が耳元を通り過ぎる。眼鏡めがねの下で震ふるえる睫まつ毛げの長さに初めて気付いた。うなじに張りついた髪がなぜか艶なまめかしく、そのとき小さな汗が鎖さ骨こつを伝ってつぅっと胸元へ──

「って、なにマジマジと見てんだ俺おれ……！　いかんいかん、失礼だ」

　空気の入れ替えをしよう、と障しよう子じを開ける。風通しがよいのが日本家屋の利点だ。ふむ、と涼風に対し胸を張っていると、

「……春亮、くん……？」

「おう、目が覚めたか。大丈夫か？　まだ寝てろよ」

　彼女の枕まくら元もとに舞い戻る。このははうすらぼんやりとした目で春亮を見上げていた。

「わたし、どうしちゃったんでしたっけ……ああ、学校で、何か、吸われちゃって──それで。それで……」

「その話は元気になってから聞く。寝てろって」

「外、まだ明るい、ですね。まさか、早退、しちゃったんですか……？」

「ん、先生も家の事情はわかってるから、フィアと一緒に、案外あっさりと。さすがに病院には連れてけないから──悪いな」

「わたしこそ、ごめんなさい……迷惑かけちゃって。と、あれ……パジャマ……？」

　自分の状態にようやく気付いたらしいこのはが、急にもじもじと春はる亮あきを見つめてきた。さらにぽーっとその頰ほおが赤くなる。絶対に何か勘かん違ちがいしていた。

「違うぞ!?　フィアに頼んでやってもらったんだからな!?」

「あ、そーだったんですか……別に、春亮くんになら、いいんですけど……見られても……」

　熱のせいか、さりげに問題発言。とりあえずそれは聞かなかったことにして、

「つーかお前、本当に大丈夫なのか。なんか他ほかの被害者は元気がなくなるだけって話で、こんな風か邪ぜみたくなってないみたいだけど」

「ああ……多分、わたし達たち、《人の思い》で生まれたものですから……精神とか活力とか、そういうアバウトな異変でも、ダイレクトに身体からだに来るんじゃないかと。でも心配ないですよ、その代わりに復活も早いと思いますから」

「そうなのか。じゃあとにかく休めよ……夜はお粥かゆかなんか持ってくるから。卵粥とかミルク粥とか、リクエストは？」

「お肉粥」

「んなレパートリーはありません。消化悪すぎるだろ、却下だ却下」

　怒ったふりをすると、えへへ、とこのはは照れたように笑った。

「まあメシはともかく、他に今欲しいもんとかないか？　一人で寝たいっていうんならすぐ出て行くけど」

「欲しいもの、ですか……？」

　ちら、とこのはは横目で春亮の顔を見やった。だがすぐに視線は逸それ、

「あのー。なんとなく、なんとなく、ですよ？　こうしたら早く治るんじゃないかって、気分じゃなくてなんか本当に、そう感じるようなことが……ありまして」

「おお、じゃあ言ってくれよ」

　また、ちらり。今度は布ふ団とんの裾すそを引き上げ、恥ずかしそうに顔を隠す。

「おーい……？　このはさーん……？」

　彼女は子供のように布団の裾から目だけを出し、

「……手」

「手？」

「春亮くんの、手。ぎゅっ……って、したいんですけど……いいです、か？」

　それこそ子供みたいだ。こっちが恥ずかしい──が、

「ま、まぁ……それくらいなら。ほら」

　右手を差し出すと、このはは布団から出した両手でそれをぎゅっと握ってきた。柔らかく、温かい手だ。何かの拍子に手を握ったことくらいは何度もあるのに、パジャマ姿や潤うるんだ目という触しよく媒ばいが変な化学反応を引き起こしているのか、不思議に心臓の回転数が急上昇。

　そうしてもまだこのははもじもじとしており、

「えーと、なんていうか、こういうんじゃなくて……もうちょっと……えいっ」

「どわ!?」

　いきなり引っ張られる。春はる亮あきは布ふ団とんの傍そばに倒れ込むようになり、目の前には、横を向いたこのはのはにかんだ笑顔が待ち受けていた。そして引っ張られた手は、それを握るこのはの両手と一緒に──その、彼女の胸の間に、押し込まれているようなことに。

「ぶっ……!?」

「ご、ごめんなさい。でも、これ、これで……安心……何か取り戻したっていうか……だいじょぶ、なので……しばらく……すぅ……」

「ね、寝やがった……」

　これはまずい。このはが安眠できたのはいいのだがこれはまずい。

　手を完全包囲している温かくて柔らかいモノが、春亮の五感全すべてを塗り替えていく。ぴくりと動いただけで揺れたり跳はね返されたりと未知の質感。その優しい安心感はありえないほど気持ちよかった。溶けて一体化してるんじゃないかとも思う。変な汗がダラダラと出てきた。

（ど、どうすりゃいいんだ……っ？）

　──数十分経過。

　変に力を入れていたせいか、腕が攣つりそうになってくる。もう限界だ。このはの寝息も規則正しくなっているし、ここで脱出を試みることにする。

「ふっ……ぬっ」

　汗と熱気で胸に吸いついていたような手を、爆弾処理班の如ごとき慎重さでゆっくりと動かす。数分かけて、なんとか胸の間から引き剝はがすことに成功──

「ううん……」

　そのとき丁ちよう度ど、このはが寝返りを打った。春亮の指先がパジャマに引っ掛かり、どういう偶然かボタンが一個外れてしまう。弧こを描えがく肌色が目に飛び込んできた。ごくりと春亮は息を吞のむが、今いま更さら脱出は止やめられない。まだ手はこのはに摑つかまれていた。慎重にその指を解ほどき、なんとか片手を剝がす。すると今度は、

「なんだか……あつい……れすぅ……」

　このはがもぞもぞと身体からだを動かし、布団を足あし下もとに追い遣やる。なぜかその勢いでもう一個胸のボタンが外れた。さらに肌色の谷間が深くなり、そして布団がなくなったことでこのはの下半身も見えるようになる。

「……っぷ！」

　手で口を押さえ、思わず出そうになったツッコミを緊急停止した。

　布ふ団とんとの摩ま擦さつのせいだろう、パジャマのズボンが腰から軽くずり落ちるようになっていた。たかが数センチ、されど数センチ。腰骨が顕あらわになっており、見えるのはそこは腰なのか太ふと股ももなのかお尻しりなのかはっきりさせろと調停委員会が大騒ぎの肌色領土。しかもその三角紛争地帯の広大さを考えるに、間違いなく、

（な・ぜ・に!?）

　心の叫び。犯人はこのはを着替えさせた奴やつに決まっている。誰だれかを着替えさせるなんて初めてだったのだろう。「服を脱がせてパジャマを着せてやってくれ」としか言わなかったからか。「パジャマと下着を着せてやってくれ」と言わなかったからか！　そんなバカな。多少様子がおかしかったとはいえ、そんなのはボケすぎている……！

「うう、ん……あん……あつ……」

　このはが大きくローリング。胸のボタンがまた一つ。それはもはや臨界点。あと彼女が身じろぎ一つしただけで、いやさ深呼吸一つしただけでも、今は何かに辛かろうじて引っ掛かって半分しか見えていない膨ふくらみがフルオープンしてしまうことは間違いない……！

　弾はじけてしまう。ぽんっ、と弾けてしまう。

「あ……あ……」

　なぜか視線が逸そらせない。身体からだのどこも動かせない。

　そして、ゆっくりとゆっくりと、パジャマの張力が均きん衡こうを失い──
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　予想通りに、ぽんっ、と弾はじけて──




　このはが日本刀の姿になった。
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　眼前に広がる変へん哲てつない庭を、フィアは虚うつろに眺ながめている。縁側で膝ひざを抱かかえ、まるで調度品のように停止したまま。けれどそんな中、思考だけが止まろうとはしない。

　──また何もできなかった。

　──逆に、では自分にできることとは何なのか、と考えてしまって、

　──聞こえた。




　お前にできないことは何もない。




　鼓こ膜まくの裏で城主が言った。さあ、さあ、さあさあさあ。

　害せinjure。壊せdamage。犯せviolate。汚せdisgrace。刺せprick。潰せcrush。貫けpierce。開けopen。砕けsmash。裂けrend。焼けburn。抜けpull。剝げskin。削げshave。捥げpluck。断てcut。打てbeat。穿てperforate。撃てshoot。嚙めbite。殴れstrike。縛れbind。縊れhang。斬れslash。炙れgrill。捻れwring。抉れhollow。割れbreak。伸ばせstretch。圧しろpress──おお、お前こそがあらゆる害、あらゆる恐きよう禍かそのもの！

　故ゆえに、この領域において、お前にできないことは何もない！

　即すなわち拷問torture！　拷問torture！　拷問torture！　拷問torture！

　即ち処刑execution！　処刑execution！　処刑execution！　処刑execution！

　くくく、ははは、かはははははははははははははきゃははははははははははは──!!

　縁側に拳こぶしを落とす。どん、という音と共に、五う月る蠅さい笑しよう声せいが消えた。

　それでもまだ頭には残っている。当然だ。それは、かつてあった事実なのだから。

　その悪夢きおくが嘲あざけっていた。ほら見たことか、と蔑さげすんでいた。

　何としてでもと思っていたのに、何もできなかった──今ここにいる自分を。

　ああ、あるいは、何もできないのが当然なのかもしれない。その根拠を自分が知っていることに、城主の笑い声で気付かされてしまった。

「やっぱり……元々、私には、無理なのか……？」

　──だって、誰だれも。

　──そう、長い時の中で、誰も。

　──何でもできるはずの拷ごう問もん具ぐに向けて、救えsave、なんて言ったことはなかったのだから。
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「ううむ、助かったような残念なような……いや！　助かったんだ当然だ、俺おれにはやましい気持ちなどなくだから残念なことなど何一つない……！」

　誰だれかに言い訳するようにぶつぶつ呟つぶやきながら、春はる亮あきは縁側を歩く。このははあのまま寝かせてきた。体調不良のときには本来の姿になっているほうが楽なのだと、昔に聞いたことがあったからだ。日本刀を布ふ団とんに寝かせるのはさすがに初体験だったが。

　ともあれ、このはに関しては一段落ついた。問題は、もう一人のことだ──

　フィアは縁側の端に座っていた。制服姿のまま、抱かかえた膝ひざに顎あごを載せてぼんやり庭を見つめている。学校に残すと何をしでかすかわからなかったので、一緒に早退させていたのだ。

　春亮がその隣に腰を下ろすと、フィアは視線を動かさないまま、

「……あいつは……？」

「結構元気になったみたいだったぞ。しばらく寝てりゃよくなりそうだ」

「そうか」

　一時間ほどほったらかしにしていたので、「何かウシチチとハレンチなことをしていたのであろう！」とか突っかかってくるかもと思っていたが──心ここにあらずだ。春亮としては、今まであったことを追及されるのも困るが、こんな暗さもフィアらしくなくて逆に困る。

「どうしたフィア、腹でも痛いのかー。それはきっと喰くい散らかされた煎せん餅べいの反撃だな」

　敢あえて声を明るくし、ニーソックスに包まれたフィアの膝をつつく。と、ぽてん、とフィアはそのまま横に倒れた。膝を抱えてお尻しりを丸めた姿勢を堅持し、動かない。これは重症だ。

　さてどうしたものかと考えていると、丸まった背中からぽつりと声が聞こえた。

「私は……役立たずだなあ……」

「……」

「約束をした。期待しているとも言われた。頑張ろうと思った──けれど、駄だ目めだった。あの人形は捕まえられず、クラスの奴やつを守れず……そして、ウシチチまで」

　いくら仲が悪く見えようとも、フィアとてこのはをある程度は認めているはずだった。けれどそれはプライドが邪じや魔まをして絶対に表には出ないものだ。普段なら憎まれ口を叩たたいてもおかしくないのに──逆に今は、彼女の昏こん倒とうすらも自分のせいだと思い込んでいる。

（……よっぽど凹へこんでんだな）

　気負いすぎていたせいだろう、と春亮は思う。白しら穂ほと話してやる気を取り戻した直後のことだったので、頑張ろうとした気持ちが逆に全すべて無力感として跳はね返ってきたのかもしれない。いつもは傍ぼう若じやく無ぶ人じんなくせに、落ち込むときは一人で勝手に際限なく落ち込むフィアの性格を──春亮は、海に飛び込んだ感覚と共に思い出していた。

「私は今まで、何をやってきたのだろう。やはり、駄だ目めなのだろうか……私には、人のタメになることなんてできないのだろうか。そうだな、どうせ私は人を害することしかできないモノなのだ。人を抉えぐり、人を潰つぶし、人を削けずることしかできない──拷ごう問もん処刑用グッ!?」

「おお、伸びるモチの形態模写。やるな」

　春はる亮あきは横になったフィアの顔を覗のぞき込み、そのほっぺたを摑つかんで引っ張っていた。みょーんと頰ほおを伸ばし続けると、フィアの頭もそれに引っ張られてググイと持ち上がってきて、

「にゃ、にゃにをする！　にょろうぞ、あふぉー！」

「《どうせ》は禁止だ」

「……ふぁ？」

「お前はもうお前でしかないんだから、《どうせ》なんて使ったところで諦あきらめの言い訳にしかならないぞ。それにアレだ、昨日ばーちゃん助けたじゃねぇか。キャベツマスター」

　頰から手を離してやる。フィアは自分のほっぺたを擦さすりつつ、

「あれとは、程度が違うだろう……」

「かもしれない。もっと難しい問題が出てくるときもある。一人じゃどうにもできなくて、どうせ、って言っちまいたいときもある。そんなときは──いいじゃねえか、誰だれかに頼っても」

　フィアははっと春亮の目を見返したが、すぐに視線を逸そらし、「しかし……私は、一人で……」などとぶつぶつと呟つぶやいた。わかっていない。やっぱりこいつはわかってない。

「あのなー、お前はもーちょっと人に頼ることを覚えろ。そりゃ一人で全部できたら理想だけどな、意地張ったせいで誰も助けられなかったら意味ないだろ。お前が誰かに頼ったからって、誰もお前を笑ったりしないし、やっぱりなって馬ば鹿かにしたりもしないし、《どうせ》なんて言って今のお前を否定したりもしない」

　けれど、フィアの拘こだわりもある意味では当然のことなのだ。

　なぜなら道具は目的のために作られる。それを果たすためだけに作られる。逆に言えば、他ほかの何かの力を借りなければ本来の目的を果たせないような道具は《失敗作》と同じだ。

　フィアはそれを、本能的にでも、怖がっていたのだろう。

　もう──ただの道具では、ないというのに。

「む……でも、だな……」

「あーもう、ついでに言っとく。お前が誰かを頼るとする。それ自体が人のタメになること、人が嬉うれしくなることだってあるんだぞ」

「どういう、ことだ？」

「──頼られて、その相手が嬉しく思ったら、それは人のタメになったってことじゃないか。だから」

　春亮は頭を搔かきつつ、

「俺おれが、手伝ってやりたいって言ってるんだよ。俺はお前に頼られたい。お前がそんな暗い顔してると調子が狂う」

「そう、か……私は、お前を頼っても、いいのか……？」

「おう。堪こらえ切れなくなった助手の反乱だ。今日からはもう対等に、共同経営者みたいにビシビシやってくから覚悟しろよ」

　フィアの目元が緩ゆるんだのは一瞬だけ。すぐに口を尖とがらせながら言う。

「生意気だな。しかし……お前がどうしてもと言うなら、助手から共同経営者にランクアップしてやってもよい。その──せいぜい、私のために働け。サボるなよ！」

　ばしーん、と春はる亮あきの背中に平手打ちをかましてきた。照れ隠しなのかもしれない。

　縁側に座り直したフィアが、今までずっと丸めていた背中をようやく伸ばす。腰の後ろに手をつき、立て膝ひざのまま、偉そうな鼻息をついてふんぞり返った。

「で、これからどうする」

「どうすっかな……お前の案は？」

「とりあえず、今からすべきことは決まっている」

　何だろうと思った瞬間、春亮の頰ほおがフィアの手にみょーんと引っ張られた。

「いたた、何だよ!?」

「ふん、仕返しだ。それに言っておこう。私は耳がいい」

「それがどうし──」

「さっき、ウシチチの部屋からあいつの喘あえぎ声のようなものが聞こえていたのだが──ハレンチ小僧は一体、奴やつと何をしておったのだろうな……!?」

「ヒィッ!?　ここで来るか！」

「聞こえた、聞こえたぞ！　奴のヘンな声！　お前の荒い息！　何をしておったのかはよくわからんが、とにかく……は、は、ハレンチだ！」

「待て！　気持ちはわかるがそれは全すべて誤解！　って、ヒャッホウ、今の聞いたか聞いたな!?　誰だれか来たチャイムだ、俺おれは応対をしないといけないのでこれで！」

「何がヒャッホウか！　こら待て、逃げるなっ……！」

　逃げた。




　玄関に行くと、もう一度チャイムが鳴った。はいはい、と戸を開くと──

「あ。いんちょーさん」

　そこにいたのは錐きり霞かだった。学校帰りなのだろう、制服姿に鞄かばんを持っている。

「突然来てすまない」

「全然いいけど。どうかした？」

「このはくんが倒れたそうだな。それで、見舞いというか──お前達たちも早退したので、気になったというか」

　錐きり霞かは春はる亮あきを見たり足あし下もとを見たりと落ち着きがない。言葉の歯切れも悪く、珍しい態度だ。

「あ、ああ。あいつは大丈夫。風か邪ぜみたいなもんでさ、すぐによくなるよ。今は多分寝てると思うけど。上がって顔でも見てくか……ってちょっと待った」

　刀になってるので顔は見られない。元に戻ってもらうのも余計な苦労をかけそうだし、いや錐霞は事情を知ってるんだから別にいいような、しかし事情を知らない体ていにするという約束になってるから……さてどうすれば、と春亮がややこしい状況に頭を悩ませていたとき、

「いや、寝ているならいい。大事がないとわかって安心した。そう、あとは、お前達たちのことなのだが──」

「俺おれ達？　俺達は別になんともなってないぞ。看病のために早退しただけだし」

「わかっている。わかっているが……ええい、何か手伝えることはないかと聞きたいのだ！」

　彼女はそこで開き直ったように語調を強める。

「え、だから寝てるだけで看病とかあまりいらないし。特にいんちょーさんの手を煩わずらわせるよーなことは、その、ないんじゃないかと……」

　なんで怒ってんだろう、と身を縮めながら、春亮。

　錐霞はさらに不機嫌になった。頭痛を堪こらえるように手で顔を押さえ、

「く、この……ここまでとは……いや、義理堅くはある……あるのだが、お人好よしすぎるというか──くそ、夜や知ちめ、苛いら立だたしい」

「き、聞こえてるぞいんちょーさん。何か悪いこと言ったか？」

「ふぅ。言っていないのが問題なのだ──もういい、わかった。鈍いお前にもわかるように、こうすることにしよう」

　言葉と同時、錐霞の右腕が持ち上がった。その袖そでからしゅるると音を立てて伸びるのは革製の黒ベルトだ。春亮は知っている。それは錐霞の護身用品。彼女らが禍具ワースと呼ぶもの。

　つまりは、呪のろわれた道具──《黒くろ河かわ可か憐れん》。

「わっ!?」

　首に巻きついたベルトが春亮を引っ張る。窒ちつ息そくするような強さではないが、抵抗もできない。つんのめるようになると、首元のベルトを錐霞が別の手できゅっと摑つかんだ。前傾姿勢で春亮は停止する。ネクタイを引っ張られているような状態だ。

　錐霞の整った顔が目の前にあり、その息すら感じられる。非常に落ち着かない。

「え、えーと、いんちょーさん。これは、どういうことでしょうかっ？」

「わからないのか」

「申し訳ありませんが、そのようデス」

「まったく……『なかったことにしてくれ』と言ったものを、こうしてわざわざ見せている意味くらいわかるだろう。今の私は、《研究室長国の人間》ではない。《正体について知らないふりをしてもらっているクラス委員長》でもない」

「じゃあ、誰だれ？」

「──決まっている。ただの、一個人としての上うえ野の錐きり霞かだ。この間、お前達たちにお節介を焼いた上野錐霞だ。馬ば鹿かげた言葉遊びだが」

「それって、まさか」

　錐霞は疲れたように、そして呆あきれたように唇くちびるを曲げた。ベルトを袖そでの中に引き戻しながら、

「やれやれ……何か困っているのだろう？　隠し方が下へ手た糞くそすぎる。なまじ何かあるのがわかってしまうから、逆に無視されているようでむかついていたのだ。見て見ぬふりもストレスが溜たまるのだぞ」

「やっぱ手伝ってくれるってことか。でも、いいのか？」

「この前と同じだ。委員長の務めとして、困っているクラスメイトを見過ごすわけにもいかないからな。それに──」

　軽く口を尖とがらせるようにして、彼女は春はる亮あきを睨にらむ。

「私の秘密を見て見ぬふりすることでお前の態度が変わってしまうならば、秘密を共有して今まで通りにやってもらったほうがいい。そう考えを改めたのだ。正直、昨日今日のお前は、私に対して壁を作っているようで苛いら々いらした」

「う。一応、自分でもわかってたんだけどな……ごめん。気にしないようにって思えば思うほど気になるドツボ状態だった」

「まあ、お前のそういう不器用さはわかってるつもりだ。これで、いつも通りに戻れれば──それで何も問題はないよ」

　言葉の素っ気無さとは裏腹に、その頰ほおは安あん堵どを待ち侘わびていたように緩ゆるんでいた。
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「なるほど。凡おおよその事情はわかった」

　侍さむらいのようにキリッとした姿勢で、錐霞が湯のみを傾けた。彼女がこの居間に座るのは二度目だ。今まで想像もできなかった光景なのに、もう不思議と馴な染じんでいる。

（ま、馴染んでいると言えばこいつのほうがよっぽどなんだけどな）

　フィアも錐霞の向かいでパリポリと煎せん餅べいを齧かじっていた。さっきの話の効果か、彼女も錐霞の協力を快く受け入れたのだ。

「細かな疑問は無数にあるが、大きな疑問からまとめるか──お前達にとってはわかりきっていることかもしれないが、私は今聞いたばかりだからな」

「頼むよ。俺おれ達には気付けなかったこともいんちょーさんにはわかるかもしれない」

「ぽりぽりむぐ……そうだな。先入観がないことが逆に良く働く場合もあろう」

「まず一つは、その王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ルとやらがなぜ夜や知ちの誘いを断って逃げているのか。二つ目は、なぜあの学校でのみ精気を吸っているのか。三つ目は、今どこに潜伏しているのか──ということになるか」

「うむ。それで？」

　ずずり、と錐きり霞かは重々しく茶を啜すすり、そしてやはり重々しく、

「わからんな」

「……」

「な、なんだその目は。謎なぞをまとめてみただけだ、いくらなんでもそう簡単に答えが出るわけないだろう！」

　心外だ、というように春はる亮あき達たちを睨にらみ返す。微妙に赤面だった。

「いや、もしかして、って思ってただけだよ」

「与えられている情報は同じなのだ、そうすぐ解決する謎でもないか……」

　二人のフォローは逆効果。不機嫌そうに錐霞の眉まゆが寄り、

「そう言われると、お前達の期待に応こたえられなかったみたいで腹が立つ。そしてフィアくん、与えられている情報は同じではないだろう。この際だ、もっと詳しい流れを聞かせてくれ」

「詳しい流れ、とは？」

「さっきの説明で端折はしよったようなことだ。いつ、どこで、誰だれが、何をして、どのような流れで、何が起こったのか。それを事の始まりから聞かせてほしい。細かな疑問が大きな疑問の足がかりになることもある──その細かな疑問に答えを出すために必要なプロセスだ」

　湯のみがテーブルに置かれる音。仏ぶつ頂ちよう面づらで目を閉じた錐霞が腕組みした。

「まったく……いいだろう、本気になったぞ。全身全霊をもって打開策を考えてやる。だから、面倒でも教えてくれ。全部の情報が必要なのだ。さっきさらりと事情を聞いただけでも何個か違和感のようなものがあったからな」

　それから彼女は片目だけを開けて、「夜や知ち。おかわり」と呟つぶやいた。

　苦笑の春亮は、急きゆう須すを持って立ち上がりながら、フィアの耳元で囁ささやいた。

「……頼りになる仲間だろ。非常に負けず嫌いだ」

「負けず嫌いなら私も負けてはいない。だが──誰かが私のために本気になってくれるというのは、なにか嬉うれしいものだな」

　フィアは頰ほおの力を緩ゆるめ、菓子皿に手を伸ばす。それから珍しいことをした。

「キリカ、食え。このおせんべはとても美う味まいぞ」
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　──村むら正まさこのはは夢を見る。

　意識と無意識の間かん隙げき、異変を回復させるに必要な曖あい昧まいの中。

　異変とは喪そう失しつ。魂や精気によく似た何かの剝はく落らく。

　その意味を曖あい昧まいな意識は理解しない。必要もない。

　なぜなら、既すでに取り戻している。

　胸と手。温度。彼。困った顔。鼓こ動どう。優しい手。

（ん……）

　身体からだの奥底にある灯ともし火びに似た何か、その温度を感じていれば、もう心配はいらない。

　だからただ、誰だれかに抱だき締められているような安心感の中、

　村むら正まさこのはは夢を見る。




　午前中の授業が終わり、昼休みになった。

　今日の弁当は春はる亮あきとの合作だ。メインのハンバーグは春亮、その他細々とした副菜が自分。久しぶりの共同作業としては上う手まくいったと思う。味見した彼も褒ほめてくれた。

　中身が全く同じ弁当を持って来ている二人。それって一般的にはどうなんだろう、とふと思い、取り出した弁当箱に向けて頰ほおを緩ゆるませる。本当は三人なのだがその事実は黙殺した。

「ふふ……えへへ」

「このちゃん、お昼はどうするー？」

「はっ。え、ええと……そうですね、今日はちょっと」

　彼と一緒に食べたいな、と思ったのだ。折せつ角かく同じ中身なのだから。それにフィアの様子も窺うかがいたかったし、食事の後にでも、そろそろ遠慮や手加減なしに全員で事態を解決させる方法を考えたほうがよくありませんか、と提案するつもりだった。

　友人達たちに断って教室を出る。ついでに飲み物を買ってから行こうと思い、ひとまず下げ駄た箱ばこ前の自販機を目指した。一階に下りたとき、

「あれ？」

　ガラス窓の外に彼の背中を見た。校舎の外を、グラウンドに向かって歩いている。

　弁当を食べたにしては早すぎる。早食いをしてまでグラウンドに飛び出すほど彼は活動的ではない。運動神経がいいから誘われて行くことはありそうだが、その場合でも「待った。このお茶ゆっくり飲んでからな……ほふぅ」とか言うような人間だ。

　彼の隣に銀髪娘の姿はない。別れてパトロールのようなことをしているのか、それとも教室で弁当を食べているのか。

（あの子のことはともかくとして。一人きりで、どこ行くんですかね……？）

　気になった。精気を吸う人形が校舎を徘はい徊かいしているかもしれないのだ。一人きりだと万が一ということもある。とりあえず追いかけて、声をかけてみよう──

　外そと靴ぐつに履はき替えていると見失いそうだったので、勝手口のところから出ることにした。そこを目指し、廊下を小走りに移動する。

　当たり前なことに、周囲にあるのは昼休みの喧けん騒そうだった。談笑する女子達たちの横をすり抜ける。教室から飛び出てきた男子とぶつかりそうになる。買い出し隊を決めるじゃんけんをしている生徒、教室を覗のぞき込んで誰だれかを呼んでいる生徒、窓から外を見ている生徒──




　──そこで世界が攪かく拌はんされた。




　誰かに肩を摑つかまれた感触。何かが奪われ、何かが身体からだから抜ける感覚。刹せつ那な、意識が散さん逸いつを開始する。必死で押し留とどめて身体は木で偶く。刀なのに。お弁当が床と天井と一緒に転がった。自分の吐息が耳の中に聞こえるようだ。

「あ……？」

　不理解。けれど曖あい昧まいな意識がその不理解を見ろと強しいる。

　壊れた人形のように、がくがくと顔を上げた。

　陽炎かげろうとノイズの視界。床。お弁当箱。勿もつ体たい無い。誰かが倒れている、と遠くで叫ぶ声。近いのかもしれないが遠い。あれから何分経たった？　すぐ近くに誰かの上うわ靴ぐつ。ズボンを穿いた足が見えて──ノイズがその密度を増して──さらに上を──




　画像消失ブラツクアウト。




「っ！」

　このはは布ふ団とんの上に身を起こした。見えるのは、暗い、自分の部屋。

「……ふぅ……」

　額の汗を拭ぬぐう。額どころか全身も汗で濡ぬれており、そこで自分が全裸なことに気付いてどきりとした。もしやまさかひょっとして。

　慌あわてて記憶を辿たどると、刀に戻った感覚が辛かろうじて頭の片隅に残っていた。半分寝ね惚ぼけていたのでよく覚えていないが、あまりに暑くて寝苦しかったのであの姿に戻ったような。納得し、ほふぅ、と一息。

　全身の熱と重さはマシになっており、多少の倦けん怠たい感かんがある程度。確かな回復の兆候だ。少しは動けそうなので、布団の脇わきにあった洗面器の水とタオルで身体を拭ふくことにする。

「あ……気持ちいい……」

　覚かく醒せいしたばかりの夢心地で、額にタオルを載せてくれた春はる亮あきの手の感触を思い出した。そう、あれも気持ちよかった。ふと考える。もしお願いしていたら、彼は、自分が今そうしているように、身体を拭いてくれたのだろうか──わかんないけど、困った顔をしながら、もしかしたら──きっとすごく優しく拭いてくれて、それはとてもとても気持ちがよさそうだな──

　はっ、と自分が何を想像していたかに気付き、頰ほおを赤くする。ぷるぷると首を横に振ってそれを忘れた。だって、ほら──向こうは、こんなおっぱいの大きな女の子、嫌いかもしれないし。なんとなく溜ため息をつきながら、作業を続行した。

　ぼんやりしていた頭に、タオルの水気が全身の皮ひ膚ふを経由して滲しみ込んでくる。

　思い出していたのは、夢。その場を借りて反はん芻すうした記憶。

　どこか、おかしな部分があったような気がした。自信はない。時間感覚も曖あい昧まいな夢だから、なんでもない記憶が混じっていても不思議ではないのだが──なぜか、気になった。

「そう言えば……なんで、春はる亮あきくんは……？」

　首を傾かしげたとき、ぐー、と音がした。発生源は自分の腹だ。

「う。恥ずかしい」

　時計を見ると、そろそろ夕食になってもおかしくない時間だった。春亮がお粥かゆを作ってくれると言っていたことを思い出す。わざわざ持ってきてもらうのも手間なので、居間で待つことにした──けっして催さい促そくしに行くわけではないですよ、と自分に対して言い訳をしておく。

　パジャマを着て部屋を出る。ただ歩くくらいなら問題はない。

　居間からは話し声がしていた。フィアと、春亮と、もう一人。

（上うえ野のさん……？）

　何か用事でもあったのだろうか、とこのはは首を傾げる。声はさらにはっきりと、

「で、今日の昼休みだな。昼休みはいんちょーさんもいたからわかってるだろ」

「お前が教室を出て行くところまではな」

「私はパトロールに出かけていたから知らんぞ」

「あ、そうか。まあグラウンドに来いって伝言をもらって、それでメシ食うのを中断してグラウンドに行って……で、伝言してきたのがサヴェレンティだったってわけだ。それから、フェンスの向こうで待ってたあいつと話を」

　そういうわけだったのか、とこのはも納得しかけて──

　記憶夢の中の違和感が吼ほえるように叫ぶ。

　そんなわけがない。

　気付いたときには、居間に飛び込んでいた。

「そ、それって本当ですか、春亮くん!?　だったら、おかしい、ですよ……！」

「おわ！　どうしたこのは、もう大丈夫──」

　春亮の言葉を遮さえぎって、続ける。どう考えても説明がつかない。

「サヴェレンティさんがグラウンドで待っていて、そこに呼び出されて春亮くんが外に出たんなら──それを見て追いかけたわたしが、どうして校舎の中で襲われたんです？」
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「起きてから話を聞こうと思ってたんだが、そりゃ確かにおかしい。順序が逆だ──グラウンドの外にいたはずのあいつが、そこに俺おれが行ってる最中にこのはを襲おそったってことだもんな。いや、俺はてっきり、昼休みが始まってすぐくらいにやられてたもんだと思ってたけど」

「すみません、さっきまではぼーっとしてたんで、そこまで頭が回らなくて……一眠りしている間に状況を思い出したんです」

　このはは申し訳なさそうに肩を縮めていた。それに対して錐きり霞かが首を横に振り、

「病人に喋しやべらせるわけにもいかないだろう。君を責める気にはなれない。それよりも──最後の最後にとんでもない情報が増えたな」

「わからん。結局、どういうことなのだ？」

　と、フィアが口をへの字にする。頼りになるのはやはり成績優秀な委員長。

「可能性として考えられるのは、主に三つ、だな……一つ、このはくんの精気を吸ってから急いで移動した。二つ、その人形にはまだ私達たちの知らない能力があり、それを使った──たとえば、遠隔操作で操っている別の人形からでも吸える、などだ。そして三つ目は」

　指を三本立てたところで、吐息を挟はさむ。

「奴には、同じく精気を吸う能力を持った仲間がいる──こんなところだろう」

「っ……！」

　春はる亮あきは息を吞のんだ。それから、とりあえずの感想として、

「一個目はいくらなんでも無理がないか……？」

「同感だな。人形程度に瞬間移動じみたスキルが具そなわっているとも思えん。第一、それができるのなら最初にやっているだろう。奴やつは人間体で動くことすらまだ慣れていないのだぞ」

「可能性として言ったまでだよ。現実的にどうかというのは──二人の言う通りだろうな」

「それに、ですね。これは二つ目の可能性もそうなんですけど、あのときは昼休みだったんですよ？　しかも普通の教室がある廊下で、誰だれも見ていないというのはありえないと思うんです。サヴェレンティさん本人にしても、遠隔操作の人形が動いていたとしても」

「確かにそうだろうな。となると」

　言葉の空白。代わりにあるのは、難しい顔の四人が茶を啜すする音。ややあって、

「消去法か。論理展開としてはあまりスマートではないが」

「可能性が高いのは事実であろう。無視はできん」

「で、誰なんだ。このは、どんな奴か見たか？」

「いえ──後ろから肩を触られたと思ったら、すぐ倒れちゃったので。あの、でもですね」

　自信なさそうに首を縮め、

「倒れたとき、近くに男子がいたような……ズボンが見えたんです。勘かん違ちがいで、わたしが倒れた後で駆け寄ってきた人なのかもしれませんけど。その辺、意識がごちゃごちゃになってて」

「ふむ、男、か。夜や知ち、昼休みにあの馬ば鹿か二人が話していたことを覚えているか」

「え？　えーと、あんときの話題って言えば、クロロホルム男だん爵しやくと……あ。死んだ男子生徒の幽霊──？」

「渦か奈なは何と言っていたのだったかな。目撃者がいた、というのもあながちデタラメではないのかもしれない」

「つまり──学校の中に、あの人形の仲間、精気を吸えるような男が紛れ込んでいる可能性があるということだな。それで、どう探すのだ？」

　春はる亮あきが頭を捻ひねっていると、このはが恐る恐る聞いてきた。

「いつのまにかわたしの証言が事実になってますけど、いいんでしょーか……」

「見間違いって決まったわけでもないだろ。他ほかに頼れそうな情報もないし」

「夜知の言う通りだ。とりあえずは事実と仮定して動くしかない──ともあれ、まだ少し情報が足りないな。聞く相手がいないというか」

「え、どういうこと？」

「私はもう一人の精気吸いを《仲間》と言ったが、そこには当然の疑問がある。つまり、サヴェレンティはいつ、どこでその仲間を見つけたのか、ということだ。外国にいた遥はるか昔なのか、その骨こつ董とう屋を逃げ出してからなのか、あるいはその中間、骨董屋にいた間なのか？」

「なるほど。こんな辺境の島国に昔の仲間がやってくるとも思えん。逃げ出してから都合よく仲間を見つけられるとも思えん。とすると、骨董屋というのが自然か……同類が集まっていても不思議ではない場所であるしな」

「ああ、だから聞く相手がいないってことか」

　無論、その相手とは骨董屋の娘、白しら穂ほだ。

　もう一人の犯人に心当たりはないか。他に人形がなかったか。いや、人形でなくてもいい、店にあったおかしなものが他になくなっていないか。彼女にいろいろ聞かねばならない。場合によっては白穂の店にまで行く必要もあるだろう。何を仕入れて何を売ったか、その記録くらいは店に残っているはずだ。

「じゃあつまり、明日の方針はとりあえず白穂に話を聞くってことでいいのかな。そんときにはいんちょーさんもついてきてくれよ。協力するって言えば多分大丈夫だから」

「勿もち論ろんだ」

　これで一応の予定は立った。やれやれ、とひとまず春亮が肩の力を抜いたとき、

　くぅ〜。

　とんでもなく可か愛わいい音で何かが鳴いた。

「もうこんな時間か……そりゃそうだ、煎せん餅べいだけじゃさすがに足りんよな。下ごしらえは済んでるからもーちょっと待てよ、フィア。あ、いんちょーさんも食べてくだろ？」

「な!?」

「お前がいいと言うなら是ぜ非ひに。味を盗むチャンスだ……しかし材料が余っていないなら無理しなくてもいいぞ。フィアくんに恨うらまれてまで敵状視察をするのも悪い」

「な、ちょっと待て！　私ではない、私ではないぞぉっ!?」

　ばーん、とフィアが火を噴く勢いで立ち上がる。

「そーだな、悪いのはお前じゃない。そのでっかい胃袋だ。そうムキにならんでも別に恥ずかしいことじゃねぇって」

「だから違うと言っておろーが！　信じろ、こら、あほー！　呪のろうぞ！」

「あ、このはも、もーちょっと待っててくれな。このはのも下準備は済んでる。約束の滋じ養よう強きよう壮そうお粥かゆだ、食って早く元気になってくれ」

「は……はぃ……」

　なぜか耳まで真まっ赤かになったこのはは、深く俯うつむいたままプルプルと震ふるえていた。

　台所に向かって歩き出したとき、未いまだ続くフィアの文句に混じって聞こえてきたのは、

「……まだ細かい疑問はある。考えすぎかもしれないが、説明がつかない。それも忘れず白しら穂ほくんとやらに聞いておかねばな……」

　そんな錐きり霞かの独り言。妙に真剣な声だったので、耳に残った。

　明日もいろいろありそうだ。けれど錐霞の協力は百人力、とりあえず頭を使う仕事は彼女に任せれば大丈夫だろう。これは美う味まい料理でパワーをつけてもらうべきだな──

　その考えで春はる亮あきが全力を尽くした結果、錐霞は夕食を一口食べただけで「遠いっ……！」と呟つぶやいて項うな垂だれることになった。以後は自や棄けになったように箸はしを動かしていたが。

　そんな感じで忙しかった一日が終わり。




　翌日、白穂は学校に来ていなかった。
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「あー、無断欠席らしいよ？　……理由？　ううん、誰だれも知らないんじゃないのかな。だってあの子、まだ友達いないみたいだったし……や、突然この時期になって不登校のコが学校来るようになるのも変じゃない。最初なんか教科書も出さずにぼーっと座ってるだけだったし。なんかワケありなコなんじゃない、って結構みんな距離取っちゃってて──」

　午前中の休み時間、白穂のクラス前で摑つかまえた生徒がそう語った後。

　春亮と錐霞、そしてフィアは並んで廊下を歩いていた。このはは病欠だ。普通に歩くくらいなら大丈夫です、と学校に来ようとしたのだが、春亮が大事を取って休ませたのだ。

「……嫌いやな予感がするな」

　錐きり霞かの呟つぶやきに、春はる亮あきも首の動きで同意した。今となってはサヴェレンティに会えるかもしれない最大の機会が学校だ。それに彼女は、父親がいないのだからこれからは真ま面じ目めに、ということも言っていた。何の理由もなく休むとは考えにくい。

「でも、風か邪ぜとかで学校に連絡もできないほどぶっ倒れてる、ってだけかもしれないぞ」

「それでも何か異常事態が起こった可能性は捨てきれん──確認すればよかろう。とりあえず電話とかはどうなのだ」

　フィアにしては珍しく近代的な提案。

　当然ながらクラスの誰だれも連絡先を知らないということだったので、事務室前の公衆電話に行って電話帳を捲めくる。しかし桜さくら参まいりという珍しい名字は載っていない。それならばと隣町にある骨こつ董とう屋の番号に片っ端からかけてみても全すべて外れだった。

「くそ、こないだ番号とか聞いときゃよかった。せめて店の名前でもわかれば、放課後とか様子を見に行ったりできるのに──っと、そうだ。理事長に聞けばいいんじゃねえか」

「奴やつは外国に行っておるのだろう？」

「携帯があるさ。番号知らねーけど、漸音ぜのんさんに頼めばいけるだろ」

　そんなわけで次の休み時間、全員で理事長室へ向かう。ただし理事長にも正体を隠している錐霞は部屋の外で待機だ。そのドアをノックした瞬間、彼女が校内の警備に回っている可能性にふと思い当たったが、幸いにも漸音は理事長室にいた。

　そして彼女はいつも通りクールに、

「──残念ながら電波が届かないようです。お力になれず申し訳ありません。力と言えば現在私は溜たまった事務仕事を已やむ無く済ませている最中であって、警備の人員が足りないこの状況下において力を抜いてサボっているわけでは決してないという客観的事実をご理解いただけると幸いです。無論のこと現在の書類が終われば学内の警備に加わるつもりではありますが。何にしろここ数日は通常発生しえない余計な仕事が増え適てき宜ぎ処理をしていかねば通常業務に支障を来きたすことが確実な──」

　意訳・電話は繫つながりません。忙しいのですけどまだ他ほかに何か？

「……すいません。失礼しました」

　隣の部屋に彼女の仕事机があるはずだったが、今はこの理事長室のテーブルにも書類が並んでいる。確かに忙しそうだ──邪じや魔まをするのも悪い。そうして出て行こうとしたとき、春亮はふと、入り口近くのコート掛けに変な麦わら帽子が掛かっているのに気付いた。

「おお、やたらファンシー……すげーこの部屋とは不似合いだ。誰かの忘れもんかな」

「ゼノンのだと思うが」

「適当にも程ほどがある発言だ。それこそ不似合いっつーかなんつーか」

「むぅー。適当ではないわい」

　そんなことを話しながら理事長室を出る。漸音ぜのんは礼儀正しく頭を下げて見送ってくれた──何やら途中でぴくりと肩が揺れたような気もしたが、多分気のせいだ。

「で、どうする。手詰まりか」

「えーと……いや、まだだ。クラスの連絡網みたいなのがあるだろ。お見舞いしたいって言えば担任の先生も教えてくれるんじゃないのか」

　思いつきにしてはいい手のように思えた。外で待っていた錐きり霞かも一度は同意したものの、

「む……待て、彼女は六組だったな……それは、少し……」

　すぐにぶつぶつと何事かを呟つぶやき始めた。

「いんちょーさん、何か問題があるのか？」

「問題、というほどのものではないが──担任に連絡網を見せてもらうのは、できれば回避したい。その、今まで不登校だった人間を、別のクラスでそれほど親しくもなさそうな者達たちが見舞うのは不自然と思うのだ。できれば、もっと内々な方法のほうがいいと思うのだが」

「そりゃそうかもしれんけど。もっと内々な方法っつってもなぁ」

「できれば、だ。他ほかに手がないというのならそれも仕方ない……お前が判断してくれ」

　なぜか錐霞は後ろめたそうに視線を落としていた。そのときフィアが怪け訝げんに首を傾かしげ、

「よくわからんが、住所と電話がわかればいいのだろ？　だったら私が一昨日おととい書いたあれはどうだ。誰だれもが書くものだと言っていたぞ」

「あれって？」

「リジチョーが私の写真を撮ったときのあれだ。保健室用のカルテだか何だか。住所も電話番号も書いてあっただろう」

「おう、それはナイス思いつきだぞ。やるな、フィア」

「ふふん、もっと褒ほめろ」

　鼻高々で胸を張る。相変わらず表情がころころ変わる奴やつなのだった。

「確かに、フィアくんの案なら内々にできるか。丁ちよう度どいい……もう休み時間は終わってしまうから、行くのは昼休みだな」

「どうして内々にできるのだ？」

「ああ、保健室の先生──銃音がのんさんってんだけど、漸音さんの姉貴なんだ。理事長寄りの人だから、漸音さん経由で頼めば秘密にしてくれるだろ。今のうちにちょっと頼んどくか」

　というわけで、もう一度理事長室に入り直す。そしてドアを開いた瞬間に見えたのは、

「……不似合い……」

　ぽつんと俯うつむき、手に持った麦わら帽子を見つめる漸音。いつもの無表情なのに、どことなく寂しそうだった。が、そこで彼女は春はる亮あき達に気付き──瞬間、ひゅぱーん、と残像が残るような速度でその麦わら帽子を近くのゴミ箱に叩たたき込んで証拠隠滅。

　見てはいけないものを見てしまったのだろうか、と顔を見合わせる春亮達の前、平静な態度で──あるいは平静を装よそおって──漸音ぜのんはポケットから地味で渋しぶいベレー帽を取り出して頭に被かぶる。それから細めた目で春はる亮あきを眺ながめつつ、

「書類は終わりました。今から警備に出るところです……で、何か？」

　なにやら微妙に怒っているっぽかった。




　そして昼休み。今日はまだ生徒の昏こん倒とう事件は起きていなかった。フィアはパトロールに出たそうにムズムズしていたが、それより先にやることがある。昼食を早々に済ませ、春亮達たちは保健室へとやってきていた。ノックをして返ってくるのは、

「あーい……どうぞ〜」

　という気の抜けた声。また錐きり霞かを外に残して入室すると、声に負けず劣らず気の抜けた様の人間が一同を待ち受けていた。眠たげな瞳ひとみでポチポチとジグソーパズルに興じている。咥くわえポッキーの口は器用に生なま欠伸あくびを嚙かみ殺す。ヨレヨレの白衣を着て、眼鏡めがねは頭の上に引っ掛けている──それが保健医・北ほう条じよう銃音がのんのいつもの姿だった。

「なんというか、覇は気きがなさすぎる。おい春亮、あれは本物か？　生徒が白衣を着てサボっているだけではなかろうな」

「残念だが、紛れもない保健の先生だ。俺おれもあの人がダレてないところなんか見たことねぇ。給料日だろうがなんだろうがあのテンションだ、逆に凄すごいだろ」

　ヒソヒソとフィアに答える。それは銃音にも聞こえてしまったようだ。

「いや〜、これは高度な戦略なんやで。保健室は癒いやしの場、癒しの場に大事なのはリラックスと安心感……うちはそれを身を以もつて実じつ践せんしとるというわけや。つまりやりたくてやっとるわけやない──と。ああ、ダルいフリすんのもダルいわ。どうにかならんかな」

　意味はわからないがとにかくダルそうに言い、銃音は椅い子すを回して春亮達に向き直った。

「え〜、二組の夜や知ちにキューブリック、な。漸音から話は聞いとるよ、保健調査表はそこの棚たなや。クラス毎ごとに五十音順で並んどる。見終わったらちゃんと戻しとくよーに」

　それだけ言って、また彼女はつまらなそうにパズルを並べる作業に戻る。さすが姉妹だな、マイペースすぎる雰囲気がよく似ておる、とフィアが半眼で呟つぶやいた。

「まあいい。春亮、さっさと済ませよう」

「あ、ああ」

　フィアと共に、言われた棚を開けて中を探る。ほどなくして、目当てのものは見つかり──

　その瞬間。

「なっ──」

　あらゆるものが、反転した。




「あん、なんやおもろいものでもあったんかいな。そんなに見つめて……うちも暇ひまやないんやから、用事が済んだらさっさと帰ってなー」

　暇ひまそうにジグソーパズルを弄いじる銃音がのんの声。春はる亮あき達たちは動かない。動けない。

　目的のものは見つかった。必要なものは全すべて見つかった。

　春亮の手中にある紙を、フィアも無言で凝ぎよう視ししていた。

　桜さくら参まいり白しら穂ほ。

　その住所。

　その電話番号。

　全てが書かれている。

　入学願書とセットで出されるものであるから、たとえ登校拒否の生徒であっても、これには個人の情報が間違いなく揃そろっている──そう。

　必要な情報も、

　必要ではなかった──必要だとすら思っていなかった、情報も。

「どういう……ことだ？」

　春亮が発した疑問に、誰だれも答えない。

　フィアも。我関せずとパズルのピースを摘つまみ上げている銃音も。

《桜参白穂》という名前のすぐ横に貼はられた写真の中、

　つくりもののように綺麗な長い髪で、人形のように整った顔立ちで、笑顔の一つもなくこちらを見据えている、今まで春亮達がサヴェレンティと呼んでいた少女の顔も──答えない。
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　第四章 「逃れ得ぬ呪のろいのような──」/ "She played Killing Organ."







　　　　[image: ]

　事情はまったくわからないにしろ、少なくとものんびり授業を受けている場合ではない。午後の授業をサボって学校を飛び出し、先刻の保健調査表で知った白しら穂ほの家へ向かう。場所は隣町だ。とにかく駅に向かって走る。

「おい、どういうことだ!?　奴やつはサヴェレンティではなかったのか!?」

「俺おれにもわかんねーよ……！　ただ、白穂の写真があいつだったのは事実だ！」

「では夜や知ち。仮に《本物の桜参白穂》がその写真の人物だったとしよう。ならば当然、《本物の人形》が別にいるはずだな」

　それは──無論、最も可能性が高いのは──

　春はる亮あきは隣を走るフィアを見る。たとえそうだとして、こいつらが気付かないだろうか？

（いや……ありうる）

　思い出していたのは、理事長に渡された変な仮面を眺ながめるこのはの姿だった。いかにフィア達たちといえども、呪われた道具を明確に判別する術すべはない。六感頼みだ。ならば、上う手まく演技されたなら、誤ご魔ま化かされることもありうる──

「まだ細かい疑問がある、と言っていただろう。些さ事じかもしれなかったが、なぜか気になった」

　駅に到着し、階段を駆け上がりながら錐きり霞かが言った。しっかりとスカートは押さえている──絶対に見えてはいけないものが見えてしまわないように。

「どんな？」

「結局、彼女の行動についての疑問だ。不登校の生徒が人形を探すために学校に来た。いいだろう。だがそれなら──なぜ彼女は学校に着いてすぐ理事長室に行かなかったのだ？　なぜ昼休みに被服室の前などをうろうろしていたのだ？」

「のわーっ!?　何かが私の行く手を阻はばむぞ!?」

　フィアにも切符を渡したが、そう言えば使い方を教えていなかった。後ろで改札のバーに引っ掛かってもがいていたフィアを救出し、怪け訝げん顔の駅員に会え釈しやくしてからホームへ。丁ちよう度ど停とまっていた電車に滑り込む。

「ふぅ、はぁ……言われてみれば、確かに」

　息を整えられる猶ゆう予よは一駅分しかない。日中ということもあってか、電車はそれなりに空すいていた。三人並んでシートに腰掛ける。

「でも、おかしくないか。だって最初から白穂は制服を着てたぞ」

「あの人形──っぽい奴やつはヒラヒラした服を着ておったな」

「確かにそう聞いた。それを考えると、その写真のほうこそが矛む盾じゆんしているように思える──が、一つ質問しよう。その人形が運ばれてきたときの服装を知っているものがいるか？」

「いや……それは……」

　理事長の部屋に届いてから開けられていないのならば、それを見た人間はいない。知っているのは、トランクに詰められる以前に人形を見ていた白しら穂ほだけだ。

「私服を着ていたというだけでは人形である証明にならない。その逆も同じだ」

「むぅ。では最初から人形に制服を着せておいたのか？　そんなことがありうるのか？」

　電車が減速する。立ち上がって吊つり革かわを摑つかみながら、錐きり霞か。

「さてな。私が勝手に考えている答えはこうだ──人形は運ばれてきたとき裸だった、と」

「なぜわかる？」

「ただの仮定だよ。これはただ思い出しているだけだが……一学期に被服室で家庭科の授業があっただろう。そのとき入る用事があって、被服準備室で女子の制服一式を見た覚えがある。何かの授業に使うのか、それとも手芸部の卒業生などの置き土産みやげなのか──何にせよ、制服ならば学校内でも手に入れられなくはない、ということだ」

　到着するなりホームに飛び出す。

　駅を出たところで、錐霞は「少し待っていてくれ」とコンビニに突入した。ものの数秒で地図を買って戻ってくる。メモしていた番地をそれで確認し、春はる亮あき達たちは再び走り出した。

「で、でも、そりゃさすがに強引っていうか──想像だろ？」

「無論、想像だ。上うわ履ばきや靴くつ下したまで揃そろえるには多少の幸運が必要になるだろうし、さすがに下着までは見つけられないだろう……下着は別に見せないので問題ないか」

　どきりとする。水を被かぶった制服が濡ぬれ、そこで見えたものは何だったか。

　さらに春亮はいくつかのことを思い出した。ジュースの一杯も買えず、ただ愛あい想そ笑いをしていた顔。もし錐霞の仮定が正しいのならば、財布がピンチどころか金そのものを一円も持っていなかったはずだ。銅像を見つけて外に出たとき、遅れて昇降口から出てきた姿。自分に合うサイズの靴を探していたのだろうか──

「……」

　言葉は少なくなり、ただ走る。ひたすら走る。答えを知るため走る──

　そして辿たどり着く。目的地の向かいには昔懐なつかしい駄だ菓が子し屋があり、錐霞は手にしていた地図をその前のゴミ箱に放り込んでから言った。

「ここまで来れば、答えのない疑問を思い煩わずらうのは無駄だ。答えを知っているものを問い詰めたほうが早いだろう」

「実にまったく同感すぎるな、キリカ。もしも、そう、もしも今考えていることが正しいなら──私は、直接あいつを問いただしたい」

　フィアの顔が僅わずかに俯うつむいているのは、信じたくないという気持ちの表れだろうか。

　春はる亮あきも同じだった。できるなら信じたくない。ただ、確かめないわけにもいかない。

「問題は、ここにいるかどうかだな……」

　そこは街中から少し離れた場所にある一角だった。完全な住宅街でもなく、完全な商店街でもなく、思い出したように喫茶店やクリーニング店などが存在する場所。

　建物は二階建てで、店てん舗ぽ兼住宅になっているようだった。閉じたシャッターと普通の玄関口が一階を折せつ半ぱんしている形だ。看板の名前は完全に掠かすれており、もし先に店の名前を聞いていても役には立たなかっただろうと思う。

「よし、行くぞ。ぴんぽんだ。出てこなかったら扉を蹴け破やぶればよい」

「よし、行かないぞ」

　春亮は銀の頭をがっしりとロック。このお子様から目を離してはいけないと再認識する。

「向こうの状況はわからんけど、チャイム鳴らして大人おとなしく出てくると思うか？　もしここにいたりしたら、逃げてくださいって大絶叫してるようなもんだぞ」

「確かに、真正面から行って何か騒ぎになると困るな。ここはそれなりに人目がある──とりあえず裏手に回ってみることにしないか」

　むー、と不満げな息を漏もらしはしたが、結局フィアも異論は挟はさまなかった。

　塀へいの隙すき間まを通って家の裏に向かう。そこには子供達たちなら野球ができるほどの広さを持った空間があった。昔は畑として使われていたのだろう、足あし下もとは雑草の生えた柔らかい草地。周囲には高木がこの空き地を囲むように立っており、周りの家からも覗のぞかれる心配はなさそうだ。

　白しら穂ほの家を裏側から見上げつつ、錐きり霞か。

「方針をまとめておこう。もうはっきりと言うが、本物の《王権を果たす完全人形》は、今までお前達が桜参白穂だと思っていた少女──その可能性が高い」

「可能性が高いのは……認めるよ」

「信じたくはないが、それを考えないわけにはいかない状況だ。まったく──ウシチチめ、何が男を見た、だ。全然違うではないか」

「生徒である、というのは合っていたさ。とにかく、事情は全くわからないにしても、これは二人が協力してお前達を騙だましていたということになる。会った瞬間に襲おそわれても不思議ではない、注意しろ……さて。それを踏まえて、あの窓から侵入しようと思うがどうだろう。とりあえずこの家の中を探らねば話は進まない」

　錐霞が指差したのは、ベランダつきの二階の窓。カーテンが閉まっており、中の様子はわからない。銀髪が縦に動き、

「私は異議なしだ」

「まあ、仕方ないか……でもどうやって登る？」

　返答として、錐霞の右みぎ袖そでから黒ベルト──《黒くろ河かわ可か憐れん》がしゅるりと伸びた。

「納得。じゃあ頼むよ。ああでも、こいつ重いから大丈夫か？　それ、千切れたりしな──」

「な、なにおう!?　わ、私は別にいいのだ、あれくらい跳ちよう躍やくできるからな！　いや違うぞ、別にキリカに運んでもらってもまったくぜんぜん不都合や不安などないのだが手間をかけさせるのもどうかと思ってだ！」

「ぐわ、静かにしろ。そのジャンプでベランダが壊れたりしたら困るから言ってんだ。こっそり入らないと──」

　意味ないだろ、と続けようとした瞬間。

　その言葉の意味こそがなくなった。

　何かが甲高く割れる音。発生源は家の中、しかも丁ちよう度ど見上げていた部屋からのように思えた。全員の顔色がはっと変わり、

「四の五の言ってはおられんようだな──春はる亮あき、跳とぶぞ！」

「ちょ、お姫様だっこは勘かん弁べんしてほしいんだがっ」

「──《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

　春亮を抱かかえてフィアが跳躍、ベランダが割れんばかりに軋きしむ。錐きり霞かは手中の黒ベルトをベランダの手すりに絡からみつかせ、自らの身体からだを剣けん玉だまのように跳はね上げた。空中でくるりと縦回転し、やはりベランダに着地。

　ガラス戸に鍵かぎはかかっていなかった。一気に部屋へ突入し、そこで見た光景は、

「……え？」

　理解の外。

　予想と合致しない。

　予想していなくても合致しない。

　ただ、あらゆる意味で、わけがわからない。

　薄暗い部屋だった。奥の床には割れた花か瓶びん、その近くに二人分の人影がある。

「か、はっ……！」

　サヴェレンティ──いや、つくりもののように整った顔立ちをした本物の白しら穂ほが、その足が床から浮くほど強く強く壁に押しつけられていた。何者かの手が彼女の首を絞めており、ここに至って春亮は初めて彼女の人間らしい苦く悶もんの表情を見る。着ているいつもの服は僅わずかにはだけ、やはり陶とう磁じ器きのような白が肩口に覗のぞいていた。

　その凶行を為なしているのは。

　女顔の美少年。おかしな少年。わけのわからない少年。

　スカートを穿はいている。女子の制服を着ている。ボタンは留まっておらず、そこからは外れかけたブラジャーと、そして平へい坦たんな胸が覗いている──

　少年は左手で白穂の首を握っていた。二人の身の距離はこれ以上なく近く、まるで抱ほう擁よう。一方、右手はその顎あごをなぞるような位置にあった。春亮は輝きを見る。その右手を割り裂くようにして、肉の中からぎしぎしと屹立しかけている刃を見る──
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「まだ、まだだよっ……まだ、大丈夫な、はずっ……お願い、止まって、止まってぇっ……！」

　少年は俯うつむき、血を吐くような悲痛さで、そんな言葉を延々と繰り返していた。

　呆ぼう然ぜんとしていたのは春はる亮あきのみ。残る二人は理解を求めず、ただ動く。

「八番機構・砕式円環態《フランク王国の"Breaking by wheel 車輪刑at Francs"》、禍動curse/calling！」

「《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

　投とう擲てきされる拷ごう問もん車輪と、伸長する絞こう殺さつ革帯ベルト。

　少年はそこで初めて闖ちん入にゆう者しやの存在に気付いた様子で、白しら穂ほからばっと飛び離れた。つい先刻までその身体からだがあった位置をベルトが打ち、拷問車輪が背後の壁に亀き裂れつを生む。白穂は咳せき込みながらその場にへたり込んだ。

　二人の武器が引き戻される。少年は自分の腕で身体を抱だくようにしていた。俯き加減の顔、垂れた髪の隙すき間まにあるのは、昏くらく虚うつろな瞳ひとみ。

「あ……う……あ、あ、あ、あり、がとう……」

　その言葉も理解できない。

　フィアは引き戻した拷問車輪を構えながら、厳しい目で言った。

「──誰だれだお前？」

「あれ……こっちのボクは、知らない……？　なら──」

　呟つぶやいた少年は、ふと自らの胸元に手を遣やる。何かをまさぐるような動き。

　短い吐息が聞こえたかと思うと、次の瞬間、その胸が膨らんでいた。

「なっ!?」

「揉もめば大きくなる……言った通りだよ……」

　それをずれていたブラの中に押し込む。さらには両手で頭を摑つかみ、髪を思い切り引っ張る──千切れない。ただ、ずるりと伸びた。

　もうそこにいるのは少年ではなく、少女の姿をしたモノ。

　今までずっと、春はる亮あき達たちが桜さくら参まいり白しら穂ほと呼んでいた、

《王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ル》。

　その表情は今まで見ていたものとは違う。ドジをやったときのはにかみも、空から元気のような笑顔もない。ただ底無しに暗あん鬱うつな虚うつろを被かぶせられた顔だった。

「シラホ──いや、やはり、サヴェレンティ、か。お前こそが……！　どうなっておる！」

「そう……ボクは《王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ル》。完全は完全故ゆえに完全。所有した者の欲求を完全に満たすために作られた人形──男女どちらが所有者となるかわからない以上、どちらにも対応できる機能があるのは完全人形としては当然。元々の身体からだが既すでに人間に近いから、ボクには人間体のときでも性別を変更できる忌き能のうがあって」

　そうあるべく作られたと彼女は言う。

　男の人ヒト形ガタでもあり女の人ヒト形ガタでもあるように。

　ただ人間を満足させるために作られた、

　両性具有アンドロギユヌス。

「そんなことは聞いていない！　お前は何をしている、お前、私を励はげましてくれたのは噓うそで──私を、騙だましておったのか！　なぜだ!?」

　偽白穂サヴエレンテイの身体がぴくりと揺れた。俯うつむかせた顔を左の掌てのひらで覆おおい、不ふ明めい瞭りように掠かすれた声で、

「騙した……そう、騙した。なんて、せっかく……友達……でも、でも……！」

　春亮には何も理解できなかった。けれど、いつまでも呆ぼう然ぜんとしてはいられない。

「サヴェレンティ、って呼んでいいんだよな。悪いようにはしない、どういう事情か話してくれ。入れ替わってたこととか、精気を吸う呪のろいのこととか、今そいつにしてたこととか」

「違う……」

　嘔おう吐とのように搾しぼり出される言葉。

「……違う。ボクの、呪いは……精気を吸うことなんかじゃ、ない……ボクは、ボクがしなくちゃ、いけないのは……」

　彼女の顔が恐る恐る動く。その視線の先にいるのは、未いまだ座り込んだままの少女だ。

「サヴェレンティ──」

「っ、あ、あああっ……！」

　二人が見つめ合い、白しら穂ほがその名を呼んだ途端、サヴェレンティは身を折って自分の手を押さえた。そこからは、先刻までは中途半はん端ぱに出ていただけの刃やいばが、ぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしぎしと完全なる屹きつ立りつを果たそうとしている──

「っあ！　もう……だめ、だめえぇっっっ！」

　突然に彼女が身を翻ひるがえした。白穂がいるドアの方向ではなく、春はる亮あき達たちがいる窓へ向けて。

　不意を打たれたフィアが反射的に車輪を繰り出す。サヴェレンティは身を屈かがめてその下を潜くぐり抜けた。フィアの後ろにいた春亮に、苦痛に耐えるような、今にも泣き出しそうな、それでいてやはり虚無的な顔が迫る。

「待て、止まってくれ、話を──」

「どいて……どかないと、危ない……！」

　え、と思う暇ひまもなかった。

　サヴェレンティの右手から飛び出ていた刃が拳けん法ぽうの掌しよう底ていのように繰り出され目前に迫りやばい絶対刺さる痛そうだあれ何かに身体からだを引っ張「夜や知ちっ！」られて倒れてその刃は代わりに立ち塞ふさがった誰だれかの胸に陵りよう辱じよくじみた乱暴さで──

「くぅうあっっ！」

　サヴェレンティは刹せつ那なに瞳ひとみを揺らしたが、すぐに錐きり霞かの胸から刃を引き抜き、そのまま窓の外に飛び出していく。

「き──キリカ！　しっかりしろ！」

「いんちょーさん！」

　彼女を追いかけることも頭に思い浮かばず、春亮は倒れた錐霞に慌あわてて駆け寄った。出血がひどい。胸の中心に刺さったのだ、心臓にまで達しているかもしれない──ばらばらになって頭ず蓋がいの外に逃げそうな思考を必死に囲い込み、とりあえず止血せねばと彼女の制服を割り開く。

　そこで見たのは傷口の巻き戻し再生だった。

　ずっ、ずっ、と反自然的に収しゆう斂れんする肉。縦長の亀き裂れつからしとどに溢あふれていた熱い液体は徐々に体内へと呼び戻され、ぴくぴくと動くピンクの肉穴を観察しやすくする。その異常な治ち癒ゆは傷が完全に塞がるまで止まらずに続く──

「っく、心配、するな。忘れたのか、私は死なない。こいつのせいでな」

「あ……そういや、そう、か。あまりに突然だったんでちょっとパニクった。いや、でも」

「痛みがないわけではないだろう。キリカ、喋しやべらずに休んでおけ」

　錐霞が服の下に着ているボンデージ風衣装──《ギメストランテの愛》。脱げば死ぬという呪のろいの代わりに、着ている限りはどんな外傷であっても治癒する禍具ワース。

　その効力は春亮も以前に見て知っていた。しかし見知った女の子が血を流して倒れているのだ、やはり完治するまでは安あん堵どできない。気分的な不安が抜けないというか。

　じっと春亮が傷の治りを見ていると、錐霞がもごもごした口調で言った。

「や、夜や知ち──傷はすぐ治る。お前には珍しいのかもしれないが、その、私の個人的な感覚としてはだ……今は、無理矢理に服を剝はぎ取られて下着を見られているようなものなのだが」

「へ？　う、わっ、ごめん！」

　制服を剝むかれ、大きく露ろ出しゆつした肌。申し訳程度に胸を覆おおっているだけの、扇情的なボンデージ服。慌あわてて春はる亮あきはそこから視線を逸そらした。

「キリカが無事なのはいいが……お前が本物のシラホだな。いろいろ聞きたいことがある」

　フィアが言うと、まだ床に座ったままの白しら穂ほが彼女を見上げた。しばらく唇くちびるを嚙かんでから、あの無機物が奏かなでるような声を静かに発する。

「一つ、私も聞きたいわ」

「なんだ？」

「サヴェレンティを殺すの？」

　白穂の視線の先には、フィアの拷ごう問もん車輪がある。ひどく禍まが々まがしく、ひどく怖おそろしく、一目見ただけで──それが誰だれかを害するためのものであり、事実害してきたものだとわかるような、痛苦のための痛苦の機構。

　フィアと春亮が無言で視線を合わせる。わかりきっている答えに言葉は必要ない。

　だが二人が次に何かを言うより早く、その数秒だけで耐え切れなくなったかのように、白穂が顔を伏せた。小さく、僅わずかに震ふるえた、けれど心からの祈りのような声で──

「お願い。サヴェレンティを、殺さないで」

「ふん、おかしなことを言うな。私達たちがどう思うかはともかく、お前は殺されかけておったのだぞ。普通は怖れたり恨うらんだりするものではないのか」

「しない。あれは、事情があって」

「その事情とは何だ」

「……サヴェレンティの呪のろいは、あの子が言った通り、精気を吸うことではない。あれは、無理して行っている《ただの能力》だと言っていた。王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ルの、本当の呪いは」

　白穂の拳こぶしが、床の絨じゆう毯たんを引っ搔かくようにして握られた。

「《所有者が死に至る恋をする》ことよ」




　へたり込んでいる白穂の前に立ち、春亮はその手を差し出した。

「殺さない。お前と同じ人間として、約束する。だから──詳しい話を、聞かせてくれ」

「……私は貴方あなた達を騙だましていた。けれど一つだけ、噓うそではないことがあるわ」

　ぱしん、と彼女は眼前の手を撥はね除のける。

「人間は嫌いなの、人間。簡単に言われても信じられない」

　その明めい眸ぼうに睨にらまれ、春亮が僅かに身を引いたとき、

「では私が言おう──殺さない。あいつと同じ呪われたモノとして、約束する。だから、詳しい話を聞かせろ」

　今度はフィアが手を伸ばした。僅わずかに驚おどろいたように白しら穂ほの目が向けられる。

「……本当に？」

「本当だ、人間」

　強引に白穂の手を摑つかんで立ち上がらせる。人形のように滑らかな、温かい人間の手だった。

　彼女の瞳ひとみが、噓うそをついたら承知しない、と語っている。

（ああ──本当に、奴やつに死んでほしくないのだな）

　ふと、フィアは思った。




　なぜ、殺されかけた相手なのに、死んでほしくないと願えるのだろう。

　わからない。

　だから、その答えは、同じくわからない言葉の中にあるのかもしれないと感じた。

　そう、白穂が事情として挙げた、自分が未いまだ理解できない──

　──恋という、言葉の中に。
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　人形のように綺き麗れいなお子さんね、とよく言われた。母もそのように可か愛わいがった。父は人形に興味がないようだった。だからというか、気付けばそうなっていたという以上の意味もなく、

　私はずっと、自分が人間ではないような気分のままで生きてきた。




　子供の頃ころ、母が自分を劇団のようなところに連れて行った。演技をさせられた。

　簡単だった。人形は人の真ま似ねをするものなのだ。

　やる気は全くなく、個人的には適当にやっただけだったが、なぜか周囲はさらに騒がしくなった。神童。金の卵。未来の大女優。陳ちん腐ぷな肩書きの羅ら列れつ。

　周囲の熱狂とは裏腹に、心は冷めていく。

　何を見ているのだろう。あの人達たちは何を見て騒いでいるのだろう。自分という演技者なのだろうか。演じられている架空の人格なのだろうか。少なくともこの自分そのものではないような気がした。何な故ぜなら誰だれも自分が考えていることに気付かない。

　形をなぞっただけの悲しみの表情で感動するの？　なんて陳腐。

　形をなぞっただけの微笑ほほえみで陶とう然ぜんと息を吐くの？　なんて単純。

　それから数回劇団には連れて行かれたが、つまらないのですぐに演技するのを止やめた。舞台に無理矢理出されてもただ立ったまま動かなかった。周りの懇こん願がんや怒号や涙にただ思う。うるさい。人間を完かん璧ぺきに真似まねる何かが欲しいのなら、代わりの人形を用意すればいいじゃないか。

　私という着せ替え人形を日本中の誰だれかに愛めでてもらいたかったらしい母は落ち込み、父は相変わらず無関心。学校でも劇団での出来事が伝わったのか、なぜか憎まれ、疎うとんじられ、排撃された。

　放っておいてほしい。

　どうしてわざわざ近付いてきて、文句を言うのだろう。お高くとまってる。見下してる。綺き麗れいだからって調子に乗るな。自分は他人と違うって態度がむかつく。そんなことを。

　自分は人形、向こうは人間。違っているのが当たり前なのに。

　変わらない周囲に呆あきれ、失望し、見限るまでに時間はかからない。

　そして私は人間が嫌いになった。




　母が病気で死んだ。人形に興味がない父とは没交渉。どうにかして高校の籍せきを作ったようだったが、きっと世せ間けん体ていのためだろう。余計なお世話としか思わなかった。父は私に興味がないし、私は人間に興味がない。

　同じ家に住む人間が出かけている間、店を散歩する。骨こつ董とうの匂においは好きだった。人間に捨てられたものの匂いが、帰ってきた場所だというような感じがする。

　そんなとき、話しかけてきたのが──

　人形だった。人間大の、本当に綺麗な、遠目には人と見間違うほどの人形。不思議に柔らかく温かい材質で、関節も動いて、継ぎ目もよく見ないとわからない。それが喋しやべった。そして見た目はあまり変わらず、本当の人間の姿にもなった。

　不思議と、驚おどろきも恐怖もなかった。そういうこともあるのだろうな、と納得しただけ。

　人形のような人間と、人間のような人形。それはとてもお似合いのように思え、

「ここにいると売られてしまうわよ。話し相手になってくれるなら私の部屋に来てもいいけど」

　人形──そのときは少年の姿だった──は、哀かなしそうに微笑する。

「君がボクの所有者になってくれるなら嬉うれしい。でも……止めたほうがいいよ。ボクは呪のろわれてるから」

「今の状況なら驚かないけれど。何が起こるというの」

「君はボクに恋をする」

「すごい自信ね」

「違うよ……これは決まってる。必ずそうなる。そういう呪いなんだ」

　王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ルは自らの出自を語る。

　始まりは製作者の信念。製作者は人形遊びの本質が王権にあると考えた。人はなぜ人形を持つか。その根源的な答えが、人形を持てば誰だれもが御伽噺フエアリーテールに登場する王／王子／王権を持女王／姫つた人間となれることにあるのではないかと夢想したのである。つまりそれは、物語の王族の如ごとき完全な人間になりたいという変身願望──《自分ではない理想の自分》を演じる幻げん想そう。彼に言わせれば、全すべての人形遊びはその派生形に過ぎない。

　物語に登場する王子や姫が行うこと。それは、恋だ。

　だから人形は欲される。御伽噺フエアリーテールの恋は一人では演じられないが故ゆえに欲される。王子に対する姫、姫に対する王子。人形の役割は、恋の相手たる別の女王／姫／王権を持王／王子つた人間であることなのだ。ならば、その御お伽とぎの恋に必要な全てを具そなえていることこそが完全人形の証明。そのおはなしに存在する人間の全欲望を受け止められることこそが完全人形の条件。

　故に、在あるのは忘我の感情移入が可能な外観。人の存在感を生む瞳ひとみ。口づけを交わすための柔らかな唇くちびる。抱だき締めて穏おだやかな眠りに落ちるための肌。その他必要な機構全て。

　それだけではない──王子と姫の悲恋には末路を用意しなければならない。完全の名を冠している以上、儚はかなくも美しい恋の終わりすら演出することを強しいられる。

　結局のところ、製作者は狂っていたのだと、彼は言った。

　そうでなくば、愛と死を同時に果たせる人形など作れない。

「ボクには殺害器官キリングオルガンという機構がある。この身体からだに無数に仕掛けられた刃やいば。所有者とボクとの恋が臨界点に達したとき、その機構がアクティブになる。《夢寐に終インブレなる初イス＝オンリの抱擁ーワンス》──最初で最後の殺人抱ほう擁よう。それが恋の終わり」

　その視線は自らの腕を無感情に貫つらぬいている。

「つまりね、ボクと所有者が恋をして、恋をしたから当然抱き締めて、それを何度も何度も何度も繰り返したとき──いつかこの身体から刃が飛び出て、ボクは抱き締め合っているその所有者を殺すことになる。それは特別なシステムだから、創造主以外にはそれを制御することはできない。呪のろわれて人性を得たボクでも、自分の意志では刃を出せないし止められない。ただ時が来れば発動し、役目を終えればまた仕舞われるだけのもの」

　どういうメカニズムなのか。理解できなかった。

「さあ。とりあえず今現在のシステムは《呪い》のせいだから、よくわかんない。ただの人形だった頃ころは、どこかに恋心の量を計測する仕組みがあったんじゃないかと思うけど。抱かれた回数とかを数値的にカウントして置き換えてたのかな──ま、それもよくわからないよ。君達たちだって、自分の心臓の動きを逐ちく一いち把は握あくしているわけじゃないんでしょ」

　新たな疑問。今と昔は違うのか。呪いとは何なのか。

　問うと、彼は遠い目で、まだ自身がただのモノだった頃のことを語り始めた。

　その頃はまだ、所有者を忘我の恋に至らしめるような特別な力はなかった。ひたすらに綺き麗れいな人形だっただけだ。けれどその美しさに惹ひかれて想おもいを満たし続けた所有者は、創造主が企図した通りの物理的終しゆう焉えん、《夢寐に終インブレなる初イス＝オンリの抱擁ーワンス》で全て死ぬことになった。最さい期ごの瞬間、なぜ自分がこんな人形に殺されなくてはならないのか、と怨えん嗟さの声をあげながら。

「使い続ければ殺されるってわからなかったのかしら、その人達たちは」

　説明書などなく、殺害器官キリングオルガンはその瞬間にしか現れないものだ。故ゆえに《持ち主が次々と惨ざん殺さつ体たいで見つかる怪しい人形》という噂うわさが立つだけだった。が、そんな噂を厭いとわずに触れたいと思える人間がいるほどには、その人形は常識を超えて美しかった。だから繰り返される。

　何人も、何十人も。

　その都つ度ど、人形は抱ほう擁ようと数じゆ珠ず繫つなぎに発せられる苦く悶もんの声を聞いた。

　一方的で身勝手な、よくも騙だましたな、という死者の視線を受けた。

「そのせいで、ボクは呪のろわれた。呪われて──《所有者に必ず恋をさせ、そして必ず殺害器官キリングオルガンで殺す》という呪いを人間に返すようになった。やってること自体は元々と変わらないけど……そう。ひょっとしたら、ボクは呪われたせいで真に完全になったのかもしれないね。人間に本当に恋をさせる力、というのはそこで手に入れたものだから」

「……」

「そうなるまでは途中でボクを手放す人とか、ただ飾って眺ながめるだけの人もいないわけじゃなかった。でも呪われた後に在あるのは本当に一つきりの結末。誰だれもがボクに恋心を持って触れる。そして、いくら恋をしていても、死ぬ瞬間にはやっぱり我に返ってボクを呪う──で、気付いたらこうやって人間の姿も取れるようになってたってわけ」

　そこでまた、哀かなしそうに、笑う。

「昔の話はこんなトコ……そんなわけだから、悪いことは言わない。さっきはつい話しかけちゃったけど、このまま見なかったことにしたら、とりあえず君は死なずに済むから」

「それ、聞きたかった。どうしてさっき私に話しかけたの」

　そう聞くと、彼はきょとんとした顔になった。そして「寂しそうだったから」と答えた。

　呆あきれる。

「……私が驚おどろいて、貴方あなたに油をかけて燃やすとは思わなかったのかしら」

「そういえばそうか。危険って言えば危険だったね──ま、なんとなく、だよ。多分」

　能天気な人形。久しぶりに、自分の頰ほおが緩ゆるんでいることに気付いた。

　けれどそれに羞しゆう恥ちのような感覚を覚え、踵きびすを返す。

「部屋はこっち。ついてきて」

「え。今までの、聞いてた!?　ボクと一緒にいると、君──」

　いいのだった。

　そんなこと、どうでもいいのだった。

「大丈夫よ」

「……なんで？」

　彼は、同類。私と同じ。

　人形の自分にできた、初めての、人形の友達。

　だから、何も問題はない。

　至し極ごく当然の顔で、聞き返すだけ。

「人形同士って、恋をするものなの？」




　けれど結局、恋をした。

　──つまり。

　私は人間だったのだ。
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　斜陽差し込む夜や知ち家の居間は、かつてなく人口密度が高かった。春はる亮あき、フィア、錐きり霞か、パジャマ姿のこのは──そして、白しら穂ほ。

　彼女は一同のテーブルから離れた部屋の隅で膝ひざを抱かかえており、あからさまに孤立の壁を作っている。今まで二人の出会いを話していたときも、その姿勢で畳たたみを見つめたまま、独り言のように口を開いていただけだった。

　春亮がその前で中腰になり、湯のみを差し出す。

「えーと……お茶なんだが」

「いらない」

「喉のど渇かわいてねぇの？」

「いらないって言ってるでしょ……！」

　苛いら立だたしそうに手が飛んできた。うおっと、と春亮は身を退ひき、湯のみを足あし下もとの畳に置く。

「じゃあ、ここに置いとく。飲みたくなったら飲んでくれ」

「飲まないわよ」

「それが不思議なことに、いつのまにか飲みたくなる。なんとなくやることがなくなったり、何をしていいかわからなくなったときにふと手が伸びている、それがお茶の魔ま力りよく」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしい、とでも言いたげに白穂は顔を背そむけた。

「勿もつ体たい無い奴やつだのぅ。お茶とおせんべの組み合わせの美味うまさを知らんのだろうか」

「無理して飲ませることもないけどな」

「お煎せん餅べいはともかく、お茶が美お味いしいのは確かですよ。冷めないうちに飲んでくださいねー」

　その声は軽く無視され、このはがしょんぼりと肩を落とす。

「うう。この茶葉、わたしが奮発して選んだのになぁ……」

「思い出した。このはとお茶と言えば、そうだ」

「何をです？」

「あそこで体育座りしてる白しら穂ほ、なんかデジャヴがあったんだが──あれ、ここに来たばっかのこのはも同じ体勢で同じことやってた気がする。いや、もっとひどかったかな。ガキの頃ころの俺おれには、湯のみを強引に渡した親おや父じがこのはにお茶を引っ掛けられて飛び跳はねてる姿がそりゃもう怖おそろしく……」

「ふわー！　わー！　なんで覚えてるんですかっ!?　記憶のデリート求める所存！」

「ウシチチの猫ねこ被かぶりの暴ばく露ろだな。そんな過去のある貴様に茶を啜すする権利はない、よっておせんべを食べる権利もない。貴様のぶんは私が処理する」

「緊張感のないのはいいことか悪いことか……これがこの家の空気ということなのかな」

　傷は完全に治り、制服に開いた穴だけを（主に春はる亮あきに対して）気にしていた錐きり霞かが、軽く肩を竦すくめた。それから白穂に目を遣やり、

「君達たちの出会いと奴やつの呪のろいについてはわかった。では、そこからのことを聞かせてくれないか」

　騒がしい会話を止やめ、居住まいを正して全員がじっと白穂を見つめると、

「……サヴェレンティのほうがよく知っていることもあるけど」

　ぷいと顔を背そむけた彼女は、また独り言のような説明を再開した。
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　王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ルは、人ひと気けのない神社の裏にいた。腰を落とし、ぶるぶると震ふるえながら、自分の身をただ必死に縮めている。

「うっ……あ、ふぅっ……っ！」

　ぎしり。何十人もの人間を殺した殺害器官キリングオルガンが目覚める音。

　右手のそれは完全に屹きつ立りつ。今は左手から輝きが生まれかけている。さらには太ふと股ももの辺りにも忌いまわしい軋きしみの気配があった。

　嫌いやだ。嫌だ。だから我慢する。頰ほおを地面に擦こすりつけて、自らの身体からだを抱だきかかえるようにして、涎よだれと涙をずるずると零こぼしながら、ぎしり、我慢する。

　でも、苦しい。とても苦しい。発狂狂ぎしり狂狂狂してしまいそうだ。

　どうしてこうなっちゃったんだろう、と考える。

　答えはわかっていた。

　これはいつもと同じこと。何十回もしてきたように、自分の役割として、そして呪いの欲求として、自分という人形に恋した所有者を殺す時が来ただけ。今までも嫌だった。それは同じ。けれど、今回がかつてなく苦しいのは、かつてなく嫌なのは──

　ああ、やっぱり。

　自分のほうからも、彼女に恋をしてしまったからだろう。




　──夕焼け色の緞帳ね、と彼女が言った。

「カーテン。ほら、夕ゆう陽ひが当たって……だから、それ。ふふ、あれが緞どん帳ちようで、ここは舞台の裏。働き終わった人形劇の人形がこっそりとお喋しやべりをする、誰だれも知らない場所」

　詩人だね、と笑うと、白しら穂ほは啄ついばむようなキスをしてきた。

　実のところそのときは女性体だったような気がする。たまに気分を変えようと思って女性の姿でお喋りをしているうちに、いつしか白穂にとってはこの自分の性別などどうでもよくなっていたようだった。男でも女でもサヴェレンティなのは変わらないし、と。

　彼女は綺き麗れいで、笑うと一層可か愛わいくて、なんでもないことでも話していて楽しかった。きっと、今まで他ほかの《人間》に使わずに取っておいた十六年分の優しさや笑顔やその他あらゆる感情を、彼女はこの自分という人形に全すべて捧げてくれていたのだろう。その、彼女の人生分の愛情が魅力的でないわけがなく──

　だから自分も、優しく唇くちびるの温度を返した。啄ばむように。呪のろわしさを感じながら。

　白穂は自分の意志でそれを向けてくれている。間違いない。けれど、全く等価に、それは全てこの身に刻まれた呪いのせいでもある。恋をさせる呪い。呪いがなかったら、彼女は同じことをしてくれたか──？　それは証明不可能な命題だ。

　ただ、言うべき時が来たと思っていた。言わずにはいられなかった。

「そろそろ、かもしれない」

「そう」

　通じる。恋心が蓄ちく積せきされ、進展し、何度も心と身体からだを触れ合わせた結果引き起こされる──

《夢寐に終インブレなる初イス＝オンリの抱擁ーワンス》。殺害器官キリングオルガンの起動。それがもうすぐだと。

　予想よりも早かった。あと数ヵ月、あるいは数年は耐えられると思っていたものが、なぜか数週間前から加速度的にその勢いを増してきたのだ。予感に過ぎないが、わかる。

「そうって……？」

「いいってこと──貴方あなたに抱ほう擁ようされて終わるのなら」

　それは、本心？　それとも、《そう答えるようになる呪い》だから？

　どちらでもよかった。どうでもよかった。

　でも、自分は嫌いやだ。

　嫌なのだ──




　だからあのとき、抵抗しなかった。

「白穂！　今、誰と話していた！　やはり、やはり……！」

「……勝手に入ってこないで！」

　出かけたと思っていた彼女の父親が部屋に入ってきた瞬間、辛かろうじて人形の姿に戻っていた。無む駄だだった。彼ははっきりとこの自分の声を聞いてしまったらしい。

「こんないわくつきの人形を欲しいというから与えてやったが、間違いだった……！　いや、そもそもこんなものを手に入れたのが間違いだった！　貸せ！」

「や、止やめてっ！」

　彼が大きな人形を持ち上げる。縋すがりつく白しら穂ほを乱暴に振り払う。その拍子に聞こえたのは彼の苦しそうな咳せき。

　人化して抵抗してもよかったが、そうしなかった。

　刹せつ那な的に、思ってしまったのだ。これでいいのかもしれない、と。

　もし、このまま壊されるなら──少なくとも、白穂を殺さずには済む。

（ごめん……ね……）

　振り払われた拍子に頭をぶつけ、白穂は脳のう震しん盪とうを起こしてぐったりしていた。それに構わず、父親は人形を持ったまま部屋を出る。

　そしてそのままトランクに詰め込まれ、どこかに運ばれた。

　白穂はほとんど外に出ない上に、あの父親との様子ではどこに運ばれたか絶対に教えられないはずだった。狭い空間に身を縮め、これでお別れなのだと思いながら、ただ数日を過ごした。

　だが、そのうちに──
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　人形を渡した相手が理事長ではないかと考え、白穂が学校に来るに至った事情は、一昨日おととい学校を捜索する間にサヴェレンティから聞いた説明と凡おおよそ同じものだった。

「学校になんて行くつもりはなかったから、制服は捨てていたわ。仕方なくこっそり忍び込んであの子を探そうとしたら、すぐに学校が騒がしくなって──倒れた生徒を見つけたの」

「それが初めてお前を見たときだな。お前はすぐにそれが奴やつの仕し業わざだとわかったのか？」

　フィアが聞く。白穂はやはり畳たたみを見つめたまま答えた。

「昔、少しだけ聞いたことがあった。所有者に対する呪のろいの進行を遅らせる方法があると」

「それは？」

　一つ呼気が挟はさまれ、

「無関係な別の人間の恋心を奪うこと」

「あっ。そう、か……それで……！」

　不意に、このはがはっと顔を上げた。手で口元を押さえ、何か納得したように呟つぶやく。

「でも……ああ、多分それは《蓄ちく積せきされた恋心》であって、《恋する意志》ではないんですね。だから、好きな人への感情は残されたまま──ぽっかりと穴が開いたような気分に……恋心が生きる気力になりうる概がい念ねんだとするなら、それは生きるに必要な精気と同質のもの。蓄ちく積せきされたそれがごっそりと抜き取られたとき、その副作用で倒れてもおかしくはない──」

「このは？　一人で納得してないで、教えてくれると嬉うれしいんだが」

　春はる亮あきが聞くと、急にこのははわたわたと手を振った。

「え、ええとそのですね!?　わたしの恋心とかについては黙秘権を行使する所存でありまして、今大事なのは、その他人の恋心で、サヴェレンティさんと白しら穂ほさんの間にある恋心──呪のろいのカウントダウンを中和するってことですね!?」

　そう問い掛けるこのはをつまらなそうに一いち瞥べつしてから、白穂は顔を畳たたみに戻した。

「──そうよ。呪われたサヴェレンティは、元々の発動条件とは別に、所有者との《恋心の量》を感知して殺害器官キリングオルガンの発動条件にするようになっていた。言うなら、あの子は常に所有者からの恋心を吸ってその量を量っているようなもの。徐々にだから吸われている側の体調に影響は出ないわ。単に、蓄積したそれが一定値を超えると発動するというだけ」

「あれ？　じゃあ、人の恋心吸ったら逆に呪いの進行が早くなりそうな気がするんだが」

「量っているのは所有者の恋心よ、愚おろかな人間。別の人間の恋心を吸収することで《誰だれが所有者か》ということを呪いに対して一時的に誤ご魔ま化かすらしいわ」

「あ、なるほど」

　あからさまに馬ば鹿かにした鼻息があり、一昨日おとといの説明が再開される。

　倒れた生徒がサヴェレンティの仕し業わざなら、それは既すでに逃げているということだ。後は合流するだけでいい。とりあえず部外者の自分がここで見つかれば面倒事になるだけなので、その場を離れようとした。

　そこに春亮達たちが現れたのだ。

　被服室に追い詰められ、さらにフィアが「人形か？」という問いを発したことで事態は悪化する。それは事情を知っている人間、つまり理事長の手先でなければ出せない台詞せりふだ。

　そんな奴やつらに《桜さくら参まいり白穂である自分》がここにいることが知られれば、人形を取り戻しに来るほど二人の繫つながりは強く、結局人形は白穂のところに戻るのだ、と判断されてしまう。そうなればサヴェレンティが帰ってきても再び引き離されるかもしれない。よって、

「自分が桜参白穂であることは絶対に隠さなくてはならなかった。どう逃げようかを必死で考えていたとき──サヴェレンティが来たのよ」

「倒れた生徒をたまたま見つけたふりをして、だな。いんちょーさんによれば、被服準備室で制服とかゲットしたんじゃないかって推理なんだが」

「そのようね。丁ちよう度ど制服を見つけて女性体になったところで、ヒラヒラの服がどうとかいう声が聞こえて、それで私が探しに来たんじゃないかと思ったって話。それで、なんとか誤魔化して助けようと飛び出したと後で聞いたわ」

　その制服姿で思いついたのだと、白しら穂ほは言った。

「あの子が恋心を吸い始めたのなら、それはきっと私と一緒にいるため。自うぬ惚ぼれなのかもしれないけど、そう思った。だったら私は私にできることであの子を手助けするしかない」

「で、こちらの勘かん違ちがいのままに立場を入れ替え、自分が人形であるふりをした……と」

「《自分が桜さくら参まいり白穂であることを隠す》という目的と《この先も恋心を吸えるようにする》という目的を同時に果たせる。そう考えれば効果的な策だ。舞台が学校だけだった理由もわかった──ダミーの犯人に注意を向けさせておき、内部に潜ひそむ真犯人が警戒されることなく人を襲おそう。不登校で籍せきだけがあり、顔を誰だれにも知られていないという状況を上う手まく利用したのだな。しかし、なぜ《学校だけで精気を吸う》ということを問われてすぐに認めたのだ？」

　錐きり霞かの問いに、白穂はちらと視線をこのはに向けた。

「……そこの眼鏡めがねさんがあまりに確信的だったし、私が一度動揺してしまったというのもあるけれど。外で吸うのは人目が多いし、あれは思春期の強い恋心でないと効果はない。わざわざ街中の人ひと気けのない場所にいる学生を探すのは手間がかかりすぎるわ。学校の中でだけ起こるということは、言わなくてもいずれわかってしまう──それに、あそこで認めれば《私が》毎日学校に侵入して精気を吸っている、ということをそちらに強く印象付けることになって、結果としてサヴェレンティが安全になると思った」

「いろいろ考えておったのだな。ご苦労なことだ……ご苦労と言えば、わざわざ身体からだの動きが不自由な演技をしていたのもそうだ。よくやったものだ」

　呆あきれたようにフィアが言う通り、あれは人形っぽく見せるための演技に過ぎなかった。白穂の家からここに移動する間、春はる亮あきは何の問題もなく歩く白穂の姿に驚おどろいていたのだ。

「貴方あなた達たちの前でだけそうしてればいいのなら、演劇と何も変わらない。簡単なことよ──元々運動は得意ではないけれど」

　塀へいを乗り越えるのも苦労するほどにね、と自じ嘲ちよう気味に付け加えた。窓からサヴェレンティが見つけてくれて助かったと聞いて、春亮は驚く。サヴェレンティが書道教室で外を見ていたあのとき、窓の下では銅像が動かされていたのか。

「そう。視界に入っている人形しか動かせないと言っていたから。あの子が私を見つけたのは偶然だけど、そもそもあの子は私を無事に学校の外へ逃がすために、貴方達と一緒に動くことにしたらしいわ。いざというときにはまた人形で邪じや魔まができるから。それと」

　ふう、と呆れの色が滲にじむ息を吐く。

「……基本的に、あの子はいい子なの。単純で、優しくて、積極的に貴方達を騙だませるほど計算高くもない。だから貴方達を背後から襲おうともしなかったし、ボロが出るのを怖おそれて必要最少限の噓うそしかつかなかった。あの子が考えていたのは、私を助けることと、貴方達がどんな存在か知ることだけ──勿もつ体たい無いわよね。もしあの子が私ほど性格が悪かったら、貴方達を強引に排除するという手も使っていたでしょうに」

　自じ虐ぎやく的に唇くちびるを曲げた白しら穂ほに、フィアがふんと鼻を鳴らして言った。

「奴やつがいい奴なのは知っておる。そこが演技でないことくらいはわかるわい」

　彼女に視線を経由させてから、白穂の話は続く。

　二人の間だけでわかる隠いん喩ゆを使った結果として、その夜サヴェレンティと白穂は部屋で合流を果たす。そして今後を話し合い、これからも入れ替わりを維持して恋心を奪っていくと決めた──サヴェレンティの優しさから、とりあえず春はる亮あき達たちに対しては排除ではなく、ただ演技で誤ご魔ま化かし続けることにして。

「それからのことは別に難しくないわ。ダミーの私が姿を見せないままで事件が起これば、別の者が恋心を奪っているのだと気付かれるかもしれない。だから証人として、私が姿を現しても安全なそこの人間だけを伝言で呼ぶことにした」

　そのとき春亮のクラスメイトに伝言を預けた見知らぬ男子こそが、男性体になったサヴェレンティだったのだ。その変装のために必要な男子の制服はそれ以前に拝借していたのだという──春亮は、朝のＨＲで教師が学内の窃せつ盗とうについて注意していたことを思い出した。

「サヴェレンティは呼び出しに邪じや魔まが入らないか見張っていた。そこで見つけたのが貴女あなたよ」

　横目で見られたのは、無論のことこのはだ。

「貴女まで来ると私が捕まってしまうかもしれないから、サヴェレンティは貴女を足止めせざるを得なかった──そしてあの子は、そのとき貴女に顔を見られたと思い込んだのよ。そのせいで今日は学校に行かず、家で今後のことを考えていて……そのうちに、貴方あなた達の見たようなことになった。他人の恋心を吸って進行を抑えても、既すでに限度が来ていたということね」

「そういうこと、だったんですか。見えたのは足までだったんですけどね……」

　このはが呟つぶやき、しばらく部屋の言葉が止まる。

　ややあってフィアが立ち上がった。三角座りをしたままの白穂の前に行き、真剣な目で、

「一つ聞きたいことがある」

「……何かしら」

　話せることは全すべて話した、というように、白穂は警戒心ある顔でフィアを見上げた。

「私達が話していた情報を奴から聞いたのなら、私達が奴を壊すのではなく、呪のろいを解くために行動していることがわかったはずだ。どうして奴は呪いを解こうとしない？　お前もそうさせようとしない？　奴はお前を殺したくなく、お前も奴に殺されたくはないのだろう。私には解かない理由が思いつかない。春亮に所有権を渡せば呪いは発生しなくなる。お前達を苛さいなんでいる呪いはなくなる。他人の恋心を奪って効くかどうかもわからぬ延命を図るよりも、呪いを解いてゆっくりと──」

「呪いを解くですって？」

　ぎん、と白穂の目が鋭くなった。目鼻立ちが整っているだけに、そこにある表情は誰だれよりも直接的にその感情を伝える。そして吐き捨てるように、

「……そう。貴女あなたはサヴェレンティよりも低級な道具なのね」

「な、なにおう！」

　憤ふん慨がいするフィア。それを睨にらみつつ、白しら穂ほは搾しぼり出すような声を発した。

「私とサヴェレンティにとっては──呪いも恋心も違いがないわ。私達の間にそれがあるというだけのこと。呪のろいを解いたら、私がサヴェレンティの所有者じゃなくなったら、それがなくなるのかもしれない。そんなのは嫌いやよ。全すべて噓うそだったことにしろと言うの？　全てが呪いというよくわからないもののせいだと言うの？　たとえ、この気持ちが呪いのせいだったとしても……はいそうですかって簡単に捨てられるわけないでしょう！　だって──」

「だって、人間だもんな。あんた」

　銀の頭を後ろからぽふぽふ叩たたきつつ、春はる亮あきが言った。フィアは不理解の目で振り向く。

「なんとなく、わかるような気がする……なあフィア、そういうもんなんだよ。人間の気持ちってのは理屈じゃねぇの。そういうわけわかんない感情の一番よくある例みたいなもんが、恋ってやつだろうとは思うよ」

「……そうなのか。わからない」

「いやまあ、俺おれも実は全然わかってないんだけどな？　そんな気がするってだけ──だから。やっぱ白穂の気持ちもアリのような気がするから、あまり責めたりするのもどうかってこと」

　フィアはじっと春亮を見上げていた。

　やがて、その顔がそっと白穂のほうに戻る。俯うつむくようにしながら、

「私よりあの人形のほうが《人間らしい》というなら──確かに、私は低級なのかもしれない。いろいろ、わかっていない。しかし、わかりたいとは、思っている。だから……もしもお前の気持ちをな蔑いがしろにするようなことを言ってしまったのなら、謝ろう。すまなかった」

　フィアの頭が縦に動く。まさか謝られるとは思っていなかったのか、白穂が僅わずかに驚おどろきの表情を見せた。が、それをなかったことにするかのように、すぐに仏ぶつ頂ちよう面づらに戻って顔を背そむける。ひょっとしたら照れているのかもしれない。彼女はふんと鼻を鳴らしてから、爪つま先さきの横にあった湯のみを摑つかんでぐいと呷あおった。

「おっと。素直に謝られて何をしていいかわからなくなったか。お茶の魔ま力りよくにやられたな」

「……あっ」

　白穂はぎょっと湯のみを見下ろした。今いま更さらどうにもできないのだろう、笑っていた春亮をぎろりと睨んでから一息にそれを飲み干す。

「……美お味いしくないわ」

「冷めたからだろ。淹いれ直すか？　今のは『美味しいって言うから期待してたけど思ったほどじゃなくてガッカリ』のニュアンスを感じ取ったぞ」

「い、いらないわよ！　調子に乗らないで、人間！」

　どん、と空からになった湯のみが畳たたみに置かれる。頰ほおは僅かに赤くなっているような──だんだん地が見えてきたぞ、と春はる亮あきはなんだか嬉うれしくなった。

　そこでふと、白しら穂ほがフィアを見上げる。

「──サヴェレンティが」

「え？」

「サヴェレンティが言っていたわ。フィアって子はとてもいい子で、友達になれて嬉しいのに、騙だましているからとても苦しいって。それと──眼鏡めがねの人を傷つけて、きっと貴女あなたも哀かなしませたから、謝れたらいいのにって」

　あっさり視線を切り、「別に意味はないけど、それだけ」と口を閉じる。

「そう、か。あいつが、そんなことを」

　沈んでいたフィアの顔が、僅わずかに明るくなる。きっと、白穂の狙ねらい通りに。

「いや、まぁ、私としてはウシチチがどうなろうと知らんというかいい気味だという感じだったのだがな！　もう元気になりおって、つまらんの極致だ。きっとチチに非常用の栄養が詰まっておったせいだろう。ふん、この一人備び蓄ちく庫こめ。平等に世界中に分けろ。胸を」

「ど、どこに文句を言っていいのかわかんないですよ!?」

　フィアとこのはがぎゃあぎゃあやり始める。白穂は我関せずと虚こ空くうを見つめていた。そんな中、逸それた話を戻すように、

「さて──夜や知ち、これからどうする？　サヴェレンティくんの呪のろいが限度に達しているというのなら、今は我慢しているのだとしても、いずれ耐え切れなくなるだろう。白穂くんを殺すことしか考えられないようになる。彼女をここに匿かくまうのもいいが、それは根本的な解決にはならない。多かれ少なかれ、禍具ワースは所有者との繫つながりを持つものだからな。いつか本能的に所有者の位置を感じ取ってここに来ないとも限らないぞ」

　そう、今はこれからのことを考えなければ。錐きり霞かの言う通り、白穂をここに匿い続けるのか。それが駄だ目めならどこか遠くに逃がすのか。いや、最も簡単で、確実に白穂の命を守る方法は、

「殺さないで」

　白穂がぽつりと言った。

　そうだ。約束したのだ。その手はない。

　ならばやはり、白穂とサヴェレンティの繫がりを断つ──所有権を放ほう棄きするしかないのだろうか。けれど、白穂はそれを望まない。恋を捨てることを望まない。

　死と引き換えにしても、望まない。

（だったらどうすりゃいいって言うんだ……？）

　八方塞ふさがりだ。全すべてが矛む盾じゆんしている。

　そうとしか思えないのに。

「──私に考えがある」

　白銀の少女は、どこか遠くを見るような目で、そう口にした。




　どういうわけか、それからフィアは白しら穂ほだけを連れて居間を離れた。錐きり霞かやこのはと怪け訝げんな顔を見合わせていると、すぐに白穂が帰ってくる。

「えっと……どんな話を？」

「さあ。サヴェレンティの殺害器官キリングオルガンについて知っていることを聞かれただけよ。あとは、あの子と連絡が取れるかとか」

「取れるのか？」

「プリペイドの携帯を昨日買って持たせたばかり。でも、私を殺さないように逃げているあの子が私からの電話を取るはずがないわ。もう捨てているかもしれない」

　彼女は定位置、部屋の隅に座り込む。遅れて現れたフィアが縁側で手招きした。

「キリカ。ウシチチ。話がある。来い」

「さて、どんな手なのかな」

「はぁ。いいですけど……」

「え!?　俺おれは!?」

　春はる亮あきに向かって、フィアは無表情に言った。

「お前は最後だ」

「なんだよ……仲間外れみたいで気分悪いぞ」

「いいから座っていろ」

　三人が居間を出る。春亮は一言も発しない白穂と居心地の悪い空気を共有した。ムズムズ座ざ布ぶ団とんの位置を直したり茶を啜すすったりしていると、十分ほど経たってようやく三人が帰還してくる。なぜか錐霞とこのはは厳しく瞳ひとみを細めていた。

「仕方ない、か。それしか手がないのなら」

「ええ……でも」

　ちら、とこのはが春亮の顔色を窺うかがう。後ろめたそうな表情で。

「なんだよ二人とも。何か手が──」

「春亮。来い」

　フィアが縁側から呼んできた。やっとかよ、と思いつつ縁側の隅に移動する。

　今は丁ちよう度ど日が暮れる頃ころ。庭も廊下も、全すべてが傾いた太陽の色に染まっていた。

「で、どういう手段なんだ？　教えてくれよ」

「うむ……いろいろ考えたのだが、お前に教えるべきことは一つだと思う」

　勿もち論ろん、背の低い少女の頭も。今は銀髪ではなく、まるで黄おう金ごん。

　その輝きを小さく揺らし、先行していたフィアが振り向いた。そして、




「お前には何も教えられない。それだけを教えておく」




「……は？」

　理解できなかった。だが、フィアの瞳ひとみは、どこまでも真剣なまま。

「お前は知らないほうがいい。いや、知っていてはならない」

「な、何言ってんだ？　わかんねえ、わかんねえぞ。教えろよ、何か協力できることあんだろ!?」

「ある。だから、それが《知らないこと》だ。他ほかにもあるが、それを教える必要はない」

「わかんねぇって！　お前、一体、何を──!?」

　取り残されている感覚。自分を抜きにして事態が進んでいる感覚。なんで、こんな──自分だって、白しら穂ほとサヴェレンティをなんとかしたいと、思っているのに。

　本当に、仲間外れなのか？　無力な人間だから？

　フィアは笑った。哀かなしそうに──何かを諦あきらめたように。

「私は拷ごう問もん具ぐだ。できることは一つしかない」

「──おい。お前、何を……考えてる？　教えろよ、何だよ！」

　春はる亮あきはフィアの華きや奢しやな肩を摑つかむ。揺れる黄おう金ごん色いろ。

　だが、彼女の眼まな差ざしは動かなかった。至近距離で、春亮を見つめたまま、ただ──

「……すまない」

　肩に置かれた春亮の手を、そっと、握る。

　それはなぜか、縋すがりつかれているような温ぬくもりで。

　それきり、反論の言葉は失われた。
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　軽い食事を摂とってから、夜よ闇やみの中を桜さくら参まいり家に向かって移動する。食事中に会話はほとんどなく、白穂は何も食べなかった。

「このは、体調は？」

「あ、大丈夫ですよ。七割くらい回復してますかね。そんな派手な立ち回りもしないと思いますので、問題ないです」

　移動中にあった会話もそんなものだ。このはは派手な立ち回りをしないのか、とその点だけは安あん堵どしておく。

　足を止めたのは白穂の家の裏、あの空き地だった。人ひと気けはなく、周囲の木々が邪じや魔まして、誰だれかに見られる心配もない。

「それで、どうしてここに戻ってきたのかしら。そろそろ話を聞かせてもらいたいのだけど」

　不機嫌さを隠そうともせず、白穂。彼女と春亮だけが依い然ぜんとして何も知らないままなのだ。

　その言葉を受けてフィアの銀髪が動く。

「キリカ、時間は」

「そろそろだ。このはくん」

「はい……気は進みませんけどね。春はる亮あきくん、その、手を」

　このはに手をぎゅっと握られる。ぽんとその服が弾はじけるような錯さつ覚かくがあり、気付けば春亮の手には一振りの日本刀が現れていた。黒き鞘さや刃ばを纏まとう──妖よう刀とう村むら正まさ。

「派手な立ち回りはしないんじゃなかったのか？」

「その……いろいろありまして」

　刀の中から、もごもごとした声。春亮としては、もうなるようになれという気分だ。白しら穂ほは初めて見たこのは刀バージョンに目を丸くしていた。

「さて、説明しよう。もうすぐここにサヴェレンティが来る」

「え。なんでだっ？」

「お前が食事を作っていたとき、キリカに携帯電話で奴やつに連絡をしてもらった。番号はシラホから聞いていたからな」

「……来るはずがないわ。あの子は私を殺さないために──」

「来るさ。私は言ったからだ。《来なかったらシラホを殺すぞ》と」

「なっ──？」

「ごめんなさいっ！」

　聞こえたのはこのはの声だ。瞬間、自分の意志に反して身体からだが動いた。

　白穂の腕を後ろ手に捻って跪かせ、その首筋に鞘刃を押し当てる──

「こ──このは！　何してんだ、止やめろ！」

　身体の自由が利きかない。抵抗できない。《使用者の身体を操る》というのは、このはが呪のろわれて手に入れた《能力》であって、彼女の意に反して発動する《呪い》そのものではない。故ゆえに、呪いを無効化する春亮であっても、このはが望む限りその制御を受け続ける──

「ふ……そう。結局、人間なんてどうなってもいいっていうのかしら、道具。でも残念ね、来ても私を殺したいという呪いが強まるだけ。あの子は来ないわ」

　白穂は抵抗しない。ただの人間が抵抗しても無む駄だだと知っているのだろう。ただ、侮ぶ蔑べつの表情を浮かべただけだ。

「絶対に来る。たとえ自分が殺してしまう可能性があるとしても、お前が殺されるというなら来る……なんとなく、わかってきている。それが、お前達たちの間にあるものだろう」

　その正しさは、ほんの数十秒後に証明された。

　月明かりの下に現れた──狂える人形の姿で。




「白穂に、なにをッ……している、の……！」

　声は震ふるえ、身体も震え。びくんびくんと、いたるところが痙けい攣れんしていた。涎よだれと涙と土で汚れた顔に浮かぶのは、呪のろいが齎もたらす殺意、疲労感を通り越した虚無、そして純然たる怒気──

「電話で言った通りだ。いろいろ面倒臭くさくなったのでお前を壊ころして事態を解決させることにする。まあ、そのためのエサだ。こいつは」

「──約束が違う！　貴女あなた、言ったわ、サヴェレンティを壊さないって！」

　白しら穂ほが顔色を変え、本気で暴れ始める。だがそれを拘こう束そくしている人間の──つまりは春はる亮あきの身体からだはびくともしない。彼女の首筋に押し当てられている日本刀も。

「フィア、お前、何を……このは、おい、このは！　お前ら、まさか、本当に!?　ふざけんな、それは絶対に許さねえぞ俺おれは！」

　そうなのか。二人ともを助けることができないのなら、せめて一人だけでも救おうと考えたのか。その一人のために、別の一人を切り捨てようとしているのか。救済の優先順位などない、ヒトとヒトなのに。モノとヒトではないのに。そんな、そんなのは──絶対に──!!

「夜や知ち。お前の気持ちはわかるが、こうするより他ほかないのだ。すまない」

　制服姿の錐きり霞かが、《黒くろ河かわ可か憐れん》を袖そでから垂らしながらフィアの横へ立った。

「いんちょーさんまで！　ちょっと待て、いいからお前ら、ちょっと待て！」

　その言葉は誰だれにも届かない。
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　人形が一歩を踏み出す。その身体からは、既すでに刃やいばが何本も屹きつ立りつしていた。右手から。左手から。脛すねから。太ふと股ももから。腰骨から。肩から。胸から──折り畳みフオールデイングナイフのように内側から飛び出す、数十センチの殺意。それは全すべて身体からだの前面にあった。抱ほう擁ようを果たすために。

　当然ながらサヴェレンティの着ている制服もその輝きによって内側から切り裂さかれている。ぼろ布と大差ない衣服の下に見えるのは、なぜか左右で大きさの異なる胸の隆りゆう起きだった。

「ボクを……壊ころす……？」

「もう壊れかけているようだがな。隠していた卑ひ猥わいなモノが何本も見えているぞ。まだ出せるのか？　それから自分が男か女かもわからんようになったか。醜みにくい身体だ」

　鼻で笑いつつ、フィアがそうサヴェレンティの身体を嘲あざけった。地面に座らされている白しら穂ほが強く歯を嚙かむ。呻うめくことしかできない人形に代わるように。

「ぐう……ああ、あ……！」

「ほほう、白穂を抱だき締めたくて殺したくてたまらないのだな？　わかる、わかるぞ。奴やつは綺き麗れいだ。人ならざるほどに綺麗だ。確かに私も殺したい」

「あ……？」

「くくく、あははは！　名乗っておこうか──私は《箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ》！」

　フィアは取り出した立方玩具ルービツクキユーブを自らの似姿へと変え、右手から立りつ方ぽう鎖さを伸ばしつつ、鋼鉄の立方体を足あし下もとに落とした。重苦しい落下音がその登場を彩いろどる。

「お前が何十人何百人殺したのか知らんが、は、生温い。私は千も万も殺したぞ。なぜなら私は殺すためのモノだ。あらゆる拷ごう問もん処刑を可能とする嗜し虐ぎやくの徒だ。お前の抱擁など児じ戯ぎにしか見えん。私の抱擁は即すなわち人肉の飛散、私の律動は即ち串くし刺ざし、私の蠕ぜん動どうは即ち轢れき断だん、私の愛あい撫ぶは即ち縊い首しゆ。教えを請こえよ人形、私は貴様の何十倍もの手段で人を忘我の極致に愉たのしませることができるぞ」

「何、言ってやがる。あいつ、あいつ──まさか、また狂ってんじゃないだろな！　おいこのは、こんなことしてる場合じゃねえぞ！　止めないと！　身体をよこせ──このは！」

　刀は返事をしない。春はる亮あきはぞっとしながら思い出していた。力を振るえる理由があり、だからこその妥協があり、そして狂ったフィアの姿。同じ状況だ。ああ、一度は耐え切ったはずなのに。乗り越えたはずなのに。どうして、また──

「このは！　くそ、フィア、止やめろ！　落ち着け！」

「はは、外野がうるさいが。結論としては、こうだ……私はこれからお前を壊す。愉しんで壊す。それから用済みになった白穂も殺す。なぜなら私は殺すモノで、奴は殺すに値するほど美しいからだ。かつて私は姫も女王もこの手にかけたことがあるが、比べ物にならぬ！　いやはや愉しみだ、あの顔が醜く歪ゆがみ涙を流し絶叫し赦ゆるしを請うて失禁しそして死ぬ姿がな！」

　春亮は絶句した。一方で、全く逆に、あらゆる力を込めて叫ぶモノもいる。

「ああ、アアア、ああああああああああ！　させないさせないさせない！　白穂は、絶対に、ころ、させ、ないぃィッ！　許さない、から、ぁぁぁあっ！」

　サヴェレンティの身体が大きく跳はねる。のたうつ蛇へびのように。

　彼女の二の腕辺りから、新たな刃やいばがぎしぎしと出現を果たした。さらに指の間から、脇わき腹ばらから、手首から──さらなる白銀が次々と昇り始める。

　音は軋きしみそのもの。

　ぎしぎしとぎしぎしとぎしぎしとぎしぎしとぎしぎしとぎしぎしと。

　止まらないそれはもはや律動リズムだ。そう、此こ処こに在あるのは、悲鳴にも似た音色を奏かなでる、

　殺キしリ音ンのグオルガン──

「ああああああああ！　ダメ、だから、ダメ、だから、死んじゃええええぇぇぇぇっ！」

「キリカ！　来るぞ、死ぬなよ！」

「残念ながらそうなるほうが難しい。フィアくんこそ気をつけろ」

　怒気の発条ばねを巻かれた人形が疾しつ駆く。

　錆さびて軋んだような音に反し、その楽曲に装飾された刃には一点の曇くもりもない。




　さあ、求めよう。何を？　何でもいい。

　なぜなら自分の中に、禍まが々まがしく怖おそろしくないものなど存在しない──

「十九番機構・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》、禍動curse/calling」

　立方体を捻ねじれた螺ら旋せん槍やりに変形させる。そのときには眼前にサヴェレンティが迫っていた。間違っても洗練された動きではない。あるのはただ狂きよう獣じゆうじみた速度だけだ。完全に我を失った表情で、ちゃんと思考できているかどうかも疑わしい。

　掌てのひらに腕に脚に生えた刃を、彼女は型も何もなく本能のままに繰り出してきた。無茶苦茶すぎて読みにくいその攻撃をなんとかドリルで弾はじく。

「いやはや、大丈夫なのか？　この穿せん孔こう機きの邪じや悪あくと貴様の刃の邪悪、比べ物にならんではないか。大人おとなしく諦あきらめて抉えぐらせろ──勿もち論ろんお前の次は白しら穂ほの番だ」

「っ……！　させ、ない……ゼッタイ、にぃっ……」

「言うは易やすし、というやつだ」

　ラリアットのように繰り出された腕の刃をドリルで防ぎ、続けざまの刃つき膝ひざ蹴げりを柄えで弾く。そこで後退。サヴェレンティが追撃の歩を進めようとしたとき、

「いいのかな人形？　私ばかりにかまけていても」

「うっ──？」

　彼女の身体からだに漆しつ黒こくの革ベルトが絡からみつく。巻き込まれないように距離を取っていた錐きり霞かの操る《黒くろ河かわ可か憐れん》だ。サヴェレンティの刃を上う手まく避よけ、大樹に這はう蔦つたのように彼女の身体を拘こう束そくしていく。フィアは人形が動きを止めた隙すきに踏み込み、ドリルを引き、

「サヴェレンティっ！　ああ、止やめて、お願いだから、止めてっ──！」

　白穂の絶叫。構わず螺旋を突き出す。

　が──制服を貫つらぬいたその先端は、片方の胸に数ミリ潜もぐり込んだだけで止まった。

「くふふ、一息にやってはつまらん。じわりじわりと孔あなを開けていこう。まずはこの胸だ。大きさが変えられるというなら特に意味はないのかもしれんが……ふむ、では白しら穂ほの胸を抉えぐったほうが楽しいのかもしれない。お前、どっちが好きだ？　抉られるのが好きか、抉られているのを見るのが好きか？　私はどっちでも──」

「うっ、あっ……あああああああああああああっ！」

　ぎしぎしぎしぎし。新たなオルガンの音。さらに身体からだを割り裂さいて現れた刃やいばが錐きり霞かのベルトを切断、拘こう束そくを脱する。

「キリカ！」

「ちっ……問題はない、このベルトは伸長する。が──いささかやりにくくなったな」

　刃の数をさらに増やしたサヴェレンティを見つつ、錐霞が厳しい顔で呟つぶやく。人形はなおもフィアを虚うつろに睨にらんだままだ。

「白穂に、何かしたら、許さない……っ！」

「く──二十二番機構・潰式針球態《星棍》"Morgenstern"、禍動curse/calling！」

　ドリルが変じるは鉄てつ棍こん棒ぼう。ドリルより僅わずかに短い棒の先端には、螺ら旋せんの禍まが々まがしさにも劣らぬ禍わざわいがある。子供が中に入れそうなほど巨大な、棘とげの生えた真球──それが即すなわち明けの明星モルゲンシユテルン。

　腰を捻ひねり、テレビで見た野球というスポーツのように、その破壊球を横よこ薙なぎに叩たたきつける。今まさに襲おそい掛からんとしていた人形は全身の刃を使ってそれを受け止め、しかし重量の差はいかんともしがたく弾はじき飛んだ。

　耳には白穂の絶叫。それでいい、もっと泣き叫べ。

　そう思った瞬間、新たな音が鼓こ膜まくを震ふるわせた。サヴェレンティが飛んだ先を見れば、この空き地を囲む木々──その数本がけたたましく倒れている。

「……我は"Iあらゆる似姿に対し have sovereignty王権を行使する者である for every doll"……従せよObey。従せよObey。従せよObey！」

「っ!?　は、なるほど、木で偶くの臣下か！」

　あの教室で、白穂のふりをしながら密ひそかに行っていた行為。呪のろいで手に入れた王権の発はつ露ろ。サヴェレンティはこの場で木を切り倒し、《人の姿に似ているモノ》を強引に作り出したのだ。

　幹と二本の枝、サヴェレンティの刃で断たれて作られた下か肢し。そんな適当な造作の木人形が二体、めきめきと不自然に関節を鳴らして動き出す。

「ちっ──」

　邪じや魔ま者ものを排除するのが役目なのか、狙ねらわれたのは錐霞だった。革ベルトで一体を拘束した隙すきに別の一体が迫る。その接近にはっと気付いて身を捻るが、僅かに遅い。木人形の尖とがった手枝に肩を貫つらぬかれた。赤い色を零こぼしつつ、錐霞は唇くちびるを嚙かんで間合いを広げようとする。

「いんちょーさんっ……！　このは、助けに行けよ、おい！」

　焦あせりに満ちた春はる亮あきの声が聞こえた。お前もそれでいい。お前はそれでいい。

　何にせよ、錐霞のベルトはああいった手合いには不向きだ。自分がなんとかしなければ。

「でぇぇっせい！」

　フィアは懲こりずに襲おそい掛かってきたサヴェレンティをもう一度弾はじき飛ばし、錐きり霞かの援護に走った。渾こん身しんの鉄球攻撃で生木を飛び散らせ、彼女を襲っていた二体をあっさりと破壊する。

「あーあー、ヌルい！　ヌルすぎるな！　王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ルよ、こんな木で偶くでどうにかなると思っていたのか？　この黒々とした鉄てつ塊かいの威い力りよくを見てもまだそう思っているのか？　笑えすぎてとても笑えん。この《星棍》"Morgenstern"、力ある者にしか持てなかったが、それはそれは素晴らしい嗜し虐ぎやくの父母であった。振り下ろすだけで人間の肉が、でゅぱっ！　と飛び散るのだ。私は綺き麗れいな女の顔面に振り下ろされるのがとても好きだった。そう、白しら穂ほのような美しい女の顔が刹せつ那なに醜みにくく歪ゆがんで、陳ちん腐ぷな涙を零こぼし、白い肌に棘とげがめり込み、そして──でゅぱっ！　あははははははは！」

「……フィア……？」

　春はる亮あきの眉まゆが僅わずかに寄るのが見えた。

　ああ──そろそろ気付く頃か。だが、頼む。もう少しだけ。

　まだ足りない。

「ううう、ううううう、ううううぶうううぁああああ！」

　再び襲い掛かってきたサヴェレンティに対し、わざと手加減して鉄球を繰り出す。

　その身体からだの刃やいばに引っ掛かるようにして止まった鉄球を優しく眺ながめつつ、思った。

　そんなものを抱だいたままでいるとは、死にたいのだろうか。一瞬後には、それは鉄球ではない別のモノになっているかもしれないのに。

「十八番機構・伸式外枠態《エクセター公の娘"The rack-Duke’s daughter"》、禍動curse/calling」

　鉄球が変じたのは、安定した土台と、そこに垂直に立つ長方形の枠。それには刃も棘も圧倒的な質量もない。が、それは紛れもなく人を害するための拷ごう問もん具ぐだ。

　枠の上下には一本ずつ、梁はりのようなものがある。そのそれぞれから左右の対ついをなして伸びているのは、立りつ方ぽう鎖さではない単純な鎖。それはじゃらじゃらと音を立てながら動き、その先端にある鉄輪でサヴェレンティの四し肢しを拘こう束そくした。

　そして──枠の内部で梁が移動。上部のものは上に、下部のものは下に。すると当然、それに繫つながる鎖に拘束されたサヴェレンティの身体は上下に引き伸ばされることになる。

「ぁっ……ぐ、かあっ……」

「その伸長台ラツクの具合はどうかな、王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ル。思うに貴様は完全と言うには背が低い。これで引き伸ばしてやろう──その胴と手足が千切れるまでな！　あはははっ」

　枠の内部、中空に浮かぶようにして拘束されているサヴェレンティは動けない。うーうーと獣けもののような呻うめき声を漏もらし、無む駄だに身体を揺らしているだけだ。

　耳みみ障ざわりな鎖の音。無数に生えた刃が星影を反射して輝く。裂さけた制服の隙すき間まから見える肌を、舐なめるような緩かん慢まんさで大粒の汗が伝い落ちていた。そこにいるのは、拷問台に載った両性の神人ヘルマフロデイトス──それを模された人形。フィアはその様子を真剣に観察する。

（今か？）

　判断を誤ってはならない。慎重でなければならない。

「サヴェレンティっ……ああ、止やめて、もう止めてぇっ！」

　声の発生源をちらりと確認する。泣き叫ぶ白しら穂ほはかつてなく人間らしかった。

「お願い、だからっ……！　私を、私を殺していいから！　もういいから──だから、サヴェレンティを殺さないでっ！　お願い、お願い、お願いいぃぃぃっ！」

　身体からだを波打たせて暴れる彼女を、春はる亮あきは様々な感情の籠こもった顔で見下ろしていた。無論、日本刀の操る身体は白穂の脱出を許さない。

　フィアはゆっくりと、伸長台ラツクに吊つられたサヴェレンティに歩み寄った。

「どうした、そんなものか？　本当に、そんなものなのか？　おお見ろ、白穂があんなに泣き叫んでいるぞ。なんというか、あれだな──そそられる」

「ぐう、ああ、ぐああああああああっ！」

　ぎしぎしぃっ。

　まだ出る。まだ彼女の身体からは新たな殺害器官キリングオルガンがその姿を覗のぞかせる。もはやそれは彼女の身体が剣けん山ざんになったかのような姿。

　そしてサヴェレンティは、鉄輪に嵌はめられた両の手首から先を回転させた。ごきごきごきりと骨の鳴る嫌いやな音が響く。掌てのひらから突き出た刃やいばがその強引な回転によって鉄輪と何度も何度も接触し、やがてその衝しよう撃げきで留め金が外れた。腕の鉄輪が外れて自由になった上半身で、続いて彼女は足の拘こう束そくも刃で乱打して外す。

「ほう……」

　フィアは感かん嘆たんの息を吐き、伸長台ラツクを擬ぎ装そう立方体の姿に戻して手元に引き寄せた。

　膝ひざをついたサヴェレンティはすぐに立ち上がる。

「ふぅ……うううううっ……」

　息は荒い。瞳ひとみは混こん濁だくしている。手足が痙けい攣れんしている。

　限度に近い、と感じた。

　ならば、仕上げだ。

　そのためには、もう一度今のような拘束系の形態に捕らえねばならないが──我を失っているとはいえ、おそらく今ので多少は警戒しているはずだ。さっきのように簡単なトラップが通じるとは思えない。

　……問題はない。

　それなら、もっと複雑なトラップを用意すればいいだけだ。

　そのための準備はとうに済ませている。

「くく、頑張るではないか。ならば一つチャンスをやろう」

　鎖に繫つながった立方体をルービックキューブに戻す。それを摑つかみ──サヴェレンティの頭の上を通り越して、その遥はるか背後に放り投げた。こつん、とプラスチックが土に落ちる音。

　空から手てになった腕を広げて、

「そら、私は無防備になったぞ。来るがいい。お前があまりにも弱すぎて憐れん憫びんの情が湧わいた。なに、きっとそのような生なま温ぬるい抱ほう擁ようでは私に死は与えられない。それは私にとっての鋼鉄の処女のようなものに過ぎない、私にとっての三十二分の一に過ぎない！　お前が今の三十二倍の刃やいばを用意したところで怪しいものだ！　ほら、来い！」

　声は聞こえたか。聞こえていないのか。

　ともあれ、獣けもののような咆ほう哮こうをあげてサヴェレンティが近付いてくる。

　奴やつは何を考えているのだろうか？　と、ふと思った。

　呪のろいで白しら穂ほを殺したいから、それを邪じや魔まするこの自分を排除したくてたまらないのだろうか。それとも、白穂を害するというこの自分がただ許せなくて、愛いとしい人を守る人間のように──

（羨うらやましい、のかな。私は）

　サヴェレンティとの距離はもうほんの数メートル。あと数歩で殺害器官キリングオルガンの間合いに入る。

　そして果たされるのは、《夢寐に終インブレなる初イス＝オンリの抱擁ーワンス》──人形と人間の、恋の結末。

　けれど。

（お前が抱だきたいのは、私ではないだろう？）

　フィアは身を屈かがめた。何かを待ち受けるように手を伸ばし、

「キリカ、もう一人の私を頼む」

「もう行った！」

　打ち合わせ通りに──遥か彼方かなたに放り投げたルービックキューブが、彼女の《黒くろ河かわ可か憐れん》によって拾われて戻ってくる。こんなときのために用意していた策だ。陳ちん腐ぷなほど単純なのは認めざるを得ないが、前後不覚の人形相手にはこれでも充分すぎる。

　ベルトに絡からめ取られていた玩具おもちやは、最後にそのしなりで地面すれすれに投げられた。人形の足の間をすり抜けて飛来してきたそれを片手で摑み、間髪入れず偽装立方体エミユレーシヨンを展開スタート。立方体をサヴェレンティの股また下したに足で押し込みつつ、その反動で後方宙返り──もはや息を吹き掛けられるほどの距離にまで迫っていた刃から距離を取る。人形が次なる一歩を踏み出すよりも早く、

「九番機構・捕式回転態《異端審問車輪"An inquisitional wheel"》──禍動curse/calling！」

　立方体が巨大な車輪に変じ、真上にいたサヴェレンティの身体からだを捕らえた。

　それは《フランク王国の"Breaking by wheel 車輪刑at Francs"》よりも一回り大きい車輪だ。見た目は水車に似ている。車輪の各部に存在する手て枷かせ足枷で犠ぎ牲せい者しやをその縁の一部と化し、完全に自由を奪う固定装置。一度そこに捕らえられればもう逃げ出せない。身動きの取れない犠牲者を殴おう打だするなり、水責め火責めにするなり、あるいはただ回転させて体力を奪うなり。できることは山ほどある。

　ただ、今すべき行為は、過去に行ったどんな責せめ苦くとも違う──

「やめて、やめて、やめて、お願い、やめて、お願い、なんでもするから、なんでも……」

　もはや白しら穂ほの声はうわ言と大差ない。

　サヴェレンティは先刻の伸長台ラツクに捕ほ獲かくされたときと同じく、いやそれ以上に暴れていた。涎よだれを垂らし、華きや奢しやな腰を激しく揺する。反らされている背骨をさらに反らす。白い太ふと股ももから飛び出ている刃やいば同士が打ち合ってかちかちと音を立てた。

「うう、ううう……！」

「さあどうした王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ル！　そんなものなのか、本当にそんなものなのか！　いいのか、このままだと私が白穂を殺してしまうぞ！　お前の大好きな女を殺してしまうぞ！　今ここで全すべてを出さないと、お前は白穂を助けられない！　そして殺すこともできない！　ただ白穂は無意味に死ぬ！　嫌いやか？　嫌だな！　嫌だろう！」

「いや、いや、いやぁぁぁあああああっ！」

　サヴェレンティは再び無茶苦茶に手首を回転させる。が、この枷かせは据すえ付けであるぶん伸長台ラツクよりも頑丈だ。あと少しは持つ。むしろその手が捥もげてしまわないかが心配だ。

　ぎしぎし。ぎしぎし。

　まだ音がする。おそらく、最後の──

「ならば出し惜しみはなしだ！　貴様の呪いの全てを今ここで呼び起こせ！　誰かを殺したいという方向性の全てを引き起こせ！　内に仕込まれた刃の全てを振り起こせ！　お前が白穂を好きなら、恋をしているのなら、それが呪いだというのなら──その全てを見せてみろ！」

　その言葉が届いた一瞬後。

　一ひと際きわ、サヴェレンティの身体からだが大きく暴れた。獣けもののように、あるいはその断だん末まつ魔まのように。

　そして、かしん、と──その心臓部分から、刃が飛び出し。

　殺し音のオルガン殺害器官の調べが止まった。

「それで終わりか」

「あ、し……」

「本当に、終わりなのか！」

「ああ……しら、ほ……ごめ……」

　目め尻じりに光るものを見た。それで、最後の仕上げをすることを決意する。

　それは。

「──ならば、私の仕事はここまでだ！」

　そう言って、踵きびすを返すこと。

　今までずっと自分を信じて見守ってくれた、人の好よすぎる男に向けて──笑う。

「仕上げはお前がやってくれ、春はる亮あき。もう、何をすべきかはわかっているだろう？」




　当たり前だ。わかっていた。わかっていないのは、

「……え？」

　茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていでそんな声を漏もらす、白しら穂ほくらいのものだろう。

　彼女の拘こう束そくはもう必要ない。春はる亮あきの理解を悟ったのか、既すでにこのはは身体からだの制御を緩ゆるめていた。二人の意志が合一した結果として、春亮は拷ごう問もん車輪の元へと全力で走る。

　サヴェレンティはなおも脱出しようともがいていた。

　その身に潜ませていた全ての刃を生やした状態で。

　単純な話だった。サヴェレンティを殺さず、かつ白穂も殺させないようにするには──

《白穂を殺す方法自体を奪う》しかない。

　故ゆえに、すべきは一つ。相手が拘束されているのならば、それはさしたる集中も必要ない、ただの草くさ刈かりのようなものだ。

　黒の鞘さや刃ばを左手で摑つかみ、そのまま右手を滑らせ。

　抜ばつ刀とう。

「──剣けん殺さつ交こう叉さ！」

　煌きらめきがサヴェレンティの身体の上を奔はしる。

　産うぶ毛げを刈り取るほどの精度で、皮ひ膚ふのすぐ上を、何条も何条も。

　そして、武器のみを破壊するこのはの剣撃は──サヴェレンティの殺害器官キリングオルガンを。

　根元から、一本残らず、刈り取った。
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　自由となったサヴェレンティが、まさしく人形のような危うい足取りで白穂に近付いていく。白穂はぐしゃぐしゃになった顔で、地面に女の子座りをしたまま、

「サ、ヴェレンティ……？」

　答えず、彼女彼は白穂の前に膝ひざを落とす。髪で隠され、その表情はわからない。ただ、サヴェレンティは白穂の頭を抱だき締めた。

「──二度とないと、思ってた」

「うん……そうね」

「抱き締めたかった。呪のろいだけど、それは確かにボクの気持ち。だから、抱き締めたかった。なのに、殺害器官キリングオルガンが出始めて──部屋から逃げたとき、ああ、ボクはもう二度と白穂を抱き締められないんだ、って哀かなしくなったの」

「うん……そうね」

「でも。もう、抱き締めても、死なない。だから、今、白穂がいるよ」

「いるわよ。貴方あなたも」

　白穂も、サヴェレンティの身体にぎゅっと腕を回した。

　それを眺ながめていた春はる亮あきの横に、背の低い影が立つ。

　目の前にある光景が多少気恥ずかしかったので、隣の頭をぽかりと殴なぐってみた。

「い、いきなりなにをする!?　呪のろうぞ!?」

「お前なー……ああもう、文句はいろいろあるんだがありすぎて何を言っていいんだかわからん。だからその一発に込めた」

「……お前に何も言わなかったことか。仕方ないだろう。奴やつは自分の意志で殺害器官キリングオルガンを制御できない──そうシラホが言った以上、あれを全開にさせるには極限まで奴を追い詰める必要があった。シラホを目の前に置き、怒りで我を失わせて呪いの衝しよう動どうを引き出すことがな」

　その目的のためには、白しら穂ほが泣き叫ぶほどの窮きゆう地ちに陥おちいっていると、そうサヴェレンティに思わせることが必要だ。よって当然白穂には何も伝えられない。さらに、彼女が自分でフィアの真の目的に気付くようなことがあってもならない──たとえば、人の好よさそうな人間がその暴挙を全然止めなかったり焦あせらなかったり、あるいは下へ手たな演技などして全すべてを台無しにしてしまうとかで。だから当然、そのお人好し人間にも秘密にしておくしかなかった。

「気付くまではマジでドキドキしてたんだぞ。お前がまた……その、昔のお前みたいになったんじゃないかとか」

「でも、信じてくれた。だから気付けたのだろ？」

　ふわりと、柔らかい笑みで言う。なんていうか、卑ひ怯きようだと思った。

「まぁ……あまりにもあからさまに煽あおってたからってのもあったけど。ったく、わざわざ悪役っぽくなるなんてな」

「私は呪われた拷ごう問もん具ぐだ。誰だれかに憎まれるのは慣れている」

　遠い目でそんなことを言ったので、春亮はまたフィアの頭を殴った。今度は本当に、軽く。

　フィアも文句は言わなかった。

　自分の身体からだを見下ろして眉まゆを顰ひそめつつ、錐きり霞かが歩いてくる。

「この制服はもう駄だ目めだな。予定外の出費だ。とはいえ、前に比べればまだマシだが」

「前？　そうか、こないだは私服が全滅してたっけ……ってそうだ、怪け我がは大丈夫か？」

「もう治っている。それよりもこのはくんは大丈夫なのだろうか。さっきから一言も言葉を発していないぞ」

「う、うえっぷ……え？　あ、その、さっきちょっとだけ上うえ野のさんの血を見ちゃったので、今ごろ……も、もう大丈夫ですよ？」

　それから錐霞とこのはがそれぞれ春亮に謝ってきたが、今はもうどうでもいいことだ。それを伝えると、二人はそれぞれほっとした表情を浮かべた。

　まだ抱だき合っている白穂達たちを見ながら、春亮はこのはに聞いてみる。

「あのさ、一応聞いとくけど。これからあいつら、どうなると思う？」

「そうですね……《所有者と必ず恋をして、殺害器官キリングオルガンを発動させて抱き締めて殺す》という呪い自体は残っていて、そこから殺害器官キリングオルガンがなくなったわけですから。ええと」

「《恋をして、抱だき締める》──そんなカンジだと思うよ。そう、今のボクに残ってる欲求は、ただ《殺したい》が《抱き締めたい》に置き換わったようなもの」

　サヴェレンティが顔を上げて言ってきた。欲求が果たされたためか、表情は清すが々すがしい。

「今は落ち着いてるけど、きっとまたその呪のろいの欲求は復活するだろうね。所有者は変わってないわけなんだから」

「そのたびに抱き締めればいいわけでしょう。問題ないわ」

　言葉通りのことを、逆に白しら穂ほがする。つまるところ、サヴェレンティは《白穂抱き締め中毒》みたいなことになってしまったのか。

「でも──まだ、よくわからないこともあるよ。殺害器官キリングオルガンがなくなって、今は大丈夫でも、時間が経たったら何か呪いの性質が変わるかもしれない。殺害器官キリングオルガン以外の方法で、とにかく白穂を殺したいとかってなっちゃったら」

　そう、サヴェレンティの懸け念ねんは当然だ。今後どうなるかなど誰だれにもわからない。

　予想を許さぬほど曖あい昧まい。

　理解を許さぬほど複雑。

　安あん堵どを許さぬほど怪奇。

　それが、彼女らを長く永く縛しばる──呪いという戒いましめなのだから。

　けれど。

　それを打ち砕く言葉は、ひどく明確で、単純で、気高かった。

「──ふざけないで」

　白穂は顔を険しくして、ようやく巡り会えた恋人を睨にらむ。

　その恋人の身体からだに傷はあれど、誰かに傷を与える輝きは、もうない。

　不可解な呪いなどではなく。

　白穂はただ、刃やいばを失った恋人の姿だけを見ながら、はっきりとした言葉を続けた。

「貴方あなたはもうただの人形で、だからただの人間よ。そんな貴方に殺されてなんかやらないわ。そのときは引っぱたいてでも目を覚まさせてあげる」

　その感情を顕あらわにした表情はただの人形のものではなく、故ゆえに白穂はただの人間だった。

　それは、弱く、強く、脆もろく、真まっ直すぐ。矛む盾じゆんだらけの──しかし、だからこそ遠目に見ていた春はる亮あきすらもはっとする、人間の表情。ならば、至近で見つめ合うサヴェレンティの驚おどろきはどれほどのものだったのだろう。

　でも、驚いただけではないはずだった。

　本来は対極の位置にいるもの同士が。今はかつてなく、対等の位置にいる。

　弱よわ音ねを吐くな、と、自身の存在全すべてをぶつけるように、叱しかっている。

　それはきっと、とても──嬉うれしいはず。

　だから人間人形は、決意ある瞳ひとみの人形人間をじっと見やり、

「そっか……ボク一人じゃ、なかったね」

　吹っ切れたように、笑った。

　それからしばらくは、二人だけの時間。ややあって、白しら穂ほがサヴェレンティに顔を擦すりつけるように──つまりは春はる亮あき達たちに表情を見せないようにしながら、小さく呟つぶやく。

「……ねえ。この前話してたあれ、もう、いらないと思うわ」

　サヴェレンティにはそれだけで通じたらしい。一瞬だけ驚おどろいた顔をした後、

「そう──だね。でも、白穂は、いいの？」

「私が、いらない、って言ったのよ。詳しくは知らないけど、返すべきものなんでしょう……さっき言った通り、私は貴方あなたに殺されてなんかやらない。あってもなくても関係ないわ」

　白穂は微妙に怒っているような表情。それを見た恋人が頰ほおの力を抜く。

「じゃあ……そうするよ。うん、ボクはボクで返す理由もあるし」

　それからサヴェレンティは、意味のわからないやりとりに首を傾かしげていた春亮に向けて、

「君にちょっとお願いがあるんだ。来てくれる？」

「俺おれにできることなら聞くけど」

「あ、君にっていうか……正確には、カタナさんに、かな」

「わたしに、ですか？　なんでしょう？」

　白穂の身体からだをそっと離し、サヴェレンティは自らの胸の一部分を指し示した。ぼろぼろになった衣服の下にある白い肌。春亮は僅わずかに後ろめたい気分になって視線を逸そらし、それを見たフィアと錐きり霞か、そして白穂がその目を不機嫌そうに細めていた。

「ここの下にカードみたいなものが入ってるんだよ。何十年か前、ヨーロッパにまだボクがいたとき、変な男の人が勝手に埋めていったものなんだけど」

「カード？」

　春亮の頭に浮かんだのは、フィアを狙ねらっていた組織──蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの人間が持っていた呪のろわれた斧おの。その中に入っていたディスクだった。

「それはまさか……免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク!?　こ、こんな感じでグイっとしてカクっとしたアレか!?」

　慌あわてた様子のフィアが、指先をぐるぐる動かして四角を表現。

「うん。そういう黒くて薄いのだね」

「どういうことだ？　あれは騎士領の奴やつらが持っているのではなかったか、キリカ？」

　問われた錐霞は肩を竦すくめ、

「私も噂うわさ話ばなしくらいでしか知らないのでな……しかし他ほかのところにあってもおかしくはないだろう。それより、君はそのディスクについて何を知っている？　そいつに何を聞かされた？」

「えーと、これはボクにカードを埋めた人から聞いたわけじゃないんだけど。ボクが知ってるのは──それは元々フィアちゃんのもので、呪いが少し抑制されるってことと」

　ちら、とフィアを見上げて、

「最近、その呪い抑制効果が弱くなってるってこと──多分、フィアちゃんが動き始めたから」

「なんだと……？」

「あ、ううん。ボクも全然理由はわからないし、ただそうなんじゃないかってだけ。ボクがこうなったのはフィアちゃんのせいじゃない。そう思いたくない。だから言ってるの」

　首を横に振りつつ、サヴェレンティは微笑する。

「もし何かの間違いで今後ボクがさっきみたいに狂って、何か取り返しのつかないことやっちゃったりしたら──きっと、《それは誰かのせいで呪い抑制効果が弱くなったからだ》なんて逃げ道を作っちゃうよ。友達をそんな言い訳に使いたくないし、そもそも効果が弱くなったんなら持っていてもあまり意味もないし。というわけで、フィアちゃんに返すよ」

「いいのか。呪のろいが少しでも軽くなるのは事実であろう？」

　フィアの疑問も当然。だからこそ、これを言い出した白しら穂ほにサヴェレンティも問い返したのだ。本当にいいのか、と。もし呪いに耐え切れなければ、被害を被こうむるのは白穂なのだから。

　けれど、彼女は決意している。何があろうと殺されてなんかやらないと決意している。その覚悟を受け取ったサヴェレンティの答えは、無論──

「元々こんなの、ないのが普通だもの。それに」

　白穂の頭を撫なでながら、続ける。

「ボクの呪いが何なのかを考えれば、そのディスクは今までボク達たちを邪じや魔ましていたようなものなんだよ。未来に何が待っているかわからないけれど、誤ご魔ま化かしも言い訳もなく、誰だれにも責任を負わせず、二人で努力する。それがきっと、理想の恋ってものだよね？」

　白穂は目を細め、どこか嬉うれしそうに、呟つぶやいていた。

「ええ──そんな恋は、まるで、呪いみたいね」




　このはが血は遠慮したいと言ったので、サヴェレンティがひとまず人形の姿に戻る。それでもほとんど見た目は人間と大差なかった。そこでこのはが彼女の胸に僅わずかな切れ目を作り、フィアがその中に指を入れて免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを抜き取る。どういう理屈かはわからなかったが、それくらいの傷ならば人間体には反映されないという話だった。

　そして訪れたのは、一ひと時ときの平へい穏おん。

　このはは近くの茂しげみに飛び込み、がさがさと着替えを始めた。手伝おうかとも思ったが、さすがに下着やら何やらを男が手渡しするのはまずい気がする。

「それにしても、予想外のところに探し物があるもんだなぁ……どういう偶然だよ」

　フィアに渡したディスクのことを思い出しながら呟くと、そこで何やら難しい顔の錐きり霞かが話しかけてきた。

「……全すべてが偶然ではないのかもしれない。夜や知ち、この前言ったことを覚えているか？」

「へ、なに？」

「話に聞いた程度だが──《免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは引き合う》という性質があるらしい、ということだ。確かあの騎き士し領りようの女を捕らえたときに話したと思う」

「そう言えば……聞いた気がする、けど」

「無論、理由も理屈もわからない。《引き合う》という言葉が示す強度的な意味もだ。磁石のように物理的に引き合うということなのか、あるいは──運命的に、ということなのか。もしそうなら……ん、どうした？」

　思い出していた。それは昏こん倒とう事件が起こった初日、フィアが理事長室を飛び出して無目的に校舎を走り回っていたときのこと──あいつは何と言っていたか。

　勘かんだ。なんとなくこっちにいるような気がする。犯人の気配が呼んでいる。身の内から湧わき上がるムズムズ感……もしや、あれも免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの性質のせいだったのだろうか。

「可能性としてはある。だがあまり明確なものではなかったのだろう。もし四六時中引っ張られているような感覚があれば、さすがにフィアくんもおかしいと思うだろうし、もっと早く入れ替わりに気付けていたはずだからな。なんとなく引き寄せられるときもある、ということか……やはり、因果的な引力が働くという性質なのだろうな……」

「先生、曖あい昧まいすぎてよくわかりません。つまりどういうこと？」

　両手を上げて降参してみると、ぶつぶつ口の中で呟つぶやいていた錐きり霞かもあっさりと答えた。

「私もわからないぞ？　引き合うという性質で、今回の様々な《偶然》──世界に散らばっているはずのディスクがたまたまサヴェレンティくんの中に入っており、たまたま白しら穂ほくんの父親が買って日本に持ち込んでおり、たまたま夜や知ち家と繫つながりのある理事長に預けられ、そしてたまたまフィアくんが手に入れた──そういうことに理由が付けられるのかもしれないな、と思いつきでただ色々言ってみただけだ」

「うーん、全部が全部免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクのせいってのは考えすぎだと思うけど……」

「勿もち論ろんそうだ。単なる可能性の考察にすぎない、あまり気にするな」

　そう言うなら気にしないことにしよう。今は疲れててあまり頭も回らないし。

　そんなとき、茂しげみの中から「あ……あら？　ぶ、ブラがないです……！　ぴんちですよわたし!?」などという声が聞こえてくる。錐霞は肩を竦すくめ、このはくんを助けてくるよ、と歩き始めた。近くに落ちていた下着を途中で拾い上げ──そのサイズを見た瞬間にクラリと身体からだをよろめかせていたが、それは見なかったことにした。

　さて他ほかの奴やつらは、と首を回してみる。サヴェレンティは再び人の姿に戻り、白穂と肩を並べて今後のことを話し合っているようだった。フィアは少し離れた場所で、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスク片手にそんな二人の様子をぼんやりと眺ながめている。なんとなく気になった。

「なにしてんだ？」

「ん……何だか、あの二人を見ているとだな」

　言いにくそうに口くち籠ごもって、そっと、自分の胸に手を当てる。

「こう、なんというか、胸がもわもわするのだ。嬉うれしいような、恥ずかしいような……羨うらやましい、ような。どういうことなのだ？」

「……今までわかんなかったことがわかってきてる最中、なんだろ」

　春はる亮あきは敢あえて曖あい昧まいに答える。フィアもそれ以上食い下がってはこなかった。ある程度は自分でも気付いているのかもしれない。

　そうか、と呟つぶやいてから、フィアは横目で軽く春亮を見やる。

「話は変わるが。家に帰ったら……その、頼むぞ」

「なにを？」

「こ、これに決まっておろうが！」

　フィアは片手のカードをぴらぴらと振る。

「この前は、実を言えば、多少痛かったのだ。乱暴に入れおって……今度は優しくしろよ」

「お前の、きつかったからな……努力はするけど保証はできん」

「ほ、保証しろ！　あんなの、物もの凄すごく恥ずかしいのだから、それくらいは当然だ！　私が痛いと言うたびにおせんべ一枚を要求する！」

「お前痛い痛いって言いまくって煎せん餅べいをせしめる気だな!?　それはすげー犯罪者的な発想だぞ、そんなことは認められゲフッ!?」

　きゅう、と首に革ベルトの感触。恐る恐る振り返ってみると、

　無表情の悪鬼がいた。

「何が、恥ずかしくて、きつくて、痛いのかな……？　夜や知ち。話を聞かせてもらおう」

「いんちょーさん！　ま、待て、話せばわかる！」

「ほほう、話してくれるのか。別に黙秘しても構わんと言うつもりだったのだが──クビの頑丈さに自信があるのならばな！　フフフフフ！」

「無表情に笑われると非常に怖いぞっ!?」

「えーと……事情はわかりますけど止めないことにしますね？」

　その後ろでは、このはが複雑な表情で愛あい想そ笑いをしており。

　白しら穂ほとサヴェレンティは怪け訝げんに顔を見合わせていた。







　エピローグ







　結論として、サヴェレンティは白しら穂ほの家で暮らし続けることになった。

　向こうが呪のろいを解く必然性を感じていないのだから、それは春はる亮あきとしても無理強じいをするわけにはいかない。そして、殺害器官キリングオルガンが失われ、他人の恋心を奪う必要もない現状では人に迷惑をかける可能性もほとんどない──それ故ゆえの放任だった。

　一連の話を漸音ぜのんから理事長に報告してもらい、数日が過ぎる。ちなみにその間、フィアと春亮が赤面、このはがぶすぅと頰ほおを膨ふくらませるような免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクの挿そう入にゆうで、フィアは《異端審問車輪》への変形機構を失っていた。

　そして、理事長が外国から帰ってきたその日の昼休み。

　春亮達たちの姿は理事長室にあった。メンバーは春亮、フィア、このは、制服を着た白穂だ。錐きり霞かが協力してくれたということは秘密にせざるを得ず、ここに彼女の姿はない。

「まったく。どうしてこんなことになったのかしら」

　相変わらずの美び貌ぼうで眉まゆを寄せつつ、ソファーに座る白穂が呟つぶやく。なぜか睨にらまれたので、春亮は慌あわてて首を横に振った。

「お、俺おれのせいじゃないぞ？　俺は単に理事長に報告しただけ！」

「……わかってるわ。言ってみただけよ」

　存外に簡単に、白穂は視線を逸そらす。表情は緩ゆるまず、相変わらずとっつきにくい感じがぷんぷんと出ているのだったが──素直に会話が成立することから判断すると、少なくとも自分達に対してだけは人間嫌いオーラを多少は弱めてくれているのかもしれない。

「貴方あなたを恨うらんでも仕方ない。結局、全部を決めたのはあの男でしょう」

「ま、これが僕の仕事なんでね。この学校で一番偉い人間として、生徒達を何人も昏こん倒とうさせたケジメはつけてもらわないと。事情は聞いたけど、そこはまからない──君の償つぐないは学校に来て真ま面じ目めに勉強することだと僕が決めた」

　椅い子すにふんぞり返るガスマスク男──理事長がどこか楽しそうに言う。睨む相手を彼に替え、白穂は今度こそいつも通りの不機嫌さで吐き捨てた。

「現状では貴方が世界で最も嫌いな人間よ、変態」

「友人の娘にそんなことを言われたら哀かなしいな。いやしかし、美しい女性に罵ののしられるというのは、特殊な趣味の方々には得がたい幸福なのかもしれない。ありがたく思うべきだろうか」

「……」

「……冗談だよ？　僕にそんな性せい癖へきはない」

　こくんと首を傾けて言うガスマスク男を見、春はる亮あきが肩を落とす。

「見た目がそんな奇き天て烈れつさだから、理事長が言うと洒落しやれになんないんすよ……とにかく、まだですか？　最近連続でサボったんで、五時間目に遅刻したくないんですけど」

「ふむ、時間を無む駄だにするのも何だし先に説明しておこう。君達たちがこれから見るものに関しては主に二つの理由がある。一つは人手不足だ。一人では何かが起こったときに対処にも限度がある、と今回のことで漸音ぜのんくんに怒られてしまってね。だからまあ、秘書補佐みたいなものを置くことにしたわけで」

「それは聞きましたよ。その仕事っぷりを見に来ないか、って言うから来たわけですし」

「そうだったかな。それで理由の二つ目は、だね──漸音くんの趣味だ」

「趣味？」

　理解できない一同が首を傾かしげる。理事長は多少声を潜ひそめるようにしつつ、

「実はだね……彼女は、可か愛わいいものがとても好きだ。愛している。ラブだ。だが哀かなしいかな、賢さかしい彼女は悟っているのだよ──自分には致命的なまでに可愛い服やアクセサリーが似合わないということを。たまに奮起して挑戦するときもあるが、そのときは見ないふりをしてやってくれたまえ。それでだね、始まりは彼女が新たな秘書補佐には制服を用意してはどうでしょうか、と提言してきたことで──そう、どうやら彼女は苦肉の策として誰だれかに代わりに可愛くなってもらって自己投影を……」

「理事長」

　突然かかった声は、隣の部屋に続くドアからだ。ビクリとした理事長がそちらを見やると、そのドアから漸音が半身を覗のぞかせていた。退職願を無表情な顔の前にすっと持ち上げつつ、

「お茶の用意ができました。冷めるので速やかに飲んでいただきたく思います。お話を続けられるのは全く以もつて猛烈に好き勝手にご自由ですが──その場合、私は今日を限りにお暇ひまを」

「さあ！　まったく何も関係のない無駄話は即座に忘れようじゃないか！　は、は、は！　漸音くん、お茶をよろしく」

　誤ご魔ま化かすように理事長が言うと、退職願を仕舞った漸音がお茶を持って部屋に入ってくる。

　そしてその後に続いてきたのは──

「し、失礼します！　ボクは、えーと……おやつをお持ちしました？」

　メイド服を着たサヴェレンティだった。慣れない手つきでトレイを持ち、危なっかしくふらふらと歩いてくる。

「そ、そういうことか……」

　春亮は呻うめく。彼女のケジメ、生徒を昏こん倒とうさせたことへの罰は今後の労働なのだ。人手が足りないと言っていた漸音の部下になること。今日の朝、呼び出された白しら穂ほとサヴェレンティに校門前で偶然出会い、その辺りの話は聞いていたのだが──まさかこんな姿で働いていようとは。

「あれは私も知っておるぞ、下げ女じよの服だ。あんなにフリフリはしておらんかった気がするが」

「……本人が嫌いやがっていたら無理矢理にでも脱がすところだけれど。困ったことに、微妙に嬉うれしそうだわ。まったく、どうしてこんなことに」

　フィアと白しら穂ほが口々にそんな感想を漏もらす。

「制服……制服か……まぁ、一応、分類的にはあれも仕事着ってことになる……のか？」

「──何か私の部下の制服に問題がございますでしょうか、夜や知ち様」

「いいえ！　何も！」

　凍りつくような目を漸音ぜのんに向けられたので、慌あわてて春はる亮あきは首を横に振る。まあ着ている本人が納得してるならいいんだろう。

「おい春亮、あのトレイに載っておるムコムコしたやつは何だ。やたら美う味まそうだぞ」

「ん……？　シュークリームだな。うわ、なんか高級っぽい」

「おみやげの本場モノだよ。いい仕事をするパティシエを知っていてね」

　春亮は非常に大切なことを忘れていた。

　理事長に伝えるべきことがあるのを忘れていた。

　そう、《サヴェレンティが》《秘書補佐として》《働く》──この言葉一つ一つには、多大なる不安要素が潜ひそんでいたのだった。

　それは突然の悲鳴で証明される。

「ひょわわわわ!?」

　つるりとサヴェレンティの足あし下もとが滑り、彼女は前のめりに倒れた。なんとかトレイをひっくり返さないようにするが、皿から一個のシューが滑り落ちる。トレイを保持する彼女は受身も取れずに顔面で着地。そしてどういう因果か、落としたシューは丁ちよう度どその顔の着地点で待ち構えていた。パイ生地がクッションのようにその鼻を受け止めると──

　ぐちゃー。

　当然のようにシューが潰つぶれ、中のクリームがサヴェレンティの顔に大噴出。

「ふえぇ……やだ、べたべたする……」

　女の子座りで起き上がるサヴェレンティ。その頰ほおは恥ずかしさからか赤くなり、そこをクリームがとろりとろりと伝っている。わたわたと混乱する彼女はとりあえず顔のクリームをどうにかしようと考えたらしい。だが両手はトレイで塞ふさがっていて動かせないので、当然、

「舐なめちゃお……あ……美お味いしい…………」

　それをジト目で眺ながめながら、春亮。

「理事長。言ってなかったすけど、あいつ──想像を絶するドジですよ。大事な仕事を任せてはいけない奴やつナンバー１のような気がします」

「……どうやらそのようだね」

　どことなく呆あきれたように、ガスマスクの男が肩を竦すくめる。

「しかし今いま更さら辞めろとは言えない。なんとかなるだろう。漸音くん、ああ見えてわりと面倒見が良さそうだしね」
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　見ると、漸音ぜのんは平然とサヴェレンティの傍そばに行き、そのトレイを優しく取り上げていた。

「サヴェレンティさん。大丈夫ですか」

「あ、はい……って、す、すみません！　ボク、慌あわてんぼで、なんかテンパっちゃって、それで──ああっ、これお客さんのなのに落として潰つぶして舐なめちゃって!?」

「元々貴女あなたのぶんもありましたから、それは落とそうが舐めようが別に構いません。後で拭ふいておけば大丈夫です。が──見過ごせないことが一点」

「な、なんでしょう？」

　サヴェレンティを立ち上がらせた漸音が、いつもの超クールな瞳ひとみで彼女を眺ながめる。サヴェレンティはおどおどと肩を縮めていた。どんな叱しつ責せきを受けるのか。どんな罰を与えられるのか。

「あうう、ううう、えとその、ごめんなさい……」

「謝罪は要いりません。動かないように」

「は、はいいっ。ううう……」

　ぎらりと漸音の目が光った。

　そして、その手がグァッと凄すさまじい速度で伸ばされ──

「──カチューシャを忘れています」

「はい？」

　どこからか取り出したフリフリのカチューシャを、サヴェレンティの頭に装着。一歩下がってその出来栄ばえを確かめるように眺ながめてから、漸音ぜのんはいつもの無表情でうむうむと頷うなずいた。

「完かん璧ぺきです」

　……とりあえず、直属の上司はドジなメイドの姿に大満足しているようだった。




　それからお茶を飲んだりフィアがシュークリームの味に驚おどろいたりしているうちに昼休みが残り少なくなり、そろそろ教室に戻ろうということになる。

「ところで白しら穂ほくん、学校はどうだね？」

「──別に。普通よ。普通に早く帰りたくてたまらない」

　部屋を出ようとしていた白穂が足を止め、冷たい目で理事長を振り返った。

「そうかい。学生というのはそういうものだけれどね。でもサボってはいけないよ」

「わかってるわ。生徒達たちを昏こん倒とうさせた罰なのでしょう」

「それもあるけど──君のお父さんも、君が普通に生活することを望んでいたからね」

「……貴方あなたに何がわかるの」

　その視線はもはや殺意と大差ない。だがガスマスクの男は軽く肩を竦すくめ、

「わからないかもしれないね。親友と言えるほど僕は君のお父さんと親しいわけじゃなかった。それでも──いや、だからこそ、かな──彼が君のことを大事に思っていたのはわかる」

「意味がわからないわ」

「どうして彼は病やまいに侵された身体からだで、わざわざサヴェレンティくんをここに持ってきたのだろう。彼の体力がそこで尽きたのは偶然だろうが、その危険性は彼にもわかっていたはずだ。そうしようと思った理由は不幸な勘かん違ちがいだったわけだが……そこまでして、君をなんとかしようと思っていたことくらいは認めてあげてもいいんじゃないのかな」

「愚おろかだっただけよ」

「そうかね？　僕はたまに店に行って世間話をするだけだったけど、それでも彼が君のことをあのぶっきらぼうな口調で話さない日はなかったよ。やれあの子の背が伸びたようだとか、やれ電球が切れたから替えろと言われたとか……笑っちゃうほど些さ細さいな、『そんな会話まで覚えているのかい？』というような、なんでもない出来事をね」

　白穂は無言で唇くちびるを嚙かんだ。

「ああ、一つ大事なことを教えておこう。もう、これは話を聞いた僕しか知らないことだと思うから。君が昔行っていた劇団に、お父さんが見に来たことがあったはずだ」

「……最初の頃ころ、一回だけ。それきり。当然よ、あの人は私に興味などなかったもの」

「違うね。彼は家に帰ってから妻を──つまり君のお母さんを怒鳴りつけたそうだよ。『どうしてあんなことをさせる!?　全然楽しそうじゃないじゃないか、もっとあいつが本当に喜ぶような習い事をさせてやれ！』ってね。いやはや、噂うわさでは君の演技は誰だれもが見み惚ほれるようなものだったと聞くけど……それほどの演技をしているとき、ただ一人、君の本当の顔を見ていた人がいたとして。はたしてその人は、本当に君に興味なんてなかったのだろうか？」

「っ……」

　白しら穂ほは瞳ひとみを揺らし、理事長に背中を向ける。

「彼は不器用だっただけだよ。とりあえず、それさえ覚えていてくれればいい」

「……知らないわよ」

　小さく、本当に小さく、そんな声。

　彼女は振り向かないまま片手を上げ、

「サヴェレンティ。帰りは一緒に。教室で待ってる」

　そして早足で理事長室を出て行った。

　残された春はる亮あき達たちはお互いの顔を眺ながめ、不思議な連帯感を共有する。

　早足の理由は、きっと、誰だれもがわかっていた。
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　理事長室を出たところで、ちょっとお話が、とこのはは見送りとしてついてきたサヴェレンティに呼び止められた。

「じゃあ俺おれらは戻ってるから。遅刻せんようになー」

　春亮とフィアの背中が消えてから、サヴェレンティに向き直る。と、

「あの、ごめんなさい！」

「え？」

「えと、ちゃんと、謝ってなかったから……」

　頭を下げて、もじもじと言う。このははくすりと頰ほおを緩ゆるめた。

「気にしないでください。もう治りましたから」

　根はいいひとなんだろうなあ、とこのはは思う。あの昏こん倒とう事件はやむにやまれずやったことで、けっして悪意からではない。褒ほめられることではないが、それほど糾きゆう弾だんすべきことだとも思えなかった。

「人形さんの知り合いもいまして、精気を吸われちゃったこともあるんですよ。《精気を吸う》というのは人形さんの基本というか、《呪のろわれた刃物はよく斬きれる》というのと同程度には当たり前の能力でしょう？　だから慣れっこといえば慣れっこで」

「で、でも……」

「いいんですよ。わたし達は人間より精神の影響を受けやすい存在です。ダメージは大きいですが、代わりに手の一つでも握ってもらえばすぐに元気になれます……っと、そうだ」

　冗談めかして胸を反らし、

「わりといい思いもできたので、相談してくれれば協力しますよ？　どうしてもまた他人の恋心が必要になったら、まずはわたしに話してください。お弁当代わりにご馳ち走そうします」

「もう大丈夫とは思うけど……その気持ちは嬉うれしい、かな。ありがと」

　それでサヴェレンティも後ろめたい気持ちが消えたのか、表情を明るくする。

　それから彼女はいたずらっぽい目でこのはの顔を覗のぞき込んだ。

「ずっと──してるの？」

　このはは微笑で答える。

「ええ、ずっと──誰だれにも負けないくらいの、昔から」
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　授業中、白しら穂ほは窓まど際ぎわの席で外を見続ける。

　相変わらず、この教室という空間の居心地は悪かった。それは授業中だろうが休み時間だろうが変わらない。不機嫌な顔で窓を見つめたままでいたら、最初から誰にも声をかけられなかった。だからチャイムが鳴っても気にすることなく、ただ外を見続ける。

　サヴェレンティのことを思い出す。正直、メイド服は似合っていた。可か愛わいかった。変なガスマスク男の存在が懸け念ねんではあるが、もしセクハラのようなことがあってもあの秘書が実力行使して守ってくれるだろう。とりあえずは彼女を信じて様子を見ることにする。

　さらに思い出すのは──父親のこと。理事長から聞いた話のこと。

（今いま更さら、不器用だっただけと言われても、ね）

　溜ため息をついた。そのつもりだった。だが、

「あーっ！」

　前の席の女生徒が突然そんな声を発する。振り向いて、白穂を凝ぎよう視ししていた。

「……何か？」

「う、あ、いや、なんでもないんだけどっ……桜さくら参まいりさんが笑ってて、驚おどろいてさ──」

「笑ってた？」

　溜め息をついたはずなのに。無意識に頰ほおを撫なでてしまう。

　前の席の生徒は、照れたように隣の友人へ声をかけた。

「ほら春はる奈な、私が正しかったでしょ？　別に人形っぽくなんかないじゃない、そりゃ信じらんないくらい綺き麗れいだけど、ただ緊張してただけよきっとっ！　というわけで勇気を出してお話ししちゃったりなんかします！　えーと、朝の話って、ホントなの？」

　それは教師から説明のあったことだろう。数日間登校してきた《桜参白穂》とは別の人間がいきなり席に座っているのだから、一応の言い訳は用意しておかなくてはならない。あの理事長からここの陰気な担任に伝達されていたのだ。

「ええ。あの子はちょっとした友達。いたずら好きで、今日から理事長の傍そばで働くことになっていたんだけど、その前に学校の雰囲気を知りたいって勝手に私のふりをしていたの」

「はーっ、そりゃかなりのイタズラっ娘こだねぇー。ああそっか、それでバレやしないかと思って変に暗かったりしたんだ。そんなオモロイ人ならもっと話しときゃよかったなー……話しときゃよかったっていうのは桜さくら参まいりさんも同じだけど。ごめんね、なんだか綺き麗れいすぎて、今まで気後れしてたっていうかさー」

「……壁があったってはっきり言ってくれていいわ。人と話すのは苦手なの」

「え。そ、そうなのっ？」

　話しかけてきた女子が焦あせる。

　けれど目まぐるしく変わるその表情や、落ち着きのない明るさは誰だれかに似ていて。

　そして、人形っぽくなんかないというさっきの言葉は、ずっと自分を見ていてくれた、もう二度と会うことのできない誰かのことを思い起こさせて。

　不思議と、肩の力が抜けていた。

「でも。貴女あなたみたいな人は、別に嫌いじゃない」

　ただ、思う。

　この教室は、昔と。

　誰もが人形を見るような目しか向けてこなかったあの教室とは、違うのかもしれないと。

　それが──自分が変わったせいかどうかは、わからないが。

「ひゃお！　なら桜参さんの友達一号の座、ゲットだぜー！　じゃあ友達として、一番気になってることを最初に質問しますヨ……ズバリ。彼氏さんとか、いる？」

　彼氏なのか彼女なのかはともかく、恋人はいる。

「いるわよ」

　と答えた瞬間──

　白しら穂ほ達たちの会話に聞き耳を立てていた教室（主に男子）が大混乱に陥おちいった。
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　生徒の胸中を代弁するかのように、授業終了のチャイムが伸び伸びと校舎に響いて消える。

　帰り支じ度たくをしていたとき、春はる亮あきはフィアの机に近寄る生徒を見た。サヴェレンティによって昏こん倒とうさせられ、今日やっと登校してきたあの女子である。

　全すべてが終わってから、一応の対症療法として、春亮達は学校中に《倒れた人は、その人が恋をしている相手がお見舞いすれば早く治るらしい》という噂うわさを広めた。どこかの誰かが言い出したおまじない、という意味合いだ。

　このはほどではないにしても、失われた恋心の補給は人間にも効果的だった。噂を広めた甲か斐いあってか、最近は続々と昏こん倒とう事件の被害者が回復して登校を始めている。

「フィアちゃん」

「ん。何か用か？」

「ええとね、そう言えばお礼言ってなかったなって。私が倒れたとき、フィアちゃんが保健室に運んでくれたんでしょ？　だから、そのお礼。ありがと、ごめんねっ」

「あ……いや……大したことではない」

「そんなことないって。今度何かお礼に奢おごらせてよ……フィアちゃんと一緒に喫茶店ってのも楽しそうだね。甘いもの、パフェとか好き？」

「き、嫌いではないぞ。その、あまり食べたことはないが──おせんべとお茶の組み合わせとどっちが美う味まいか、興味はある。ひどく」

「おせんべとお茶が好物なの？　そりゃ古風だね……って、そうか」

　なぜか彼女は隣で聞き耳を立てていた春はる亮あきをちらりと見た。慌あわてて視線を逸そらす。

「ほーほーふーん。似たもの同士ってわけかー。そーだよね、好みも似るよね。ふふふ……」

「何を言っているのだ？」

「いやいや、こっちの話。とにかく、こないだはありがとね！　じゃ、また明日ー」

　面白そうに笑ってから、その女子は手を振って教室を出て行った。何か勘かん違ちがいしてなければいいが、と春亮はがっくり肩を落とす。

　フィアは机の教科書などを鞄かばんに移送しつつ、春亮だけに聞こえる声で呟つぶやいた。

「……あいつのことは私の失態なのに、礼を言われてしまった。ああいう感謝の言葉でも、少しは私の呪のろいが解けたのだろうか。何か騙だましているような気分だ」

「お前があいつを運んだのは事実で、向こうは本気で感謝してるようだったぞ。いいじゃないか、受け取っとけよ。言っとくが大事なのは感謝の言葉じゃなくて、相手の気持ちだからな」

　まだフィアは納得がいっていない様子だった。仕方ないな、と補足してやる。

「わかってないかもしれんから一つ言っとくけど、お前、今回は結構頑張ったと思うぞ？　理事長の頼みを聞いて、あいつにありがとうって言われて──それで、何も言わなかったかもしれんが、白しら穂ほもきっとお前に感謝してる。俺おれが今決めた単位で言うと、《１００おばあちゃんの荷物を持ってあげる》くらいは人のタメになることをした」

「……意味がわからん」

　フィアがぷっと噴き出した。

「しかしだな、老ろう婆ばを百人助けるよりは、今回のようなことを一回するほうが楽な気がするな。私は荒事にしか向かない道具だし、変なことを考えなくてもいい」

「またお前はそんなことを……こんな厄やつ介かい事ごとがそうそうあってたまるか。楽しようたってそうはいかねえ、ちゃんと家事とか覚えやがれ。サボるなよ」

「だ、誰だれも楽しようとかサボろうとかは言っておらんだろうが。やってやるわい」

　ぶちぶち言いながら、フィアは帰る準備を整える。それに合わせて春はる亮あきが席を立ったとき、ふと、教室を出て行く錐きり霞かの姿が目に留まった。

（いんちょーさん、なんであんな怖い顔してんのかな……？）
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　ノートを持って、錐霞は教職員棟の廊下を歩く。数学科教員室の前に来たところで、丁ちよう度ど、中から目当ての人物が姿を現した。

「日ひ村むら先生。すみませんが、少し今日の授業でわからなかったところが」

「あ、はい……いいですよ。どこでしょう……？」

　陰気で内気な教師がおどおどと聞いてくる。ノートを開いて質問箇か所しよを見せると、

「うーん、なるほど……難しいところですねぇ。歩きながらでいいですか？」

「はい」

　その背中を追って進むと、彼は自然な様子で近くの資料室に入った。錐霞も中に入り、後ろ手に扉を閉める。ここで質問に答えてくれるというのだろう。

　そこで──日村はノートを面白そうに見つめつつ、くつくつと笑った。

「なるほど。《お前が人形を逃がしたのか？》ね。これは鋭い質問だ」

「感心は必要ない。その質問に答えろ、日村」

「おっと、怖い怖い。お前のその目は好きだが敵意は抑えてくれねーかな、上野研究員」

　普段のおどおどした顔とは全く違う、傲ごう慢まんを感じ取れるほど自信に満ちた表情だ。

　ここにいる彼は数学教師ではない。

　闇やみ曲まがり拍ぱく明あき・研究室長国という、呪のろわれた道具──禍具ワースの研究組織、その一員。

　上野錐霞のパートナーとしての、日村素直だった。

「で、どうしてこんな質問を？」

　勿もち論ろん、確認する必要ができたからだった。普段は可能な限り会うことすら避けている。だからこそ、白しら穂ほの担任に連絡網を見せてもらおうとしていた春亮達たちを止めたのだ。その六組の担任はこの男であり、特に禍具ワースに関かかわることでは、近付くのも近付かせるのも得策ではない。

　けれど、今ばかりは、聞かねばならない──

「奴やつらは色々あって気付かなかったようだが。後で話を聞いた私にしては馬ば鹿かげているほど当然の疑問だ。そもそもサヴェレンティくんが一人でトランクから逃げたというのなら、鍵かぎのかかったトランクは破壊されていなければおかしい。脱出に使える特別な忌き能のうなど彼女は持っていなかったのだから。しかし奴らは鍵を開けて初めて中の人形がなくなっていることに気付いた──ならばその意味は決まっている、誰かが外から鍵を開けてまたかけ直したのだ」

「ほう、それで？」

　日ひ村むらは愉快に唇くちびるを歪ゆがめているだけだ。馬ば鹿かにしているのか。

「さらに疑問に思ったのは、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクについてだ。あのときサヴェレンティくんは口を濁にごしたが、それを埋め込んだ男から聞いたわけではない、と言った。では誰だれからだ？　私が思うに……お前が彼女を逃がしたときに教えたのだろう？」

「は、根拠は薄いが答えは合ってる。百点だ。どうしていきなり呪のろいの進行が早まったのか疑問だろうと思ってな、善意から教えてやったわけだ。ついでに、この学校という場所には恋心を持った人間がわんさかいるぞ、とも教えてやったな──勿もち論ろん、それも善意だ」

「善意だと？　馬鹿げている。推測だが、彼女は破壊されてもいいから白しら穂ほくんを傷つけたくないという自殺的思考で、敢あえて抵抗もせず捕まったのだ。そこにお前が僅わずかな救いを見せてそ唆そのかした。つまるところ、お前が生徒達たちの恋心を吸えと言ったようなものだろう！」

「〇点。結局最後に決めたのは奴やつだ。俺おれは善意で奴をトランクから出してやって、いくつかの情報を伝えて、俺のことは黙っているようにと言っただけ」

　あの人形は人が好よい。一応この男に助けられた形になったのは事実だから、彼女は義理堅くそれを守っていたのだろう。あるいは──約束を破れば何か報復があるのでは、と怖おそれていたか。そう、彼女には護まもるべき人間がいた。下へ手たな動きはすまい。

「なぜそんなことをする必要がある！」

「ははっ……なぜ、だと？」

「っ！」

　どん、と肩を摑つかまれて壁に押しつけられた。錐きり霞かは至近距離から日村を睨にらみつける。陰気な長髪は、その顔に自信が加味されただけでジゴロのような印象へと変わっていた。

「わかってるよな、相棒？　俺達研究員の仕事は禍具ワースについて《知ること》だ。俺は指令に従っただけ。ああ、王サヴ権エレをンテ果イ・たパーすフエ完クシ全ヨン・人ドー形ルはあれが日本に来たときからチェック対象だ。骨こつ董とう店なんて王道の調査対象を見逃すはずがないだろう。観察していたとも、聞いていたとも、だから恋心だの何だのって話もわかっていた」

「お前……盗聴器を」

「勿論。で──あの人形が理事長のところに預けられて、そこで研究命題シームが与えられたわけだ」

「どんな研究命題シームだ」

「簡単に言えば、《敵対関係にある禍具ワースに対し、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブはどんなスタンスで相対するか？》だな。破壊するかとも思っていたが──結果は色々予想外だ、興味深いデータが取れた」

「くっ──そんなことのためにっ……！」

　サヴェレンティを、白穂を、追い詰めたのか。

　一歩間違えれば、そのどちらかが死んでいたかもしれないのに。

　怒気を叩たたきつけようとしたとき、さらに日村がその顔を錐霞に寄せた。

「そんなこと？　言うまでもないが〇点──研究室長国の人間としては当然のことだ。錐霞、上うえ野の錐きり霞か、親愛なる室長殿の妹君よ。誰だれもがお前のように好き勝手にやれるわけじゃない。ああ、お前が好き勝手にやれるのは誰のおかげだ？　色々な報告を捻ねじ曲げ、色々な問題点を見て見ぬふりし、色々な些さ事じを手伝ってやってるのは誰だ？　俺おれだ」

「……っ」

「なんでそんなことをしてやってるのか。もう腐くさるほど言ってるよな？　錐霞。いい加減、俺のものになれ」

　日ひ村むらの手が錐霞のスカートに触れた。錐霞は無表情に抵抗しない。

「もう諦あきらめるべきだと俺は思う。いいか錐霞、お前は普通の女じゃない。服の下には女王様じみたボンデージ服、一生脱げない呪のろわれた拘こう束そく衣いだ。俺以外の誰がお前を愛せる？　こんな黒々とした革の衣装を永遠に脱げない奴やつを？」

　持ち上げられるスカート。日村はちらりとその下を眺ながめる。錐霞は無表情に抵抗しない。

「生まれたままの姿で抱だき合うこともできない女を、本当に大事に思ってくれる男がいると思うか？　断言してやる、お前には普通の恋はできない。そう、お前がご執心のあいつだって、お前の想おもいを受け止めてくれることは絶対に──」

「今すぐ口を閉じてその手を離せ。さもなくばお前は死ぬ」

　空気すらもが凍るような声だった。

　日村は言われた通りに口を閉じ、苦笑しながらも降参のポーズで両手を上げた。

　その首にきつく巻きついているのは──禍まが々まがしい黒ベルト、《黒くろ河かわ可か憐れん》。それはかつて殺人鬼が使用していた用途の通り、ギリギリと軽薄な男の呼吸を止め続ける。

「げほっ……おい、そろそろ……頼む、か、は、本当に、死……」

「……」

「がふっ！　が、あ、ぉえっ、げはっ……」

　新鮮な絞こう殺さつ死体が出来上がる寸前、日村はようやく解放される。

　床に手をついて激しく咽むせぶ彼を、錐霞は底冷えのする瞳ひとみで見下ろしていた。

「げほっ、う、あ……は、調子に乗りすぎたか、はは」

「……」

「は、まぁいい、焦あせらないことにするさ。お前の状況は未来になっても何も変わらん。お前はいつか必ず諦めて俺のものになる。俺はお前が諦めるのを待って、その日のために恩を売るだけだ──これからも俺にどんどんと借りを作ってほしいもんだな」

　錐霞は無表情のまま、足あし下もとに落ちていたノートを拾い上げた。踵きびすを返しつつ、

「では早速言う。桜さくら参まいり家にある盗聴器を全すべて外せ」

「プライバシーの侵害だから、か？　お優しいな……ま、それくらいならいいだろう。あんな感じで落ち着いたなら新しい情報も増えないだろうし、定期観測だけで充分に分室も納得する。だがな、錐霞よ。それは偽善だとわかっているだろう？」

　足を止めた錐きり霞かの背中に、日ひ村むらはにやりと笑いかけた。

「桜さくら参まいり家はともかく、最重要地点たる夜知家の監視は誰が何と言おうとも止められない──それこそ闇やみ曲まがり室長が直接言いでもしない限りはな。それについて黙殺している時点で、お前はどうしようもなく研究室長国の人間だ。どうしようもなく俺おれの共犯なんだよ」

　錐霞の足が再び動き始める。資料室のドアを開けながら、

「研究室長国の人間？　共犯？　馬ば鹿かげている──私に肩書きがあるとすれば、それは」

　自分に言い聞かせるような静かな声こわ音ねで、彼女は言った。

「ただの──一年二組のクラス委員長ですよ、日村先生」




　　　　[image: ]




　下げ駄た箱ばこに向けてフィアと春はる亮あきが廊下を歩いていると、行く手からサヴェレンティが走ってくるのが見えた。周囲の視線をものともせず爆走していた彼女が、そこでフィア達たちの存在に気付いて急ブレーキ。

「とととっ。こんちは、今帰りー？　っておひゃあ!?」

　ごいーん、と廊下に置いてあったゴミ箱から痛そうな音が響いた。止まりきれなかった彼女は蹲うずくまり、脛すねを押さえたままプルプルと震ふるえている──なにやらデジャヴを覚える光景だ。

「無む駄だかもしれんけどな、一応言っとくぞ。お前、もーちょっと落ち着け」

　入れ替わりの話を聞いたとき、あのドジっぷりこそが人間体に慣れていないからだったのか、という感じで納得していたのだが──なんというか、実はただの素すなんではなかろうか。

「そ、そうだね……慌あわてんぼ、直したいな」

　足を擦さすりながら立ち上がるサヴェレンティに、フィアが胡う乱ろんな目を向けて言った。

「それよりもお前、なぜ制服なのだ？」

「ああ、メイド服は理事長室の隣で着替えることになってるから。登下校のときは私服でいいって言われたけど、やっぱり学校だからこれかなって。白しら穂ほともおそろいだし」

「待ち合わせしてんだっけ？　教室の場所わかるか？」

　サヴェレンティは可お笑かしそうに笑った。

「わかるよ。二日だけど、通ってたんだもん」

「あ、そういやそうか、余計なお世話だったな……んじゃ」

　春亮は納得した様子で歩き出すが、フィアはふとサヴェレンティへの用事を思い出した。

「おい春亮。私はちとこいつと話がある。下駄箱で待っていろ」

「ん？　話って何の？」

「べ、別にいいではないか！　そんなことをお前に言う必要はない、女同士の話だ、わかれ！」

「なんで俺が怒られるんだっ？　まあいいや、よくわからんがわかった。じゃあな、あんま遅いと置いてくぞ」

　春はる亮あきの姿が廊下の向こうに消え、フィアは気合を入れるように深呼吸した。

「話って何だろ。あ、今ふと思ったけどボク相手で女同士って言っちゃっていいのかな。確かに今は女性体だけど」

「そ、そんな細かいことはいいのだ。少し聞きたいことがある」

「聞きたいことって？」

　フィアはなおももじもじとしていたが、やがて、

「……新しい概がい念ねんを学習した、ような気がするのだ。お前達たちのおかげで」

「うん」

「それで、一個、確かめたいことができた。知らなくていいことなのかもしれないが、気になるのだ。それをお前に教えてほしい」

「うん」

　フィアはさらに数秒、俯うつむいて言葉を止めた。

　次に彼女が顔を上げたとき、そこにあるのは、

　何かを怖おそれているような、何かを期待しているような目で──




「今、お前……私から……奪えるか？」




「フィアちゃんから？」

「……そうだ。奪えというのではない、可能かどうかを聞きたい」

「つまり、フィアちゃんの中にあるのかどうか、ってことだよね」

　合が点てんがいった、とばかりにサヴェレンティは大きく頷うなずき、じっとフィアの身体からだを眺ながめ回した。フィアはスカートをぎゅっと握り、ただ彼女の返答を待つ。

　ややあって。

「そうだね……結論としては」

「け、結論としては？」

　サヴェレンティは笑みを一段と大きくして、言った。

「あるかもしれないし、ないかもしれない」

「なに？　それでは意味がないではないか、どっちなのかを知りたいのだ！」

「フィアちゃんの身体に触れば多分わかるけどね。触らないことにするよ」

　フィアの眉まゆが寄り、

「……教えたくないということか」

「ちょっと違うかな。それって多分、ボクが教えないほうがいいことのような気がするんだ。自分で気付いたほうが、ずっと価値のあるものになるし、ずっと大切にできると思うな。確信できるまで待つことをオススメするよ」

「そういうものなのか……？」

「プロフェッショナルとして言わせてもらうとね、そういうものです」

　冗談めかしてサヴェレンティはそう言う。続けて、

「フィアちゃんの希望としてはどうなの？　あるほうがいいの、ないほうがいいの？　ちょっと気になる気持ちがあって、それが何かわかんないから確かめたかったんでしょ？」

　そこまで深く考えてなかった。ぼっとフィアの顔が赤くなる。

「き、希望と言われても、その──それは、ただ確かめたかっただけで！　知らん、知らんぞ！　あってもなくても別にどうということもないし、わからんならわからんままでいいのだ！　むぅ……も、もうこの話は終わり、終わりな！　お前も忘れろー！」

「気になるとか言ってたのに。あはは、こりゃ先は長そうだね」

　フィアの剣幕におどけて肩を揺らし、サヴェレンティはひらひらと手を振って歩き始めた。

「ひょっとしたら今後必要になるかもしれないアドバイスをしとくと──年季は違うかもしれないけど、大事なのは時間じゃない、ってことかな。ボク、二人とも応援してるから。正々堂々ガンバってね、ということで……じゃあねー」

　何やらとても嬉うれしそうな足取りで、サヴェレンティが廊下の向こうに消えて。




「……二人とも？」




　フィアは怪け訝げんに首を傾かしげて、彼女の発した言葉の意味を考えていた。







　あとがき




　ありがたいことにまたお目にかかることができました、水みな瀬せ葉は月づきです。[image: ]─シーキューブ─Ⅱをお届けします。一巻では私にしては珍しく「フィアが好き」「このはが好き」「いんちょーさんが好き」……とわりと幅広くキャラへのラブコール（？）が聞こえてきて嬉うれしい限り。そして今回は二巻ということで何人か新キャラが登場しておりまして、その内訳は変人／美乳／良乳／秘書乳とかまぁそんな感じになっております……秘書乳？

　で、今巻は内容的には（本文を読まれた方はおわかりかと思いますが）とある人形にまつわる話です。しかしまぁ基本的には一巻と同じく萌もえとエロと微グロ・略して萌エグロ（成なり田た良りよう悟ごさん命名）が満載。各巻でそれぞれの比率は微妙に変わったりするかと思いますが、今後もこんな感じで続いていくと思うので可能な限りお付き合いいただければ幸い。




　そして今唐とう突とつに気付きました。この本は順調に行けば一月発売のはず──というわけで、あけましておめでとうございます！　おおっと、今私は日本国内ランキングぶっちぎりの上位に食い込む早さでこの挨あい拶さつを繰り出したのではなかろうか……ぶっちゃけた話、このあとがきを書いてるのは次の干え支との気配がカケラも感じられない十月ですからな！

　ともあれ２００７年は、私的には新記録となる三冊の本を出させていただいた（＋電でん撃げきｈｐの書き下ろし）わけですが、同業者さん達たちを見てみると普通のようなちょっと遅いペースのような。今年は年四冊を目標に……したいナ……が、ガンバリマス。




　今巻もいつものようにいろんな方々にお世話になりました。アレげなシーンやコレげなシーンで激論を交わすことしきりだった担当川かわ本もと様。物分かりが悪くてご迷惑をおかけしております……み、見放さないでやってください。

　一巻に引き続き素晴らしいイラストを描かいてくださったさそりがため様。ますます可か愛わいくなるフィア達や想像以上に魅力的な新キャラ達に、誰だれよりもこの私が心奪われております。ありがとうございました＆これからもよろしくお願いします！

　勿もち論ろん、校こう閲えつ様やデザイナー様、ＭＷの関係者様方にも大感謝を。

　そして最後に、この物語を読んでくださる読者の皆様方──もう感謝以上にラブです。溢あふれんばかりの私の愛を捧げます！　こっちの愛のストックは無限だぜ……!?




　それでは、今回はこんなところで。また三巻でお会いしましょう。





水瀬葉月









水みな瀬せ葉は月づき

写真は仕事中の作者。「パンツは……はいているべきか否か……？」などという真面目で複雑な問題の数々を、こんな四角四面な顔で考えているのです。ちなみにこれは電撃写真部の藤原祐さんに撮影してもらいました。おかげで実物以上のイケ面に映っております。

[image: ]




さそりがため

千葉県出身の限り無くＯ型に近い性格のＡ型。装備品はＤＳとＰＳＰ。

今回も女の子達に萌え狂いながら描かせていただきました！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/
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